
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　地下にあるらしいカジノで俺はガキと向かい合って座っている。

　辺りにはありとあらゆるギャンブルの道具が揃そろっていた。

　ガキの後ろには装備で身を固めた屈くつ強きような護衛が並んでいる。ここで迂う闊かつな事をすれば、あっという間にねじ伏ふせられるだろう。

　俺としたことが少し緊きん張ちようしているらしく、無意識で愛用の剣けんを撫なでていた。

　壁かべ際ぎわでパンツ一枚で座っているテイラーはどっしりと構えているが、もう一人のパンツ男キースは不ふ貞て腐くされている。

　リーンは下着と変わらない恰かつ好こうをどうにか隠かくそうと、ロリサキュバスの後ろに隠れているが視線は俺に向けられている。

　今から俺は目の前のガキと大勝負をしなければならない。

　勝てばいいだけの話だが、もし負けたら……。

　簡単なルールの説明をするとガキは納なつ得とくしたようだ。

「いいだろう。一枚引けばいいんだな」

　生意気を絵に描かいたようなマセガキがカードを一枚選ぶ。

　自分が負けるなんて微み塵じんも思っていない態度。ギャンブルには自信があるようだ。

　俺もカードに手を伸のばすが寸前でためらってしまう。

　急に無口になったので気になって隣となりを見ると、ロリサキュバスが目を閉じて祈いのるポーズをしていた。

　それを真似まねて祈ってみてもよかったのだが、柄がらじゃない。

「本物に会った事もあるから、案外祈りが通じるかもしれないが……やめとくか」

　目の前に並ぶ残り十二枚のカードをじっくりと見る。

　その内の一枚に狙ねらいを定めて手を伸ばす。

　正直に言えば不安はあるが信じるしかない。俺の悪運を──。

「俺はこのカードにするぜ！」

　カードを決めると王子が軽く一度頷うなずく。

「まずは俺からめくろうか。それで構わないな？」

「先行は譲ゆずるぜ」

　と即そく答とうしたが、カードに添そえた手から汗あせがにじみ出る。

　今いま更さらだが、かなり緊張していたようだ。

　渇かわききった喉のどを少しでも潤うるおすために唾つばを飲み込む。

　大だい丈じよう夫ぶだ、大丈夫だ。

　そう自分に言い聞かせて目の前のカードがめくられるのを凝ぎよう視しするしかなかった。

　ゆっくりとめくられた相手のカードは──。
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　冒ぼう険けん者しやギルドで女の尻しりを目で追っているキースと、また野菜スティックをかじっているリーンを見つけたので足早に近づく。

　今日も財さい布ふに重さを感じないから、あの二人に昼食を奢おごってもらうとするか。

「うーっす。キース今日はいつにも増していい男じゃねえか。かーっ、やっぱモテる男はオーラが違ちがうよな、金貸してくれ」

「……おだてるなら、もうちょっと頑がん張ばれよ」

　頰ほお杖づえを突ついて呆あきれた顔をしている。

　どうやら作戦は失敗か。言葉のチョイスを間ま違ちがえたな。現実とはかけ離はなれた露ろ骨こつな噓うそだったので見み抜ぬかれてしまったようだ。

　まあいい。カモはもう一人いる。

　今度は現実的な褒ほめ方でいくぞ。

「おっ、リーン今日は機き嫌げんよさそうだな。肌はだの張りがいいじゃねえか。あれだろ、でっけえのでも出たのか？　最近、便秘気味だってこぼして──」

「『ライトニング』ッ！」

「うおおおっ！」

　あっぶねえ……。返答代わりの電でん撃げきを紙一重ひとえで躱かわせた。

　俺にぶつからなかった稲いな光びかりは開いていた窓から空へと飛び出していく。

「てめえ、いきなり魔ま法ほうを撃うつんじゃねえよ！」

「食事している最中の女の子にそんな事を言う、あんたが悪い」

「あのー、さすがにギルド内での魔法は勘かん弁べんしてもらえませんか」

　にらみ合っている俺達たちの間に割り込んで、おずおずと話しかけてきたのは冒険者ギルドの受うけ付つけ嬢じようで一番人気のルナ。今日もたわわに実った巨きよ大だいな胸がよく揺ゆれている。

「おう、もっと言ってやってくれ！　巨きよ乳にゆう様の言う事なら聞くかもしれないからな！　貧乳の分際で逆らうなって言ってやれ！」

「こいつ……。今度こそ絶対に当ててやるから。ごめんね、一応計算してギルドに被ひ害がいが出ないように撃ったつもりだけど」

　窓から飛び出していったのは偶ぐう然ぜんじゃなくて狙ねらってやったのか。

「それなら、まあいいですけど」

「納なつ得とくすんなよ、よくねえだろ！　俺に当たっていたら、頼たよれる冒険者が一人再起不能になったかもしれないんだぞ。ギルドとして大損害だろうが！」

「えっ？　確かに腕うでの方は優ゆう秀しゆうですが、ダストさんが起こす問題が減るなら……差し引きして、お得かなーと」

　しれっと、とんでもないことを言いやがった。

「それに命中していたら近くの椅い子すや机がボロボロになるんだぞ。リーン、お前が弁べん償しようする羽目になっていたんだからな」

「あたしは避よけるって、ダストの事を信じていたから」

　手を合わせて祈いのるようなポーズをして、こっち見んな。

「んなこと、これっぽっちも思ってねえだろ……」

「とにかく、喧けん嘩かをするなら外でお願いします」

　そう言ってルナは仕事に戻もどっていく。

　……冒険者ギルドの職員なら、喧嘩を止めろよ。

「それでだ、金貸すか飯奢るかどっちがいい？」

「お前、この状じよう況きようでまだ奢ってもらえると思ってんのか……」

「なんで上から目線なのよ」

「ふっ、リーダーであるこの俺に快く奢ってくれれば、パーティー内での立場を保障してやろうじゃないか。お前達の心持ち次し第だいでは副リーダーに任命してやってもいいぞ」

　決め顔で言い放つと、二人同時にため息を吐はいた。

　なんなんだ、この反応は。

「あんた酒飲まなくても酔よっぱらえるようになったの？　うちのリーダーはテイラーでしょ。前に決めたの忘れたの？」

「ダストがリーダーだったら、俺達はとっくの昔に解散してるって」

「……えっ、マジで言ってんのか？　このパーティーの頼れる真のリーダーはダスト様だよな!?」

　思いもしない言葉に啞あ然ぜんとしてしまった。

　クエストの受注や報ほう酬しゆうの受け渡わたしはテイラーが担当していたが、あれは面めん倒どうごとを進んでやってくれているだけじゃなかったのか。

　便利だから仮にリーダーって事にして雑用押し付けているものだと。

「そんなわけないでしょ。あんたにリーダーをさせるなんて自殺志願者と一いつ緒しよよ」

「お前がリーダーになれるのは牢ろう屋やの中だけだろ」

「辛しんらつだなおい！　はっ、その肝かん心じんの頼れるリーダー様はどこにいんだよ！　重要な会議中に職務怠慢じゃないですかねっ！」

　バンバンと机を叩たたいて辺りを見回しながら叫さけぶ。

「この下らない会話のどこが重要な会議なのよ」

　いつもなら誰だれよりも早くギルドに来てクエストを確かく認にんしているテイラーが、今日に限っていやがらねえ。ギルド内の隅すみから隅まで視線を飛ばしてみたが、その姿はどこにもない。

「そういや、テイラーって最近は何かと忙いそがしそうにしてないか？　あんまりギルドにもいないようだしよ」

「……言われてみれば、キースやリーンとはしょっちゅう顔を合わせるが、テイラーの顔をここ数日見てないような……」

　キースに言われるまで気づいてなかったが、あいつと最後に会ったのは何日前だ？

　数日前に誰かと一緒に居たのを見たような、見てないような。あの時は泥でい酔すいしていたから記き憶おくが曖あい昧まいなんだが。

「あんた達と違ってテイラーは忙しいのよ」

　リーンがこっちを見てニヤついてやがる。今の意味深な発言はなんだ。

「どういう意味だよ。リーンはテイラーが忙しい理由を知ってんのか？」

「やっぱり、あんた達は気づいてなかったのね」

「おいおい、何の事だよ。一人だけ納得してないで教えろよ」

「そうだ、そうだ。仲間内で秘密は無しだぜ」

　キースの発言にびくりと肩かたが揺れた。

　俺の事を言われたのかと思わず体が反応したぞ。いつか俺の秘密もこいつらに話さないといけない日が来るのかもしれない。

　……まあ、それとこれとは話が別だけどな！　テイラーの隠かくし事は何としても聞き出してやる。

「最近、仲のいい冒険者がいるらしいわよ。女の子の」

　その言葉を聞いて黙だまってキースと顔を見合わせる。

　眉まゆ根ねを寄せて不機嫌そうな顔をしている。たぶん、俺も同じ表情をしているのだろう。

「んー、耳掃除しないとダメだな。おかしな幻げん聴ちようが聞こえやがった」

「ダストもか。でかい耳みみ糞くそでも詰つまってんのかね」

　二人そろって耳をほじってから、もう一度リーンに顔を向ける。

「もう一度頼む」

「かわいい女の後こう輩はい冒険者と仲いいみたいよ」

「「……はあああああんっ!?」」

　信じられない内容に絶ぜつ叫きようが口から飛び出す。

　あの、堅かた物ぶつのテイラーに女だ!?

「何の冗じよう談だんだ！　真面目まじめで女っ気がないところが売りのテイラーだぞ!?　まだキースに女ができた方が納得いく！」

「テイラーはそんなの売りにした覚えはないと思うな」

「いやいやいや、まてまてまて。おかしいだろ！　テイラーにまで春が来たら、俺はどうなるんだ！　ダストもなんやかんやで女と縁えんがあるってのに、俺だけ取り残されるのか!?」

　俺とキースが頭を抱かかえて絶叫を上げているというのに、リーンはどこか冷めた目で俺達を見ている。

　仲間の一人が裏切るかもしれないのに冷静すぎないか？

「なんでリーンは平然としてんだよ。恋こい人びといない同盟にひびが入るかもしれないんだぞ」

「そんな同盟に加入した覚えはないけど、いいじゃない。あんたら二人と付き合う人がいたら正気を疑うけど、テイラーなら納得でしょ」

「納得できるわけねえだろ！　厳いかつくて不ぶ愛あい想そうなあいつと俺なら、大半の女は俺を選ぶはずだ！」

　唾つばを撒まき散らして熱弁をふるうキースに援えん護ご射しや撃げきしてやるか。

「そうだそうだ！　テイラーよりどう考えたって俺達の方がモテるだろ！　なあ、お前ら！」

　周りの冒険者達がこっちを見て聞き耳を立てているのを知っていたので、振ふり返って問いかけてみる。

「ねえよ。どう考えたってテイラーの方がいい男に決まってんだろ」

「ないない。キースかダストと付き合うぐらいなら、アクシズ教に入信する方がマシよ」

「うんうん。あんたらより、ゴブリンの方が誠実だって」

　こ、こいつら好き勝手言いやがって……。

　黙っていた連中も便乗して更さらに俺達への批判と文句が続く。

　後ろの方で聞いていたギルドの職員が全員頷うなずいてやがる。

「お前ら！　アクシズ教に入信したいって言ってたって、宴えん会かいプリーストにちくってやるからな覚えてやがれ！　黙ってないで、キースも言い返してやれ！」

「俺達ってここまで評判悪かったのか……」

　あっ、キースが床ゆかに崩くずれ落ちてマジで落ち込んでいる。

　俺も結構心に来たがキースほど痛手は受けていない。

　最近ゆんゆんやロリサキュバスに罵ば倒とうされる機会が増えて耐たい久きゆう力りよくがついたようだ。……嬉うれしくねえ。

　しっかし、言いたい放題だなこいつら。よっし、キースをかばう振ふりをして脅おどして金でも巻き上げてやるか。

「見ろよ、キース君が泣いてるじゃないか！　お前らには人の心がないのかっ！　この外げ道どうどもめっ！　悪いと思ったのなら金を貸すか奢おごれや！」

　憐あわれなキースを抱だきしめて叫さけぶ。

　相手の良心に訴うつたえかけてみたのだが全員が同時に、

「「「「はっ」」」」

　鼻で笑いやがった。

「外道ってのは金を貸しても返さないどころか、更さらに借金を重ねようとするヤツの事だ」

「おまけに返済を迫せまると逆切れしやがるしな。早く返しやがれ！」

「前に警察で俺の名前を名乗ってごまかした事があったろ！」

　くそっ、罵倒が増しやがった。

　これは分が悪い。話を逸そらさないと過去の悪行が次々と蒸むし返される。

「そ、そんな事よりよ、誰かテイラーと仲のいい女の事を知らないのか!?」

　罵倒を搔かき消す勢いで大声を張り上げると、連中が一度黙る。

　どうやら思い当たる節があるようで「ああ、あれか」「前に見たな」と呟つぶやく声が聞こえた。

「詳くわしくは知らねえけどよ、確かに最近テイラーは新人の冒ぼう険けん者しやとつるんでいるな。冒険者の心得とか教えているそうだぜ。あいつ、世話焼きでお人ひと好よしのところがあるからな」

　このギルドでは古株の冒険者が顎あごを撫でながら、そんな事を言う。

　その発言に触しよく発はつされたのか、他ほかの連中からもテイラーと女冒険者が一緒に居たところを見たとの目もく撃げき証言が相次いだ。

「マジだったのかよ……。くそっ、水みず臭くさいじゃねえか。仲間なら真っ先に俺達に話すべきだろうが。なあ、キース」

　俺がキースに話を振ると、膝ひざを抱えて座り込んでいたキースがその体勢のまま横に倒たおれた。

「もう、どーでもいーよ……」

　ダメだ、思ったよりも深手を負ったな。これはしばらく使い物になんねえぞ。

「まあ、そういう事だから放ほうっておいてあげなよ」

「バカ野や郎ろう！　大事なうちのリーダーに女ができるかもしんねえんだぞ。仲間として……祝福してやんねえとなぁ。くっくっくっく」

「その邪じや悪あくな顔やめなって。テイラーには悪い事しちゃったな」

　女慣れしていないテイラーの選定眼が曇くもってないか、俺がじっくり値ね踏ぶみしてやんよ。リーダー様に相応ふさわしい相手かどうかの情報を集めないとな。

　新人の冒険者となるとギルドの職員に訊きくのが早いが、俺相手に個人情報を教えるとは思えない。となると、ギルド内の噂うわさ話ばなしや情報に詳しいヤツに訊けばいい。

　心当たりはある。あいつなら職員に次いで冒険者ギルドにいる時間が長いはずだ。
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「よう、ゆんゆん。孤こ独どくを極きわめし者に、ちょっと訊きたい事があんだよ」

　珍めずらしくギルドにいなかったゆんゆんが、俺以外の誰にも気づかれないで冒険者ギルドに入ってきたのが見えたので近寄って声を掛かける。

「ちょっと恰かつ好こう良い呼び方で紅こう魔ま族的にぐっときましたけど、騙だまされませんよ。もう土下座されたってお金は貸しま──」

「今日は借金のお願いじゃねえよ。貸してくれるなら随ずい時じ受け付けているけどな。そんな事よりテイラーについての噂話、なんか知らないか？」

「あっ、テイラーさんのですか！　もしかして、最近仲のいい冒険者の事とか？」

　声が弾はずんだのは、ゆんゆんが恋れん愛あい話を好きだからだ。こいつは自分が無縁なくせに、人の色いろ恋こい沙ざ汰たに目がない。

「そうそう。あいつって恋愛に縁がなかったから、変な女に騙されてないか心配でな。知っている事があるなら、どんな些さ細さいな事でもいいから教えて欲しい……って、リーンが言ってた」

「リーンさんがですか」

　俺だと怪あやしまれるかもしれないが、リーンが言っていたとなると話は別。

　最近は接点が増えてきて話す機会も増えたリーンの頼たのみとなれば、友達に飢うえているゆんゆんの口も軽くなるはずだ。

「おう、リーンは仲間や友人思いだからな。テイラーが悪い女に騙されていないかと、小さな小さな胸を痛めているんだよ。何か貴重な情報をくれたら、きっと恩に着るだろうな～」

「私に分かる事なら何でも聞いてください！」

　鼻息荒あらく迫ってくる、ゆんゆん。扱あつかいやすいヤツで助かるぜ。

「噂によると女の新人冒険者って話だが、どうなんだ？」

「ええと、二週間ぐらい前まで一度もギルドで見た事がない人です。それからは頻ひん繁ぱんにギルドに足を運んでクエストの紙をちらちら見ながら、ギルド内を観察していました」

「観察？」

「はい。新人さんならお友達になれるかも、と思ってずっと目で追っていたから間ま違ちがいありません。緊きん張ちようしているみたいで冒険者の皆みなさんを、じっと熱心に見つめていました」

　初心者冒険者が意気揚よう々ようとギルドに来たのはいいが、怖おじ気けづいて躊ちゆう躇ちよするってのはよくある話だ。

　そんな新人をずっと観察していたゆんゆんを想像すると、若じやつ干かん気持ち悪いが言わないでおくか。

「それで一週間前ぐらいでしょうか。テイラーさんが新人さんと一いつ緒しよにギルドに戻もどってきたんです。近くに座ったので話が聞こえて……あっ、盗ぬすみ聞きしていたわけじゃないですよ!?　そんな失礼な事はしませんから！」

「そんな事はどっちでもいいって。肝かん心じんなのは話の内容だ。まさか二人でイチャイチャと猥わい談だんとかしてなかっただろうな？」

「ダストさんじゃないんですから。ええと、新人さんが一人でモンスターと戦っている時に、テイラーさんが助けに入ったそうです。それをきっかけに冒険者としての心得を教えるようになったみたいでした。優やさしいですよね、テイラーさんは」

　なるほどね。あいつはお節せつ介かいなところがあるからな。

　見ていられなかったんだろう。

　となると、ただの師し弟てい関係のような感じか。嫉しつ妬としたのは早とちりだったか。

「先せん輩ぱい後輩の関係か。まあ、それなら許してやらんでもない。後で俺に紹しよう介かいするならな」

「なんで偉えらそうなんですか。でもあの新人さんの目はテイラーさんに惚ほれている感じでしたよ。あれは恋する乙おと女めの目でした！」

「……先輩冒険者に憧あこがれを抱いだいているだけ、とかじゃねえのか？」

「うーん、それだけじゃないと思いますけど……」

　テイラーに恋する乙女か。

　ゆ、る、せ、ん、な。

　たぶん、その新人はギルドに俺みたいなもっと素す敵てきな冒険者がいる事も知らずに、たまたま助けてくれたテイラーを、気の迷いでいい男に勘かん違ちがいしてしまった。そうに決まっている！

「どうしたんですか。唇くちびる嚙かみしめて」

「ちなみに、その新人ってどんな見た目だ」

「長くてきれいな黒くろ髪かみで美人さんでしたよ。あと、細いのにスタイル抜ばつ群ぐんでした！」

「ぶっ殺す！」

「ど、どうしたんですか、いきなり!?」

　つい心の声が出てしまった。

　あの野郎、てめえだけいい思いしやがって。美人でスタイル抜群の姉ちゃんだあああ？　俺の周りにいる女は胸のさびしいヤツばっかで、唯ゆい一いつそれなりに育ってんのは、ボッチのガキだしよ。

「どこ見ているんですか。セクハラで訴えますよ！」

　ゆんゆんが胸むな元もとを手で隠かくすので、「はっ」と鼻で笑ってやった。

　こうなったら相手の女に接せつ触しよくして、ある事ない事を吹ふき込んで足を引っ張ってやるか。

「よっし、調べに行くぞ！　ゆんゆんもついてこい。どうせ一日中、一人遊びしているだけで暇ひまだろ」

「ひ、暇じゃないですけど、気になるのでお供しますよ」

　リーンも誘さそおうかと一いつ瞬しゆんだけ考えたが、あいつがいると邪じや魔まをしてきそうだからやめておこう。キースは……床ゆかで腐くさっているから放置だ。




　　　　３




　テイラーと新人の行き先を調べると、あっさりと分かった。ゆんゆんがルナに尋たずねたら一発で答えたからだ。俺が訊きいたら何も答えなかったくせに……。

　アクセルの街を出て少し進んだ先で簡単なモンスター討とう伐ばつのクエストを受けたらしく、二人で仲良くお出かけってか。

「冒険から始まる恋。素敵ですよね」

「何言ってんだ。そんなもん、あり得ねえよ。モンスター討伐は命いのち懸がけだ。そんなちゃらちゃら浮うわついた気持ちでやっていいもんじゃねえだろ！　ちょっとした油断が命取りになりかねないからな！」

「……本心は？」

「俺も美人の姉ちゃん相手に手取り足取り教えたい！　そんでもって手と胸がぶつかった拍ひよう子しに軽く揉もんでも怒おこられないだろ？」

　思わず素す直なおに答えてしまった。半眼の冷めた目が俺を凝ぎよう視ししている。

　くっ、誘ゆう導どう尋じん問もんに引っ掛かかっちまったか。

「ダストさんってほんとううううううに、救いようがないですよね。……あっ、いましたよ！」

「くそっ、マジで結構いい女じゃねえか」

　大声を出したゆんゆんを、大きな木の陰かげに引っ張り込む。

　そこからそっと顔を出して二人の様子を覗のぞき見る。

　こっちには気づいてないようで、テイラーは新人の前に立ちモンスターの相手をしながら、何やら熱心に語っているようだ。

　女は事前に聞いた情報通りの外見で、長い黒髪で胸も尻しりもボリューム満点だ。

　新人冒険者という話だったからもう少し若い女を想像していたが、テイラーと同い年ぐらいに見える。

　敵はゴブリン一体なので俺達が加勢する必要はないな。もう少し寄ってみるか。

　そろそろと木々の間を抜ぬけて間合いを詰つめる。

「ここなら声も聞こえるか」

「愛の告白とかしていたらどうします!?」

　妄もう想そうで興奮してバンバン背中を叩たたくな。あいつらに聞こえたらどうすんだ。

　見ている感じだと真しん剣けんにモンスターの倒たおし方をアドバイスしているようだが。

「クルセイダーのように防ぼう御ぎよ力りよくが高ければこうやって敵を引き付けるのが役割だが、お前はダストと同じく戦士だ。素す早ばやさを生かして敵の攻こう撃げきを躱かわす事を念頭に置くように」

「はい、分かりましたテイラー師し匠しよう！」

　おいおい、師匠なんて呼ばれているのかよ。

　テイラーは偉えらそうに頷うなずいているが、あれはまんざらでもない顔だ。

「あれ？　真面目まじめに戦っているだけですね」

「堅かた物ぶつのテイラーだからな、色いろ恋こいなんて無む縁えんだってえの。俺は信じていたぜ、真面目にやっているってな」

「……殺すって言ってませんでした？」

「ボッチをこじらせて都合のいい幻げん聴ちようでも聞こえるようになったんじゃねえか？」

「こ、この人は……」

　何か言いたげなゆんゆんを無視して観察を続けているが、モンスターの倒し方や冒ぼう険けん者しやとしての心得を語るだけで面おも白しろ味みもない展開だ。

　隣となりで熱い視線を飛ばしていたゆんゆんも期待外れだったようで、興味が薄うすれてきているのが手に取るように分かる。

「よく頑がん張ばったな。少し休きゆう憩けいしようか」

「はい！」

　テイラーに従順な新人が背負い袋ぶくろからシートを取り出して地面に敷しくと、その上に並んで座る。

　二人仲良くお茶を楽しんでいるようだが、ここだけ見るなら仲のいい友人だな。

「もうそろそろ俺の指導もいらないだろう。同レベルの仲間を見つけた方がいい」

「えっ、はい……そうですよね。これ以上はテイラーさんのお邪魔になりますし」

「そ、そういうわけではないのだが」

　悲しそうにうつむく新人に対して、慌あわてて言葉を繕つくろうテイラー。

　ここまで漂ただよってきそうな甘あま酸ずっぱい空気に……イラッとする。

「やっぱり、脈ありですよね！　あの寂さびしそうな横顔を見てください！　……な、なんで急に服を脱ぬぎ始めているんですか!?」

「裸はだかで飛び出して、あの虫むし唾ずが走る甘ったるい空気をぶっ飛ばしてやろうかと思ってな！」

「やめてください！　仲間の恋れん愛あいを素直に応おう援えんしてあげましょうよ！」

「断る！　他人の幸せほどイラつくものはねえ！　特に女関係は！」

「さ、最低です！　二人の恋路の邪魔はさせませんよ。どうしてもというのなら、私を倒していってください！」

　ゆんゆんが俺の前に立ちはだかると、いつでも魔ま法ほうを放てるように構えた。

　他人ひと事ごとだというのにこいつはすぐに感情移入しやがる。この性格はうまく利用すれば扱あつかいやすいが、こういう場面だと手に余る厄やつ介かいなヤツだ。

「はっ、残念だったな。お前は既すでに俺の術中にはまってんだよ」

「そんなハッタリに引っ掛かりませんよ。今回ばかりは私も本気ですからね！」

「甘いな。こんな大声で叫さけんでいて、あいつらに聞こえないとでも思っているのか？」

「あっ！」

　今いま更さら慌あわてて口を手で塞ふさいでも遅おそい。

　これだけ大声を張り上げて会話していたら嫌いやでも気づくに決まっている。

　振ふり返るゆんゆんが邪魔で後ろが見えないので、体を横にずらしてテイラー達の様子を窺うかがう。

　すると、そこには誰だれもいなかった。

「ゆんゆんの相手をしている間に場所を移しやがったな！　くそっ、どこ行きやがった」

「あっ、待ってください！　邪魔はさせませんよー！」

　必死についてくるゆんゆんを振り払はらおうと全力で駆かけながら、周辺を調べまわったがどこにも二人の姿はない。

　これはもうアクセルの街に戻もどったと考えるべきか？

「くそっ、こうなったら当初の作戦通り、あの女に直接テイラーの悪口を吹ふき込んでやるぜ！」

　遠くの方からこっちに駆けてくるゆんゆんがいるが、見なかった事にしてアクセルの街に戻るとしよう。
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　アクセルの街に着くと真っ先に冒険者ギルドの中を覗のぞいたが、テイラーも新人もいない。

　キースは机に突つっ伏ぷしたまま身動き一つせず、その対面にはリーンが座っている。同じ席にテイラーがいないって事は、あいつらはまだギルドには帰って来てないと。

　さーて、どうすっか。二人で食事にでも行ったと仮定するなら大通りを通ったはず。なら、オッサンに聞いてみるか。

「お、置いていかないでくださいよー」

　ゆんゆんが息も絶え絶えで俺の肩かたを摑つかむ。

　追いつきやがったか。

「しゃあねえな、今から雑貨屋に行くぞ」

　逃にげ切るのも面めん倒どうなので一いつ緒しよに連れていった方がマシだな。







「という事でテイラー見かけなかったか？」

「今日はここを通ってないな。お嬢じようちゃん、まだこれに付き合っているのかい。こいつは生きつ粋すいのクズだから縁を切った方がいい」

「そうですよね……」

　真しん剣けんに悩なやむなよ。

　大通りに店を構える雑貨屋に立ち寄り、テイラーを見てないか質問してみたが心当たりはないらしい。

「おいおい、ちゃんと仕事しねえで奥でさぼってたんじゃねえのか？」

「だとしても、俺の店だ。お前にとやかく言われる筋合いはねえな。しかし、その相手の女ってのは長い黒くろ髪かみの美人なんだよな？」

「おう。胸も尻もでけえ、いい女だったぜ。なんか心当たりでもあんのか？」

「数日前に貴金属や装備品を売りに来た、見覚えのない客がいてな。偶ぐう然ぜんだとは思うが、特とく徴ちように当てはまるんだよなあ」

　オッサンが首をかしげながら妙みような事を口にした。

「その話、詳くわしく教えてくれや」

「四日ぐらい前だったか。結構、値の張る指輪や装そう飾しよく品ひんとサイズがばらばらな男物の鎧よろいや剣を持ち込んだ客がいたんだよ。単品で売りに来るのは珍めずらしくないんだが、まとまりのない品をこんなに持ち込んできたのは初めてでな。ここらで見た事のない美人だったから印象に残っていたんだが」

　……売りに来た？

　武器防具の新品を買えずに、ここで中古の品を買う冒険者は結構いる。新人冒険者が金もなく中古の武器防具を購こう入にゆうしたなら納なつ得とくもいく。

　でも、そいつは売りに来た。胡う散さん臭くさくなってきやがったぞ。

「そん時、なんか怪あやしいところはなかったか？」

「俺も盗とう品ひんを摑つかまされたくはねえからな。身元を確かく認にんするものの提示を求めたら、冒険者カードを出してきたんだよ。怪しいところはなかったから買い取ったんだが」

「どういう事だ……。もしかして、身分を保証する物が欲しかったから冒険者になったのか……」

「え、えっと、おかしな話になってません？」

　ゆんゆんも新人の怪しさに気づいたか。

「おい、どうした。珍しく真面目に考え込むような顔しやがって。新しい詐さ欺ぎの方法でも考えついたのか？」

「なんでだよ！　おっと、むさ苦しいオッサンとこれ以上じゃれている暇ひまはねえんだよ。あばよ」

「お、おい。勝手なヤツだな……」

「すみません、お邪じや魔ましました！　だから待ってくださいよー」

　ゆんゆんが背後から何か言っているがそれを無視して通りを進んでいく。

　これはもう少し調べてみる価値がありそうだ。

　テイラーの心配は微み塵じんもしてないが、もしあの女が犯罪者なら捕つかまえて警察に突つき出せば、いくらかの報ほう奨しよう金きんがもらえるかもしれん。

　貴金属や装備品をどこから手に入れたのかは不明だが、売って金ができたら行く場所なんて決まっている。

　博ばく打ちか酒か女……。いや、相手は女だから女遊びするわけがないな。となると買い物が妥だ当とうなところか。

　まずは行きつけの賭と場ばへ行ってみるか。
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　久しぶりに賭場に顔を出すと、入り口で厳いかつい顔した見張りに止められた。

「おい、この文字が読めねえのか」

　無む駄だにでかい指が差す方を見ると、一枚の紙が貼はってあった。そこには──。

『迷めい惑わく行こう為いをする金のない客お断り。特にダストは禁止』

　と書いてある。

「今度は何をやらかしたんですか？」

「なんもしてねえよ。どういう事だ、俺はここにどれだけ金落としてると思ってんだ。上客だろうが！」

「確かに、お前さんは博打が弱いから負けっぱなしだ。だがな、金がなくなったら勝っている客にたかるのやめろや！　あとディーラーが女の時にナンパすんな！」

「儲もうかっているヤツが奢おごれば金は公平に潤じゆん滑かつに巡めぐるんだぞ。それが経済ってもんだ！　それに美人はとりあえずナンパするのが礼れい儀ぎだろうが！」

「前に一度だけ偶然勝った時にお前は独り占じめして、とっとと出ていったよな？　あとうちのディーラーから『あの気持ち悪く絡からんでくるチンピラどうにかして』って苦情があったぞ」

　なんて店だ。二度と利用してやらねえ！

　あのディーラー、賭かけの最中は甘えた声で「ダストさんなら勝てるわ」とか言って大金賭けさせたくせによ。

「それにだ、今は賭場荒あらしの対応で忙いそがしいんだよ。お前にかまっている暇はねえ」

「なんだそれ？」

「アクセルの街中の賭場で荒あら稼かせぎしている女がいてな、うちもやられたんだよ。賭けに負けて大金や装備品を巻き上げられた客も少なくねえ」

「……その女の事、詳しく教えてくれ」

「なんでお前に……。まあいいか。話してやるから、もし見つけたら教えてくれ。やたらと博打の強い女がいてな。負け知らずで何かイカサマでもしてそうなんだが、手口が分からねえんだよ。ただ、あの手つきは素人しろうとじゃねえ。同業者じゃないかと疑ってんだが」

　女の手口や、もう少し詳しい話を聞いてから賭場を後にする。

　それからいくつもの賭場に顔を出して、同じようなやり取りをしながら情報を集めた。ついでに知り合いの冒ぼう険けん者しやからも聞き出す。

「あー、友達の友達が身ぐるみ剝はがれたそうだぜ。なけなしの貯金も全部貢みついじまったんだとよ。口が達者なのに加えて女の武器を使ってきやがる、思い出しただけで腸はらわたが煮にえくり返るぜ。……友達の友達ってお前の事じゃないかって？　ば、馬ば鹿か言うなよ！　そ、そんなわけねえだろ、ぐははははは……はぁ……」

「あの女か……。向こうから迫せまってきたくせに別の男にも声掛かけてやがってよ。そこを追求したら『私と勝負して勝った方とお付き合いするわ。もし私が負けたら、お詫わびとして私を好きにしていいわよ』とか言われたら、こんなおいしい話に乗らねえ男はいないだろ！　なあ、分かるよな！　男だったら勝負するよな！」

「涙なみだながらに妹が病で苦しんでいるって言われたら、カンパぐらいするだろ？　ま、まあ、これをきっかけにいい関係になれないかって下心は、ほんのちょっとあったけどよ……」

　騙だまされた間ま抜ぬけ野や郎ろうどもの情報を統合した結果、噂うわさの賭場荒らしの正体が判明した。テイラーを師匠と呼んでいた、あの新人冒険者で間ま違ちがいないようだ。

　どうやらテイラー以外にも親しくしている冒険者が複数いて、金や貴金属を貢がされているそうだ。それも相手によって手口を変えているってのが、質たちが悪い。

　あのはちきれんばかりの体と色気で誘ゆう惑わくされたのもいれば、家族に不幸があったと情に訴うつたえかけられたヤツもいる。

　引っ掛かかったヤツが間抜けなのは確かだが、詐欺まがいの事もやっているようだ。

　そうやって稼いだ金で高価な服や宝石を買い漁あさっていた。

「あの新人、とんでもねえ悪女じゃねえか」

「噓うそですよね……。だって、あんなに素す直なおそうな人だったのに」

「女ってのは見た目で判断できねえからな。飲み屋の姉ちゃんなんて、貢がせるだけ貢がせて金がなくなったらポイだぞ。しっかし、予想外な展開になっちまった。さーて、どうすっか」

　軽い気持ちで邪魔をする気だったんだが、まさか女の方に問題があるとはな。

　テイラーに新人の秘密を明かせばそれで話が終わるが……。

「どうするんですか？　テイラーさんに教えてあげた方がよくないですか。他ほかの人と同じようにお金取られているかもしれませんよ」

「教えてどうすんだよ。こういうのは騙されるのが悪いんだろ。テイラーが金を巻き上げられていたとしても自じ業ごう自じ得とくだぜ」

「そんな……。仲間なのに……」

「でもまあ、あれだ。調子に乗っているヤツの高くなった鼻っ柱を叩たたき折るのは楽しそうだと思わねえか？」

　決してテイラーのためじゃないが、バカな連中から金を巻き上げてご満まん悦えつな女を逆に騙すってのは悪くない。

　悪党を騙すなら容よう赦しやは必要ないしな。
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「そこのお嬢さん、そう、そこの黒髪の美しい、むしゃぶりつきたくなるようなボディーのあんたじゃよ」

「何、私の事？」

　気け怠だるそうに返事をした女は例の新人冒険者だ。

　テイラーといた時とは別人のようなそっけない態度。

「そうじゃよ。あんたは幸運に恵めぐまれているようなのでな。気になって声を掛けたのじゃよ」

　老人のような話し方をしているのには理由があった。

　今、俺は白い付け髭ひげをして丸眼鏡を掛けている。

　そして女が頻ひん繁ぱんに通っている服屋に続く道の脇わきで、占うらない師の恰かつ好こうをして待ち構えていた。

「ふーん、幸運ね。あながち間違いじゃないわ、見る目があるじゃない。いいわ、お金はあるし占ってちょうだい」

「ありがとうございます。ささっ、座ってくださいな」

　白い布をかぶせた机を挟はさんで女が座る。

　近くで見るとむしゃぶりつきたくなるような色気のある女だ。

　テイラーといた時は無む邪じや気きで明るいイメージのある素直な新人だったんだが、女ってのは怖こええな。

「では、この水すい晶しよう玉だまを見つめてください。そうする事で私にはあなたの過去や未来が見えますので。むむむっ、見えてきましたぞ！　あなたは冒険者のようですね」

「この恰好見たら誰だれでも分かるわよね」

　確かに。革かわ鎧よろいに剣けんを携けい帯たいしていて冒険者じゃなければ、ただの危ないヤツか武器マニアだ。

　摑みの反応はいまいちだが、占いの実力を見せるのはこれから。

「今朝、昨日の晩に化け粧しようを落とさずに寝ねたのを思い出し、慌てて化粧を落とした後に朝あさ風呂ぶろに入りましたな。体の洗い方は足先から徐じよ々じよに上へと。胸は特に念入りに洗う……マジか。旦だん那な、そこをもっと詳くわしく教えてくれよっ」

「えっ!?　なんで知っているの!?」

「ふぉっ、ふぉっ、ふぉっ。優ゆう秀しゆうな占い師だからのお。なんでも見えておるぞ。今はいている下着の色は……いいからけちけちせずに教えてくれよ。いいじゃねえか、旦那には見えてんだろ？」

「ねえ、さっきからちょくちょく、うつむいて何か言ってない？　誰かいるの？」

　女が疑いの視線を向けている。

　もうちょい自然にやらないとバレそうだ。気を付けないとな。

「何を仰おつしやっているのかのう。机の下に誰も潜ひそんではおらぬよ。そんな事より、占いの続きであるが。このままだとお主に特大の不幸が訪おとずれる」

「不幸？　はっ、冗じよう談だんでしょ。ちょろいカモばっかりで、この街に来てからウハウハよ。毎日豪ごう遊ゆうさせてもらっているわ」

　欲望に歪ゆがんだ笑え顔がおのせいで、せっかくの美人が台無しだ。

　やっぱり、テイラーに見せていた顔は偽物でこっちが本ほん性しようか。

「運というのは巡り巡るものなのじゃよ。膨ぼう大だいな幸運を手に入れた者には必ずいつか反動が来る。それが……人を騙し、不幸に陥おとしいれ、手にしたものであれば余計にな」

「まるで見てきたかのような言い回しね……」

　すっと表情が消えると冷めた視線を飛ばしてくる。

「はっ、分かったわ。あんた、私にギャンブルで負けて巻き上げられたか、貢いだバカな男の仲間でしょ。残念でした、そんなんで動どう揺ようするほどうぶじゃないのよ。私を騙そうなんて百年早いわ。転生でもして出直すのね」

　そう言って踵きびすを返し立ち去ろうとした女の背中に声を掛ける。

「大地が鳴動する時、お主に災わざわいが降ってくる。それはお主だけが感じる不幸の兆きざし。ゆめゆめ忘れるでないぞ」

「はいはい。次はもうちょっとマシな噓を吐つくのね」

　背を向けたまま手を振ふる女が、路地裏に消えていく。

　やっぱ、普ふ通つうは信じないよな。でも少しは気になっているはずだ。

　占い師の変装を脱ぬぎ捨て、大きく伸のびをする。

　テイラーにはまだ仕込み段階で実害はないようだが、このままでは近い内に餌え食じきとなった連中に仲間入りするのは確実だろうな。

「旦那、助かったぜ」

　机にかかっていた白い布を外し、机の下で膝ひざを抱かかえて座っていたバニルの旦那に礼を言う。

　さっきの占いは全すべて旦那の見通す目の力だ。その結果を俺に伝えて話していただけに過ぎない。

　バニルの旦那は机の下から出ると立ち上がり、ニヤリと笑う。

「フハハハハハ！　悪わる巧だくみだけは巧こう妙みようなチンピラよ、気にするでない。こういういたずらは我わが輩はいが好むところだ！　人を騙す事で、悪感情を手に入れる絶好の機会でもある。あの件も忘れておらぬだろうな？」

「もちのろんだぜ。さーて、本番はここからだ」







「不幸だって、バカらしい。あんな輩やからが湧わいてくるなんて派手にやりすぎたかしら。そろそろ、この街からおさらばして戻もどろうかな」

　あの女の跡あとをつけているが、反省の色も見せず悪態を吐いていた。
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　ただ、口ではああ言っているが占いの内容が気にはなっているようで、物音がすると慌あわてて振り返り、足元や周囲をやたらと気にしているように見える。

「だいたい、大地が鳴動する時って何よ。ここには火山も何もないで……えっ!?」

　女の言葉を否定するようなタイミングで爆ばく音おんが響ひびき、地面が大きく揺ゆれる。

「な、なんなの!?　地じ震しんっ！」

　女は慌てて大地に座り込んでいるが、周りの連中は一いつ切さい気にせずに歩いている。

「えっ、噓っ……？　なんで、みんな平然としているの？　今の揺れも音も聞こえていないみたい……。もしかして、私しか今の揺れを感じていないの？」

　そこで占いの内容を思い出したようで、顔から血の気が引いている。

　怯おびえた顔で辺りを懸けん命めいに見回しているな。

　俺がすっと手を上げると、女の頭上から大量の液体が落ちてきてずぶ濡ぬれになった。

「つ、冷た……何これ!?　にゅるにゅるするんだけど！　服の中に入って気持ち悪い！　ちょっ、ちょっと変なところに入り込んでっ!?」

　アクシズ教徒から大量にもらったけど使い道がないと、以前ゆんゆんから押し付けられた、ところてんスライムをぶっかけたのだが……なんか卑ひ猥わいだな。

　女が慌てて見上げるがそこには雲一つない晴天が広がっている。

　雨の気配すらない状じよう況きように怯えた女は、濡れた体を抱だきしめ身み震ぶるいしていた。

「ど、どういう事……。あの占い噓じゃなかったの？」

　青ざめた顔で怯え切った女が足早に駆かけていく。

　順調、順調。

「うまくいったかー？」

　近くの建物の屋上から顔を出したのはキースだ。

　さっきまでところてんスライムが入っていたバケツを手に持っている。

「おう、タイミングバッチリだったぜ」

「名物の爆ばく裂れつ魔ま法ほうが合図だから、分かりやすかったな」

　あの轟ごう音おんと震しん動どうは頭のおかしい爆裂娘むすめが毎日の日課でぶっ放している、アレだ。

　アクセルの街の住民は慣れているので今いま更さら誰も驚おどろかない。カズマ一行は昨日までどこかに行っていたらしく最近は静かだったが。

　あの女はここに来てまだ日が浅い。アクセル名物を知らなくて当然だ。これで思おも惑わく通りに動いてくれるといいが。……念を入れておくか。

　女が去っていった方を見つめながら、俺は駆けていく。

　大通りで対象の背中を発見して距きよ離りを詰つめていくが、女は俺の存在に気づいていない。

　平然と歩いているように見えるが、頭だけはせわしなく動いていた。どうやら辺りを警けい戒かいしているようだ。

「さーて、次の仕込みポイントは」

　予あらかじめ女が立ち入りそうな場所は押さえている。その何か所かに俺は手を回していた。

　行きつけの高級レストランに入っていくな。よーし、予定通り。

　俺は裏口から店に入ると、厨ちゆう房ぼうで働いていた料理人と店員に目配せをする。

　するとヤツらはニヤリと歪ゆがんだ笑みを浮うかべた。料理人と店員の恰かつ好こうをしているのは、実はあいつに金を巻き上げられた冒ぼう険けん者しや連中だ。

　ここの店長は元冒険者でサキュバス店の年間半額パスを渡わたしたら、快く店を貸してくれた。

「野や郎ろうども、復ふく讐しゆうのチャンス到とう来らいだ。準備は万ばん端たんだろうな！」

「任せておけ。男のお手製料理を思う存分味わってもらおうじゃねえか」

　自信満々の料理人役が盛りつけた料理を変装した接客係のキースが運んでいく。

　今回の嫌いやがらせにはキースが全面協力を申し出てくれた。「テイラーのためにひと肌はだ脱ぬいでやるか」と言っていたが、実際は暇ひまを持て余していただけだろう。

　どういう展開になるのか興味津しん々しんだったので、厨房からこそっと店内を覗のぞき込む。

「お待たせしました。シェフの気まぐれメニューです」

「ふふ、今日はどんな料理を食べさせて……何これ？」

　女がしかめっ面つらで指差す料理はただ焼いた肉に半はん透とう明めいの液体がかけられた物だった。

「はい、シェフが気まぐれでソース!?　をぶっかけました」

「えっ、気まぐれってそういう意味なの!?　えっと、このソース何でできてるの？」

「さあ……気まぐれで作られたので、素材は分かりませんね。たぶん、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「たぶんって、あんた……。ま、まあいいわ。腕うでは確かだから見た目に反して美味おいしいのかも」

　無理やり自分を納なつ得とくさせたようで、接客係を下がらせる。

　キースは一礼すると同じ料理を別のテーブル席にいた客に持っていく。

　女は別の客が怪あやしげな料理に口をつけたのを確かく認にんして、ほっと安どの息を吐つくと料理を口にする。

「んぐっ!?　何このドロッとした液体のねちゃねちゃ感は！　肉も焼きすぎで硬かたいし、苦みと臭くさみが酷ひどいわ！　ちょっと──」

　手にしたフォークを机に叩たたきつけて立ち上がろうとしたところで、大声が店内に響ひびく。

「くううううっ、この新作メニュー最高だな。臭みやえぐみを残しながらも、この新ソースによってすべてを包み込み中和どころか、一体化に成功している！　……おえっ」

「これは舌が肥えている美食家じゃなければ気づかない繊せん細さいな味付けだ！　文句を言う輩は貧びん乏ぼう舌で味覚がバカだと証明しているようなものだ！　……うぷっ」

　他ほかの客が絶賛しているのを聞いて、立ち上がっていた女が黙だまって座る。

　叫さけんだ後に口元を押さえているのが若じやつ干かん気になるが、芝しば居いとしては悪くないな。

　喜んで食べる他の客を観察しながら、女も料理を口にするが我が慢まんして食べているのが見え見えだ。口に運ぶたびに眉まゆ根ねのしわが深くなっていく。

「ところで、あれどうやって作ったんだ」

　料理人役の冒険者に質問すると、腕を組んで自じ慢まんげに笑った。

「モンスター肉を血ち抜ぬきもしないで適当に焼いて、ソースはお前が持ち込んだところてんスライムに砂糖を大量にぶち込んだだけだ」

　ようは硬くて臭みたっぷりの肉に甘ったるくてドロッとした液体がかかった代しろ物ものか。そりゃ、あんな顔にもなるか。

　それでもプライドがあるのか、なんとか食べきった女は青ざめた顔で「ご、ごちそうさま……」とだけ言って出て行った。

　すると、客役をしていた冒険者たちが一いつ斉せいに立ち上がると駆け足でトイレに突つっ込んでいく。

「おうえええええええっ！　不味まずいにもほどがあんだろ、殺す気か！」

「なんで俺達にも同じもの食わせるんだよ！　味付けだけ変えろよ！　てか、お前も食え！」

「そんなクソ不味いもんが食えるか！」

「ざっけんなよ、コラー！」

　客役と料理人役が殴なぐり合いの喧けん嘩かを始めたのを無視して、俺とキースは店を出た。

　それからは通常料金の数倍の値段を吹ふっ掛かけたり、調味料の中身を入れ替かえたりして嫌がらせを継けい続ぞくしていると、疲つかれ切った女は高級ホテルへと戻もどっていく。

「俺がちょくちょく利用している宿屋とは格が違ちがうな。人から巻き上げた金でリッチな生活してやがるぜ」

「たまに馬小屋とか、酔よっぱらって道みち端ばたで寝ねてますもんね」

　俺の隣となりで宿屋を見上げているのはキースではなくロリサキュバスだ。

　ここからはこいつの方が役に立つからな。

「今回は特別ですからね。バニル様のお役に立てると聞いたから手伝うんですよ。勘かん違ちがいしないでください」

「おう、分かってんよ。上手うまくいったら旦だん那なが喜んで、頭撫なでてくれるんじゃねえか」

「本当ですか！　うへへへ。いっぱい撫でてもらえるかなー」

　緩ゆるみ切った顔してやがんな。

「なあ、お前さんは『女性は頭を撫でられるのが好きっていうのは、童どう貞ていの幻げん想そうですよ？』とか言っていたくせに、この反応は矛む盾じゆんしてねえか？」

「別におかしくないですよ。憧あこがれの人が相手なら嬉うれしいに決まっているじゃないですか。ダストさんに触さわられたらセクハラで訴うつたえますけどバニル様なら別ですよ。むしろ、大事なところも撫でまくって欲しいです！」

「こ、こいつ………」

「あっ、いい事を思いつきました！」

　何を閃ひらめいたのかは知らないが、手を打ち鳴らして何度も頷いている。

「露ろ骨こつな対応の違いに言いたい事は山ほどあるが、今日は手伝ってもらう恩があるから我慢してやんよ。準備は万端なんだろうな？」

「お任せください。夢の内容も完かん璧ぺきです！」

　こいつを呼んだのは、あの女に悪夢を見せるためだ。

　今日はやなことばっかだったからな、早々に寝ようとするはずだ。そこで最高の悪夢をプレゼントしてやる。
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　次の日。

　前と同じ場所で占うらない師の変装をして座っていると影かげが差した。誰だれかが前に座ったようだ。

　視線を上げるとやつれた顔をした、新人冒険者の女が座っていた。

「おや、お疲れのようじゃのう。昨日はお楽しみだったのかい？」

「はっ、酷い一日だったわ。ぬるぬるした何かを頭から被かぶるし、買い物したらぼったくられて、早めに寝たらくすんだ金きん髪ぱつのエロい男の群れに追い掛け回される酷い悪夢を見るし……今思い出しても寒気がするわ」

「それはそれは……」

　夢の効果はてきめんだったか。

　ただ……夢の内容が若干気になるから、後でロリサキュバスを問いただそう。

　額に手を当てて「はぁぁぁ」と大きなため息を吐いた新人冒険者をよく見ると、目の下に隈くまがある。

「ところでお嬢じようさんや、今日は何の用かのう」

「癪しやくだけど、あんたの占い信じてみる気になったのよ。ここまで嫌がらせみたいな目に遭あうとね」

　よーし、乗ってきやがった。面おも白しろいぐらい思おも惑わく通りに事が運んでいる。

　ここからが正念場だ。

「そうかい、そうかい。では、何を占って欲しいのかのう。今日の下着の色かい？　特別におっぱい占いも始めたのじゃが、試ためしてみんかのう」

「手つきと目つきが怪あやしいからそれは遠えん慮りよしておくわ。普ふ通つうに占ってくれるかしら、幸運になる方法を」

「ふむ、幸運かい。ふううう、はあああ、といやああああ！」

　水すい晶しよう玉だまに手をかざして、怪しげな動きをしながら奇き声せいを発してみる。

　新人女がびくりと体を揺ゆらして驚おどろいているが、昨日と違ちがって目が真しん剣けんだ。

「おー、出たぞ。この先の魔ま道どう具ぐ店にて販はん売ばいしておる、オススメの商品がラッキーアイテムのようじゃ」

「魔道具店？」

「うむ。そこには幸さちの薄うすそうな美人の店主と、仮面を被かぶった店員がおる。仮面の店員がすすめる商品が幸運の鍵かぎじゃ！」

「か、仮面を被った店員？　胡う散さん臭くさいけど試してみる価値はありそうね。ありがとう、これお代」

　思ったよりも多くの代金を渡されたが黙って受け取る。

　占い師って冒険者やるより儲もうかるんじゃねえか？

「うまく誘ゆう導どうしたではないか」

　昨日と同じく机の下から現れたのはバニルの旦那だ。

　旦那に占いの手伝いをしてもらう条件として切り出したのが、店の商品をあの女に売りつける、だった。

「これで旦那のところの在庫が捌さばけるぜ。あの女結構金持っているみたいだから、がっつり稼かせがせてもらったらいいんじゃねえか」

「そうだな、このままでは今月も無能店主のおかげで大赤字は確定となっておる。こうしてはおれぬ。我わが輩はいは急いで戻るとしよう、協力感謝する」

「旦那と俺の仲じゃないっすか。いつでも協力しますぜ」

　机の下から飛び出し駆かけ出していく旦那が、一いつ瞬しゆんにして小さな米こめ粒つぶのようになる。その背に向けて大きく手を振ふっておく。

　これで旦那に媚こびを売れたから、あとはあの女がどうなるか見物するとするか。

　占いの小道具一式を袋ふくろに放ほうり込むと、それを持って旦那の後を追った。

　かなりの速度で走っている旦那に追いつけるわけもなく、俺が魔道具店に到とう着ちやくした時には既すでに旦那はエプロン姿で接客をしていた。

「ようこそ、人間基準では美人らしき娘むすめよ！」

「あ、えと、褒ほめられているのかしら？」

　窓からそっと覗のぞいているが、店主であるウィズの姿がない。

　いつものように床ゆかに転がってもいないので、どこかに出かけているのだろうか。

　そんな事を思っていると、どこからか微かすかに香こうばしい匂においが漂ただよってきた。

「店の庭の方か？」

　気になったので匂いの元を追って壁かべ沿いを移動すると、店の脇わきに黒くろ焦こげのウィズが放置されていた。

　ああ、邪じや魔まだから外に放り出されたのか。また余計な買い物でもしてお仕置きされたんだろうな。

　自じ業ごう自じ得とくだろうが軽く手を合わせておく。

「オススメの商品って、こ、これなの？」

　店内から女の戸と惑まどう声がしたので、慌あわてて窓まど際ぎわに戻り覗きを続行する。

　旦那はここぞとばかりに売れ残りの商品を押し付けているな。

　顔が妙みようにリアルな人形を手にしている。貴族が着ていそうなドレスを着た子供の姿をした人形か。

「これは運気が上がるとご近所の奥様の一部で噂うわさの人形だ。髪かみが自動的に伸のびるので好きな髪形で遊べる仕様になっている。たまに置いた場所から勝手に移動している事もあるが些さ細さいな事なので気にする必要はない」

「気にするわよ!?　それって呪のろいの人形なんじゃ……」

「何を言うか、言いがかりはよしてもらおう。他にも優すぐれた能力が満まん載さいである。その一つが起きたい時間を人形に伝えると、希望の時間に起こしてくれるというものだ。試しにやってみようではないか」

　旦那はその人形の耳元で何かを囁ささやいている。

　そして、机の上に置いて腕うでを組む。

　女も俺も釣つられるように人形を凝ぎよう視ししていると、俯うつむいていた人形が顔を上げ、噤つぐんでいた口を大きく開いた。

「クーケケケケケケケケケケッ！」

　気持ちの悪い笑い声が人形の口から大音量で溢あふれ出る。

「怖っ！　何よこれ!?」

「フハハハハハハハ！　どんな寝ね坊ぼ助すけでも一発で起きる目覚まし機能だ。どうだ素す晴ばらしいであろう！　ちなみに放置していると、懐ふところに忍しのばせた短たん剣けんを取り出して襲おそい掛かってくるという、お茶ちや目めなオマケ機能も完備しておる！」

「それって目覚める前に永えい眠みんしない!?　そんな説明どうでもいいから、これどうやって止めるの!?」

　今も笑い続けている人形を指さして、女が笑い声に負けない大声で怒ど鳴なる。

　外で声を聞いているだけでも頭がおかしくなりそうなのだから、中にいるヤツはとんでもない苦痛だろうな。

　……旦那は意にも介かいしていないようだけど。

「ふむ、止める方法か。全力で口を塞ふさぐと止まる仕様になっている」

「早く言いなさいよ。……ねえ、この人形暴れるんだけど！　ちょっと、危ない見た目になってない!?」

　必死の形相で暴れる人形を押さえつけている姿は、遠目で見たら小さい子を誘ゆう拐かいしようとしている犯罪者に見える。

「目覚めに適度な運動をする事で寝起きもすっきりであろう？」

「あ、うん、もういいわ……。他ほかにオススメのアイテムはないの？」

「不満であったか。売れ筋商品である深夜に笑うバニル人形はどうだ？　他にはモンスター除よけの効果がある宝石が付いたネックレスが、あるにはあるのだが」

　旦だん那なが奥の棚たなから取り出したのは、デザインも悪くないネックレスだった。

「さっきのといい、その笑う人形推しはなんなの？　ネックレスもあるのね、そういうのでいいのよ。見た目も悪くないわ。モンスターを除ける効果ってどれぐらい？」

「ゴブリン程度のモンスターであれば寄り付かぬ代しろ物ものではある」

「あら、いいじゃない」

　確かにそれだけなら悪くないどころか、行商人や乗合馬車の御ぎよ者しや相手にめっちゃ売れるだろうな。だけど、この魔道具店に置いているアイテムは一ひと筋すじ縄なわではいかない。

「欠点は宝石から甘い香かおりがするのだが、その匂いにモンスターが引き寄せられるぐらいなので気にする必要はない」

「ねえ、それってモンスター除けの効果打ち消されない？　致ち命めい的な欠けつ陥かんよね……」

　女は乗り気ではなかったようだが結局ろくなものがなかったので、さっきのネックレスと他にもいくつか購こう入にゆうした。

「はぁ、お金なくなっちゃった。この街も潮時かしら。エルロードに戻もどろうかな」

　値の張る品が多かったので、最近豪ごう遊ゆうしていた女は現金をほとんど失ったようだ。

　魔道具店を出た女は空を見上げながら愚ぐ痴ちをこぼしている。

「エルロードってギャンブルの街だよな。懲こりないね、この女は」

　この街を離はなれるならもう用はないが念のため夜中に忍び込んで、枕まくら元もとに目覚まし人形をセットしておいてやるか。
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　あれから三日が過ぎ、あの女から手に入れた占いの代金もなくなったからギルドに行ってみると、リーンとキースそれに……テイラーが席にいた。

　どうやら解放されたみたいだな。どんな別れ方をしたのかは知らないが、ちょっとからかってやるか。

「うぃーっす。おっ、テイラー師し匠しよう、久しぶりじゃねえか」

「気持ち悪い呼び方をするな」

「最近、女といちゃこらしてたらしいじゃねえか。俺にも紹しよう介かいしてくれよ」

　軽いノリで切り出すと、リーンとキースが口元に指を当てて「しーっ！」と言っている。

　なんだこいつら。この反応……は、はーん。さては振られて別れたみたいな流れか。

「おっ、なんだ、こっぴどく振られたのか？」

「そもそも付き合ってもいない。冒ぼう険けん者しやとしての心得を教えていただけだ」

「それはご苦労様なこって。で、その女は今どうしてんだ？」

「故郷に帰ったぞ。母親が急な病気にかかったらしくてな。冒険者稼か業ぎようは断念して母親の面めん倒どうを見るそうだ」

　そういう理由にしたのか。最後まで純じゆん粋すいな女冒険者の振りを貫つらぬくのは大したもんだ。騙だまされた方もそれを知らなければ、ただのいい思い出だからな。

　アクセルの街にもういないなら、これ以上はどうでもいいか。

　次の日確かく認にんしたら悪夢と人形目覚ましで二日睡すい眠みん不足だった女は、心底疲つかれ切った顔をしていたからな。この街に嫌いや気けが差したんだろう。

「なんせ急な話でな。冒険者の装備を整えて金がないらしく、治ち療りよう費もかかるという話だったのでとりあえず、持ち合わせていた金をすべて渡わたしておいた。少しでも足しになるとよいのだが」

「…………」

　あのクソアマ！　最後の最後にやらかしてくれやがった……。テイラーもあっさり騙されるなよ。

「そういうわけですまんが金がない。今からクエストを受けたいのだが付き合ってくれるか？」

「万年金欠だからな、別に構わねえぜ」

　俺がそう言うとキースとリーンが頷うなずく。

　こいつら俺が金のない時は無視するのに、テイラーが金欠だと動くのかよ。

　……と文句の一つも言いたかったが、今日ばかりはお人ひと好よしのリーダーに優やさしくしてやるか。
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「可愛かわいい妹をどこの馬の骨とも分からない男にはやらん！　めぐみんの爆ばく裂れつ魔ま法ほうで城ごと吹ふき飛ばすか？　いや、待てよ。アクアを騙してアクシズ教徒をけしかけるのもありだな。どんな手を使っても絶対に阻そ止ししてやる……」

　酒場で一人、悪わる酔よいしていたカズマが物ぶつ騒そうな事を呟つぶやいている。

　俺もかなり酔っぱらっているので半分以上聞き逃のがしたが、腹を立てているのは分かった。

「うぃー。カズマ一人で寂さびしそうじゃねえか。よーし、マブダチの俺が一いつ緒しよに飲んでやろう！　遠えん慮りよはいらねえぜ。酒、じゃんじゃん持ってきてくれ！　今日は特別にダチの奢おごりだ！」

「いつもの間ま違ちがいだろ！　うざ絡がらみすんな、酔っ払ぱらいが！　ダストと遊んでいる暇ひまはないんだよ。それに酒代払えよ、奢らないからな」

「けち臭くさい事を言うなよー。俺とお前の仲じゃねえか」

「仲もなにも、ただの知人だろ？」

「おいおい、照れんなよおー。このこのこのっ」

　思ってもいない事を口にしたカズマの頰ほおを指でぐりぐりする。

「やめろよ、俺は真しん剣けんに悩なやんでんだ。今いま頃ごろ、かわいい妹が兄の助けを求めて今も枕を濡ぬらしているに違いない！」

　冷たい目をして手を払われた。からかっていい状じよう況きようじゃないようだ。

　しかし、カズマに妹なんかいたか？　あー、あれか。どこぞのお姫ひめ様がカズマを兄のように慕したってたような。

　……アイリスの事か？

　んー、もしかして、それって国が絡む大事だったりするのか？

「そりゃ悪かったな。で、何を悩んでんだ？　何かと世話にもなってるからな、悩みがあるなら、このダスト様に話してみろよ。無料相談受け付け中だぜ！」

「ダストに相談するぐらいならアクアか仲間に相談……めぐみんは嫉しつ妬としそうだし、ダクネスはあれでも一応は貴族だしな。アクアはあり得ない。ダスト、ダストかー。俺の周りには碌ろくな連中がいないな。はあー、どうせ話さないと放してくれないんだろ」

　カズマが大きなため息を吐ついて、頭を左右に振ふる。

　よく分かっているじゃねえか。

「はぁ……。妹……大切に思う相手に自分の知らない婚こん約やく者がいたら、ダストはどうする？」

「……っ」

　カズマの言葉に酔よいが一気に覚めた。

　大切な人に婚約者……か。それも妹って事は姫様か。そういや、前に婚約者がいるとか愚痴をこぼしてたな。

「お、おい、どうしたんだ。珍めずらしく真剣な顔をして」

「ん、ん？　予想もしなかった事を急に言われてびっくりしちまったぜ。それって、爆裂娘むすめの事か？　ダクネスの事か？　宴えん会かいプリーストは………ねえな」

「ないない。あいつらにそんな相手がいても放置でいいだろ。相手が耐たえられなくなるに決まっている」

「そりゃそうだ」

　一日一回爆裂魔法を撃つ紅こう魔ま族。

　中身がド変態の貴族。

　酒と宴会芸に目がなくて人の迷めい惑わくを一いつ切さい顧かえりみないアクシズ教のプリースト。

「付き合えるものなら付き合ってみろ、と逆に応おう援えんしたくなる面めん子つだな。むしろ見てみてえぞ」

「だろ。それにあいつらはそんなに軽い……そっちはどうでもいいんだよ。それで、ダストならどうすんだ？　リーンの時は勘かん違ちがいして荒あれてただろ」

「やめろよ、その話は……。マジで思い出したくもねえんだからよ」

　カズマが口にした一件は、リーンに言い寄る貴族らしき男がいるという情報を摑つかんだ俺が、協力を頼たのんでヤツに嫌がらせをしようとした時の話だ。

　それは大きな誤解で、実はヤツの狙ねらいはリーンではなく俺だったという……。

　思い出しただけで身み震ぶるいする。

「なあ、結局あの後は……やられちゃったのか？」

「やられてねえよ！　お尻しりの処女は無事だっての！　ほ、本当だからな！　かわいそうな者を見る目でこっち見んな！」

　カズマが俺の肩かたに手を置いて、何も言わなくても分かっているよ、と言いたげに頷うなずいている。

　……絶対に誤解しているだろ。

「話を戻すぞ。その大切な人とやらが手の届かない人物なら、相手の幸せを祈いのって身を引くのが……いいんじゃねえか」

　腰こしに携けい帯たいしている剣を撫なでながら、柄がらにもない事を言ってしまう。

「ダストらしくない答えだな。『相手を殴なぐって奪うばえ！』ぐらい言いそうなもんなのに。でもさ、そいつが嫌なヤツだったらどうする？」

「そん時は、ぶん殴って奪えばいいんじゃねえか。あとは嫌がらせをしまくるとかよ」

　大切な人が幸せになれるのが最低条件だからな。

　不幸になると分かっているなら強きよう硬こう手段もありだろ。

「だよな！　やっぱ、ダストは分かってるよな。よーし、俺の奢りだ、じゃんじゃん飲んでくれ！　その代わり知ち恵えを貸してくれ。悪わる巧だくみは得意だろ？」

「おっ、いいのか！　よーし、任せておけ！　警察にぎりぎり捕つかまらない程度の詐さ欺ぎとか迷惑行こう為いのコツを教えてやんよ！」

　酒を浴びるように飲み、カズマとバカ騒さわぎをしながら夜を明かした。
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「あだまいでえええ……」

　調子に乗って飲みすぎたな。二日酔いで最悪だ。

　目ま蓋ぶたを開くと太陽が真上にある。

「屋根がねえぞ。ここどこだ？」

　地面が硬かたくて冷たいから変だとは思っていたが、どうやら酔っぱらったまま道の端はしで寝ねてしまっていたらしい。

「カズマとなんか話してたのは覚えてんだが、何を話していたっけか……」

　女がらみだったぐらいは覚えているが、詳くわしい内容はまったく、これっぽっちも覚えてない。

「まあいいか。大した内容じゃないだろ。寝起きの一杯ぱいを仲間にたかるか」

　体を伸のばして固まっていた関節をほぐすと、足早に冒険者ギルドに向かう。

　ギルドの扉とびらをくぐって中を覗のぞくとリーン達がいつもの席にいた……のはいいんだが、あいつらの対面に誰だれかいるな。

　なんかクエストを受けて、依い頼らい人から直接話でも聞いているのか？

　後ろ姿しか見えないが魔法使いっぽい恰かつ好こうをしている。

「あっ、ダスト。こっち来て」

　リーンに呼ばれたので隣となりに座って正面を見る。

　そこにいたのは見覚えのある貴族令嬢──レインだった。

　なんでこいつが冒ぼう険けん者しやギルドになんかいるんだ？　またアイリス関係の厄やつ介かい事じゃないだろうな。

　彼女はこの国の姫であるアイリスの護衛と教育係を務めていて、前に俺とリーンと一緒に冒険をした事もある間柄だ。

「おう貧びん乏ぼう地味貴族じゃねえか、最近おいしい商売を始めたんだが一口乗らねえか？」

「前に会った時に普ふ通つうに接してくださいとは言いましたが、一応これでも貴族なので言葉には気を付けてくださいね。………儲もうけ話は後のち程ほど聞かせてください」

　地味か貧乏か、それとも両方が気に食わなかったのか、頰をピクピクさせながらレインが無理に笑っている。

「どういう状況なんだこれは。借金の申し込みなら断れよ？」

「あんたに金の無心するぐらいなら、貴族として潔いさぎよく死を選ぶんじゃないかな。そんなんじゃなくて、レインさんは直接あたし達を指名したのよ。仕事を頼みたいんだって。それもかなりの金額を提示してきたの」

「ダスト様、リーン様、いつぞやはお世話になりました」

　レインは丁てい寧ねいな言葉遣づかいで頭を下げる。

　俺のよく知る貴族とは違い、レインは庶しよ民みんに対しての偏へん見けんがない。アイリスにはもう一人教育係がいたのだが、そいつは貴族らしい思考をしているので苦手だ。

「ダスト、リーン、いつの間に貴族と知り合ったんだ？　まさか犯罪絡みではないだろうな」

「おい、結構な美人じゃねえか。でもなんていうか、地味っちゅうかパッとしねえな。それでも美人は美人だ、後で詳しく説明しろよ」

　テイラーとキースが好こう奇き心しんを隠かくそうともせずに俺に迫せまる。

　軽く手を振って「後でな」と言っておく。

　レインが貴族なのは既すでに話しているのか。

「依い頼らいか。まあ、金くれるならどうでもいいけどよ。依頼内容は？」

「はい、実は詳しい事情は話せないのですが、イリス様の護衛の見張りをしてほしいのです」

「護衛の見張り？　護衛と見張りでは？」

　ただの言い間違いだとは思うが、テイラーは気になったようで確かく認にんを取っている。

　そこは聞き流していいところだろうに。

「いえ、間違いではありません。余計な事をしないように護衛の方々を見張ってほしいのです」

「……護衛に裏切り者がいるとか、そういう物ぶつ騒そうな話か？」

　言い間違いでないのなら、そういう解かい釈しやくになる。

　アイリスが絡んでくるとなると権力争いや魔ま族ぞくの手の者が潜ひそんでいてもおかしくはない。だとしても国の大事に関かかわるような事を、一介の冒険者である俺達に頼むか？

　いざとなれば俺達も口くち封ふうじをするという前提じゃないだろうな。貴族連中、それも王族に近いならやりかねない。

「あ、いえ。そういうのではないのですよ。むしろ、イリス様も含ふくめて護衛の方々とバカな……とんでもない……ええと、妙みような事をしないか見張ってほしいのです」

　今、臣下が王女に向かってバカと言いかけたぞ。慌あわてて取り繕つくろっているが、しっかりと聞いたからな。ちなみにイリスってのはアイリスの偽ぎ名めいだ。

「うーん、話が見えてこないんだけど。イリスが地位の高い貴族の娘なのは知っているけど、護衛を付けるって、どこかに行くの？」

「ええとですね。イリス様には婚約者がいらっしゃいまして、その方に会いにエルロードへ行くのですよ」

　婚約者。あれ？　最近、そんな話をどっかで聞いたような？

　酒の席でカズマがなんか言ってたような。つい最近だと思うんだが。……記き憶おくが吹ふっ飛ぶぐらい飲むのは控ひかえるか。

「あの歳としならまだ行き遅おくれの心配はねえのか。それも相手はどうせ貴族で金持ちだろ。受付のルナに聞かせてやりたいぜ。涙なみだ目めで羨うらやましがるんじゃねえか？」

「ダスト、やめなよ！　今のを聞かれたら、とんでもないクエスト押し付けられるわよ！　ルナさんにはその系統の話題は禁句なんだからね！」

　ギルドの受付嬢をやっているルナは人気者で胸もデカいが、結婚適てき齢れい期を過ぎて結婚をかなり焦あせっているらしい。その事をからかったりすると、笑え顔がおで無む茶ちやなクエストを押し付けられたりするので要注意だ。

「あんなに若いのに婚約者がいるのね。貴族ってお気楽なイメージがあったけど、色々大変そう。でも相手が決まっていて、行き遅れないのはちょっと羨ましいかな」

「まだ結婚を焦る歳でもないだろ。それにリーンは結婚の心配は無用だぜ。ほらここに、最高の相手がいるからな！」
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　親指をびしっと立てて自分を指して、にっこりと笑う。

　そんな俺を見てリーンは顔から表情を消すと「はっ、あんたにしてはちょっとだけ面おも白しろかったわ」と失しつ笑しようしやがった。

「ア……イリス様は立派な方ですよ。自分の役割も理解されていて賢けん明めいな方……だったのですが、最近はあの方の悪い影えい響きようでおてんばが過ぎるところもありまして。毎日一度は城……屋や敷しきから脱だつ走そうしようとされますし」

　あの方ってカズマだよな。

　そういやクレアが散々愚ぐ痴ちをこぼしていた。変な知恵がついて日に日に脱走の手口が巧こう妙みようになってきたと。

「もしかして、その護衛ってのは……カズマ達か？」

　レインに尋たずねると仲間が一いつ斉せいに俺の顔を見た。

　事情を知らないとカズマ達がここで出てくる意味が分からないよな。

「正解です。イリス様はカズマ様をお兄様と慕したい懐なついていらっしゃいますので、厄介な事になりそうなのですよ。一応、ダスティネス様と相談して護衛の任を断ってもらうように相談はしているのですが、あの方を出し抜ぬけるかどうか……」

　レインの心配の元はカズマか。

「それにクレア様はイリス様の婚こん約やくには反対でして、婚約を破は棄きさせようと悪巧みをしている節があるのです。利害が一いつ致ちするカズマ様と組むような事があっては……。それを阻そ止ししないと、とんでもない事に……」

　えっ、臣下が王女の縁えん談だんをご破算にしていいのか？

　クレアってのはレインと一いつ緒しよにアイリスの護衛と教育係を兼けん任にんしている、もう一人の貴族だ。

　あいつは前に会った時にアイリスにべったりで、ヤバいヤツだとは思っていたが国よりも姫ひめを取るのか。

　婚約者の居るエルロードと言えば、ベルゼルグ王国に多額の資金援えん助じよをしている国だ。

　前にバニルの旦だん那なの仮面のせいで精神が同居した時に、援助額の増額についてアイリスが悩なやんでいたのを、ふと思い出した。

　姫様の結婚絡がらみか。……面めん倒どうな事になるのが目に見えているから、あんまり関わりたくない。だが、あの夜の事を思い出すと、無下にはできないか。

「大だい丈じよう夫ぶだとは思いますが、イリス様の身に何かあっては困りますので、カズマ様達の目の届かない脅きよう威いも退けていただければ助かります。念には念を入れたいので」

　姫が他国に行くのであれば護衛は必ひつ須すだ。慎しん重ちように慎重を重ねるぐらいで丁度いい。

　ましてや護衛がカズマ一行だからな。一芸に秀ひいでた連中だとは思うが安定性がこれっぽっちもない。

　護衛に向いている人材かと問われると……ダチとはいえ首を縦には振ふれないぞ。

「あのー、仕事を依頼してもらえるのはありがたいけど、冒険者じゃなくてちゃんとした護衛を雇やとったらどう？」

「俺もリーンの意見に同意だな。身の安全を確保したいなら、その方がいいと思うが」

「万年貧乏なダストみたいに、金をケチってるわけじゃないんだろ？」

　仲間の言う通りだとは思うが、俺は口を挟はさまないでいる。

　どうにも引っ掛かかるところがあるからだ。

「そうなのですが、今回はお忍しのびなので兵をずらずらと連れて行くわけにはいかないのです。できるだけ少人数で目立たないようにしなければなりません。それに敵が寄り付かないように特とく殊しゆな竜りゆう車しやを使いますし、そもそもイリス様はとてもお強いので」

「あの子って、あんなにかわいいのに強いんだ。それにしても、竜車に乗れるのはいいわね。馬じゃなくてリザードランナーが引っ張って、走る速度が馬車とは比べ物にならないらしいけど」

　リーンはアイリスと会っているので、あの見た目で強いというのが信じられないようだ。

　アイリスが強いのは常つね日ひ頃ごろから高価なモンスターの肉を食べてレベルアップをしているからだろうな。貴族がよくやるレベルアップの手段だ。

　王族なら貴族よりもいい物を食っているに決まっている。

　それにベルゼルグ王国の王族は勇者の血筋で、生まれつき才能に恵めぐまれていると聞いた事がある。それでも臣下としての贔ひい屓き目めはあるとは思うが。

「つまり、カズマ達がイリスに変な事を教えないか監かん視しする。一応、身の安全の確保もする。んでもって、カズマ達が婚約者に余計な事をしないか見張る、でいいのか？」

「はい、そうなります。ですが、街に着いたらカズマ様達の動向を見守るだけで構いません。何かやらかした場合は詳しよう細さいをメモに取っておいてください。あとで損害賠ばい償しようが発生する場合もありますので。あと、その、イリス様のお父様はこの国でも有力な貴族ですから、王城に向かう事もあると思いますが、その時は門の前までで構いませんので！」

　レインは早口で有力な貴族をやたらと強調してきた。

　王女だというのがバレるわけにはいかないからな。

　依頼料も破格で宿しゆく泊はく費も相手持ち、更さらに移動用の竜車も用意してくれるという至れり尽つくせりの依頼だった。

　こんなおいしい話を断る理由はないので、二つ返事で依頼を受ける事にした。

　本当なら王族との繫つながりは絶っておきたいが、行き先がカジノで有名なエルロードとなると話は別だ。

　前金もたんまりもらったからな、博ばく打ちを好きなだけ楽しめる。

　レインがギルドを立ち去ると、キースとテイラーがレインとの関係について詳くわしい話を聞かせろと迫ってきた。

　リーンとゆんゆんと一緒にあの二人と冒ぼう険けんをした時の話をすると、案の定キースがうらやましがって絡んできやがったので、酒を飲ませて泥でい酔すいさせておく。

「なんで……ダストばっか女に縁があるんだよぉぉ」

　机に突つっ伏ぷしたまま寝ね言ごとを言っているが放ほうっておこう。

「イリスというあの二人が仕えている貴族の令れい嬢じようがいて、その子がカズマと仲が良く今回護衛を頼たのんだ、という事か」

「カズマ達って実力はあるけど、一点特化だから護衛任務って向いてないわよね」

「爆ばく裂れつ娘むすめは一発撃うったら終わりで、ダクネスは護衛対象をほったらかして敵に突つっ込みそうだからな。まあ、それが心配だから俺達に陰かげで見張るように頼んだんだろ？　俺達はフォローするだけでいいんだから楽な仕事じゃねえか」

「そうだな。気を抜ぬくのは禁物だが悪い仕事ではない。俺は旅に必要な道具を補ほ充じゆうしてくるとしよう。みんなは体をしっかり休めておいてくれ」

　旅の準備はテイラーに任せておけば大だい丈じよう夫ぶか。

　リーンはもう少しここでぼーっとしているらしいので、俺は一人でギルドを出た。

「特にする事はないけど、バニルの旦那のところにでも行くか」

　最近は暇ひまつぶしに旦那の魔道具店……正確には美人貧びん乏ぼう店主ウィズの店だけど、実際にあの店を支えているのは旦那だと思う。

「旦那、遊びに来たぜ～」

　扉とびらを開けて言い放つと、床ゆかを掃はいていた旦那が口元を歪ゆがめた。

「また来たのか。チンピラと違ちがい我わが輩はいは忙いそがしいのだ。用がなければ早々に立ち去るがいい」

「そうですよ。バニル様の邪じや魔まをしないでください」

「淫いん魔まである貴様にも言っておるのだがな」

　旦那に寄り添そうようにして立っているロリサキュバスがいる。

　こいつ俺よりも頻ひん繁ぱんにこの店に来てないか。

「おいロリサキュバス。昼間っからぶらぶらしやがって、仕事はどうしたんだ」

「私の仕事は夜からです。ダストさんが仕事って……。よくもまあ、そのセリフを人に言えますね。鏡持ってきましょうか？」

「俺は明日あしたから長期の仕事があんだよ」

「噓うそではないようだな。どうだ、我輩が特別料金で未来を占うらなってやろうではないか」

　旦那は未来を見通す悪魔らしく、かなり的確に未来を予想できる。

　悪女を懲こらしめた時もその力を借りたから、その実力は理解しているんだが。

「気持ちはありがたいが、遠えん慮りよしとくぜ。旦那のは占いじゃなくて予言だからな。それに今までろくな目にあってねえしよ」

　温泉旅行でも旦那の予言に間違いはなかったが、どうにも肝かん心じんなところを曖あい昧まいにして俺が困るのを楽しんでいる節がある。

　旦那の食事は人の悪感情だからな。完全に信用しきると痛い目を見る事が多々あった。

「それは我輩のせいではなく、日頃の行いのせいであろう」

「そうですよ、バニル様は悪くありません！　自分を見つめなおしてください！」

　こ、こいつは……。バニルの旦那が絡むとマジでうるさいな。

　なんで本人より怒おこってんだよ。

「うっせえな。お前は俺の母親か」

「ダストさんみたいな子供なんて間ま違ちがえても産みたくないです」

「子供の頃はかわいかったかもしんねえだろ！」

「その頃はよくても大きくなったら、それになるんですよね」

　嫌いやそうな顔でこっちを見るロリサキュバス。

「それって言うな！　指差すな！」

「やかましい！　漫まん才ざいをするなら店の外でするがいい。少しは客寄せになるかもしれん」

「こいつと漫才しても楽しくないからな。ツッコミ入れる時にさりげなく胸触さわっても、貧相なそれじゃ面白くも何ともねえし」

　ロリサキュバスの胸を見て肩かたをすくめると、半眼でじっと睨にらまれた。

「ダストさんはそうやって女性の胸をバカにしますが失礼ですよね。ダストさんだって、あそこが貧相なくせに」

　俺の下腹部をちらりと見て、意味深な笑えみを浮うかべやがった。

「おいおい。俺のロングソードを見た事もないくせに何言ってやがる」

「温泉で見ましたよ。ショートソードだったと記き憶おくしていますが。あっ、違いました。ナイフでしたか、ぷっ」

「よーし、そこまで言うなら、ここで再さい確かく認にんさせてやる！　その目を見開いてしっかりと、あいたっ!?」

　ベルトに手を掛けたところで、後頭部をはたかれる。

　振ふり返ると旦だん那ながこぶしを振り下ろしていた。

「営業妨害で訴うつたえてほしくなければ止やめるがいい！　貧相な胸部と下半身を持つ者よ」

「ま、まだ、成長中です！　私のは美乳って言うんですよ！　見て触って確かめてください！」

「本気出したら、こんなもんじゃねえんだって！」

　証しよう拠こを見せようとロリサキュバスが上着を脱ぬぎだし、俺もズボンを下ろそうとしたら、また旦那にはたかれた。

「変なものを店で晒さらすでない！　ただでさえ客が少ないというのに、ますます寄り付かなくなってしまうではないか。仕方がないサービスで占ってやるので、とっとと帰るがいい」

「いや、占いは……」

　俺の意見も聞かずに旦那が俺をじっと見つめる。

「ほおおう、これはこれは。ろくでもない愚おろか者よ。豪ごう勢せいなカジノで大おお博ばく打ちをする姿が見えるぞ！　ふむふむ、貴様は肝心な大勝負で最弱の手札を引く運命にあるようだ！　フハハハハハハハハ！」

「マジかよ、やっぱ聞くんじゃなかったぜ。どうにかして、カジノで勝つ方法とか占えたりしないんっすかね？」

「ここから先は有料である。続きを知りたくば金を払はらうがいい。あの小こ僧ぞうに聞いたのだが、このような方法を課金制と呼ぶそうだ」

「えげつねえ方法だな……。今は金がねえから諦あきらめるか」

　本当は詳しく知りたいが、ないものはどうしようもない。

　エルロードに行く前に余計な事を知ってしまった。でもまあ、旦那の占いもたまには外れるよな？

「あのー、アクセルの街に立派なカジノってありました？」

「この街にそんな大層なもんねえよ。俺達はこれからカジノで有名なエルロードに行くんだよ。そこで俺が大勝ちするって事だろ」

「エルロードに行くんですか!?」

「お、おう、そうだけど」

　ロリサキュバスが目を見開いて俺を凝ぎよう視ししている。

　そんな驚おどろくような内容だったか？

「私も連れて行ってください！」

「お前さん、カジノに興味があるのか。よーし、じゃあ今日あたり賭と場ばに連れてってやるよ。軍資金をいくらか俺に渡わたせば倍にして返してやるから」

　淫夢とバニルの旦那の事しか興味がないのかと思っていたが、まさか博打に興味があるとは。先せん輩ぱいとしてギャンブルの楽しさを叩たたき込んでやろうじゃねえか。

「ギャンブルはどうでもいいです」

　きっぱりと断りやがった。

「じゃあ、なんでついてきたがるんだよ。……あっ、そういう事か。悪かったな、お前の気持ちに気づいてやれなくて。だがすまねえ、ガキは女として守備範はん囲い外なんだ」

「勝手に勘かん違ちがいして振ふられたのも腹立ちますけど、私はガキじゃないですからね！　こう見えても年上なんですからっ！」

「はいはい、凄すごいでちゅねー。おっぱいが大きくなってから、言いまちょうねー」

　戯たわ言ごとを無視してロリサキュバスの頭を撫なでると、地じ団だん駄だを踏ふんで怒っている。

「きいいいいっ！　バニル様！　ダストさんが心の底からムカつきます！」

「そこのチンピラは他人の神経を逆なでする技術だけは天下一品である。まともに張り合うでない。それよりもエルロードに行きたい本当の理由とやらを申すがいい」

「あのですね、エルロードにサキュバス店の支店を作る予定がありまして、近々下見に行こうかとみんなで話をしていたのですよ。だから、渡りに船かなと思いまして」

　なるほどな。むしろ、エルロードにサキュバス店がなかったのが意外だ。くそっ、楽しみが一つ減っちまったぜ。

「ギャンブルの街にサキュバスの店か、悪くねえな。懐ふところが満たされたら、次は別の欲望を満たそうと思うもんだろ。人の欲ってのは尽きねえからな」

「欲望まみれの貴様が言うと妙な説得力がある」

「ですよね」

　二人そろって頷うなずいているが、無視だ。

　ロリサキュバスか……。連れて行くだけなら何も問題はない。

　うちのパーティーで女はリーン一人だ。あいつは何も言わないが遠出で男の中に女が一人ってのは、不安もあるだろうからな。

「ついてくるなら別に構わねえぞ。あいつらもお前なら文句を言わねえよ」

「ありがとうございます！　お礼にお店の割引券を差し上げますので、皆みなさんで分けてくださいね」

「おうよ。気を遣つかわせて悪わりいな」

　おっ、十枚もあるのか。この割引券は全部俺が有効活用してやろう。

　そもそも、俺がいなかったらこの話はなかったんだしな！

　魔ま道どう具ぐ店の扉とびらを開けて出ていこうとすると、

「こっちに来るがいい。一つ助言をしておこう」

「な、なんでしょうか!?　まさか、愛の告白を……」

　バニルの旦那がロリサキュバスを呼ぶ声が聞こえた。振り返ると何やら耳打ちをしていたが、あいつの嫌そうな顔を見る限り愛の告白ではないようだ。
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　カズマ達が旅立つ日に合わせて俺達もベルゼルグ王国首都にやってきた。

　メンバーは俺、テイラー、キース、リーンに加えてロリサキュバスが同行する。

「また、お世話になります。つまらない物ですが、皆さんで食べてください」

「いらっしゃい、よろしくね。気を遣わなくていいのに」

　ぺこぺこと何度も頭を下げて手て土産みやげを渡すロリサキュバスに、リーン達は笑顔で対応している。

　何度か一いつ緒しよに行動しているので、もう慣れたものだ。

　旅の安全を確保するために、ゆんゆんも誘さそうつもりだったが、ぼっち能力を発揮して見つからなかったので放置してきた。

「これが竜りゆう車しやなのね。本当にリザードランナーが引っ張ってくれるんだ。竜車は思ったより地味なのね」

「貴族様の乗り物だからもっと派手なのを期待してたのによ。俺達で派手に飾かざり付けるか？」

「キース、失礼な事を言うな。我々は相手にバレないように護衛をするのが仕事だ。目立っては意味がないので偽ぎ装そうしているのだろう」

　キースがあからさまに残念そうな顔をしているのをテイラーが諭さとす。

「はい。あくまでも極ごく秘ひでお願いしたいので、外装は一いつ般ぱん的なものにしています。ですが、内装はそのままですから乗り心ごこ地ちは抜ばつ群ぐんですよ。車輪がありませんが、これは……」

　俺達に竜車を引き渡すために一人でやって来たレインが、手を添そえて何か呟つぶやくと車体が宙に浮かぶ。

　これで重さが軽減されて更に速度を上げる事が可能になる仕組みだ。

「おおっ、地面から浮いてんぞ！　どういう仕組みだこれ？」

「初めて見るな、このような仕様は」

「さすが貴族様ね」

　仲間達がやたらと感心している姿を眺ながめていると、くいっと横合いからロリサキュバスに袖そでを引っ張られた。

「ダストさんは平然としてますね。珍めずらしくないんですか？」

「おう。前に見た事があるからな」

　貴族で持っているのは珍しいが、王族となるとそれ程ほどでもない。

　地味で心配性しようのレインが仲間達に注意事じ項こうをあれこれ説明している。そういうのはテイラーに任せておけば安心だ。

　すべて伝え終わったのか、レインが「あとはお願いします」と言って今度はカズマ達の方へ向かった。

　この距きよ離りだとカズマ達の姿は点にしか見えないが、すでに対策済み。

「キース、あっちの様子は見えているか？」

「おう、バッチリだぜ。俺にはスキルの《千里眼》があるからな」

　キースはアーチャーなので《千里眼》を持っている。これがあれば遠くもよく見えるので離はなれて見守る事ができる。

「でもさ、カズマも《千里眼》スキル持ってなかった？」

「「「あっ」」」

　リーンの疑問に俺達の声が被かぶる。

　そういや、前に言ってたな……。

「で、でもよ。地図をもらってルートも聞いてるから大だい丈じよう夫ぶ……だろ、たぶん？」

「かなり離れておけば問題はないだろう、きっと」

「俺の《千里眼》の方が優ゆう秀しゆうだから、こっちがギリギリ見える距離保てば、いけるんじゃね？」

　全員が曖あい昧まいで首を傾かしげているのが不安だが、何とかなるだろう。たぶん。

「ここで悩なやんでいてもどうにもなんねえ。あっちもそろそろ出発するようだぜ。んじゃ、俺達も行くぞ。御ぎよ者しやは俺がやってやるから」

「そうか、悪いな。リザードランナーもなぜかダストに懐なついているからな、頼たのむぞ」

「人間の女にはゴミ虫のように扱あつかわれんのに、動物とか魔ま物ものに好かれる事あるよな」

「変な成分でも体から出てるんじゃないの」

「お前ら……。ごちゃごちゃ言ってねえでさっさと乗りやがれ！」

　言いたい放題の仲間を急せかして乗せると、俺はリザードランナーの背を撫なでる。

「よろしく頼むな」

　頰ほおを摺すり寄せてくるリザードランナーを撫でまわしてから御者台に陣じん取どった。







「ダ、ダスト!!　この速度はおかしくないかっ!?」

「速い、怖こわい、速いぃぃぃぃ！」

「ちょ、ちょっと速度落とさねえか!?　これは危ないだろ！」

　後ろから聞こえてくる仲間の悲鳴がうるさい。

　予想以上の速度でビビっているようだ。

「心配すんな。俺の腕うでを信用しろって」

「「「できない！」」」

　こういう時だけ声を揃そろえやがって。この程度の速さ序の口だろ。ドラゴンの背に乗って飛んでいた頃ころはこんなもんじゃなかったからな。

　ロリサキュバスだけ静かなのが気になって振ふり返ると、体を外に向けて座り楽しそうに窓から外を眺めている。

「自分で飛ぶより楽でいいな～」

　自力で空を飛べるので仲間よりも速度に対する恐きよう怖ふ心が薄うすいのか。

「この竜車には強力な結界が張られていて、事故に遭そう遇ぐうしても安全だって言ってただろ。それに速度を落とすとカズマ達を見失っちまうぞ。バカみたいな速度で走っているからな」

　かなり前を疾しつ走そうするカズマ達の乗った竜車を何とか追えているが、速度を少しでも落としたら一気に引き離はなされる。

　それにしても、向こうの御者は誰だれなんだ。あれほどの速度で走るのはベテランでもかなり勇気がいるぞ。

「おい、キース。向こうの御者が誰か分かんねえか？　ちょっと見てくれよ」

　怯おびえているキースの首根っこを捕まえて御者台に引っ張り込む。

「顔に風がっ、風圧がっ!!　お、お前！　この速度で振ふり返んなよ、前見ろ前っ！」

「大丈夫だっての。で、向こうは誰が手た綱づなを握にぎってんだ？」

　怯えながら顔を出したキースが目を細めて前を睨にらみつける。

　信じられない物でも発見したのかその目を急に大きく見開くと、啞あ然ぜんとした表情で口を開く。

「御者台で泣きわめいている青髪がみはどうでもいいんだけどよ……な、なあ。御者台でダクネスが馬ば鹿か笑いしているように見えるんだが。あいつ頭おかしいんじゃねえか!?」

「今いま更さらだろ……。だから、あんな速度で爆ばく走そうしてんのかよ！」

　こりゃ事故らない事を祈いのるしかねえな。ダクネスは激げき突とつした方が喜びそうだけど。

　カズマ達の無事を祈り、とりあえず手を合わせておく。

「ダストオオオオオオォォ！　目をつぶんな！　手綱離すな！」

「うるせえな。こんなの目をつぶっても操あやつれるっての。ほーれ、ほれほれ」

　おちょくるように両手をひらひらさせると、キースの顔から血の気が一気に引く。

　キースは全身の力が抜ぬけたのか、そのまま竜車へと倒たおれこんだ。

「ねえ！　キースが転がって来たんだけど、何かあったの!?」

「おい、キースが気を失っているぞ！」

　後ろからリーンとテイラーの叫さけび声がするが、手を振って「死にやしねえよ」と言っておく。

　意外と肝きもっ玉の小さい野や郎ろうだ。

　納なつ得とくできなかったのか、二人が御者台の後ろから顔を出して俺に文句を言おうと口を開きかけたが、飛ぶように過ぎ去っていく風景に怖おじ気けづいたのか黙だまって竜車に戻もどった。

　騒さわがしいのが大人しくなったので鼻歌交じりに走らせていると、前を走っていた竜車が速度を落として止まる。

　バレるわけにもいかないので距離を置いて街かい道どう脇わきに停とめた。

「なんか、あったのか？　キース、そこで伸のびてないであっちを見てくれ」

　襟えり首くびを摑んで無理やり立たせて、顔を前に向けさせる。

「や、やっと止まった。動かない地面って素す敵てきだ。俺の恋こい人びとはもう地面でいいや……。なんだよ、前だ？　あー、おおっ!?　モンスターの群れがいるぞ！　カズマ達が降りて……なんで、護衛されているお嬢じようちゃんが前に出てんだ？」

　キースの解説を聞いて興味は湧わくが、どれだけ目を凝こらしてもカズマ達が何をやっているのか見えない。

　俺も《千里眼》欲しい。これがあれば離れた場所からの覗のぞきもやりたい放題だよな……。

「あんっ!?　おいおい、護衛側のお嬢ちゃんが剣けんを振り上げて──」

　その瞬しゆん間かん、カズマ達のいる場所から光が伸びた。

　何が起こったのかまったく分からないが、隣となりで大口を開けているキースの反応が気になる。

「お、おい、何があったんだ？　アホ面づら晒さらしてねえで教えろよ」

「よ、よく分かんねえんだけどよ。あのお嬢ちゃんが剣を振るったら光がパーッと飛んで、牛型のモンスターが真っ二つになった……。あんなの護衛いらねえだろ」

　アイリスが強いというのはレインが過か剰じように評価しているだけかと思ったら、マジだったのか。勇者の血筋は伊達だてじゃないな。

「まあ、いいじゃねえか。モンスターにやられる心配がないなら、楽できそうだしよ」

　それからは俺の発言がそのまま現実となった。モンスターが現れるたびに、あっさりとアイリスが倒す。それの繰くり返しだ。

　……お姫さん派手にやりすぎだ。ごまかすにも限界があるんだぞ。

　怪け我がの一つもなく順調に進んでいき、気が付けば辺りが暗くなってきていた。

　カズマ達が竜車を停めて野営の準備を始めたので、俺達も竜車から降りて今日の尾び行こうは終しゆう了りようとなった。

「あとは遠くから、あいつらを護衛しておけばいいな。イリスは夜よ更ふかしになれてないだろうから、俺達の出番はこっからだ」

　緩ゆるんでいた気を引き締しめて、恰かつ好こうをつけて言うと背後が激しく光る。

　慌あわてて振ふり返るとカズマ達のいる場所に……小さめの屋や敷しきが建っていた。

「あんなところに屋敷なかったよね？」

「お、おい。光ったかと思ったら、いきなり屋敷が湧いて出たぞ！」

「ど、どういう仕組みだ」

　リーン達は何が起こったか分からずに戸と惑まどっている。

　ロリサキュバスも驚おどろいてはいるようだが、他ほかの三人に比べると冷静に見えた。

「あれは最高級の魔ま道どう具ぐの一種だな。確かモンスター除よけの結界も張られている、持ち運び可能な屋敷らしい」

「あー、バニル様が商品として欲しがっていた魔道具の一つですね。どこかで見た事あると思ったんですよ！　ダストさんもバニル様に聞いたのですか？」

「お、おう。そうだぜ」

　本当は実際に目まの当たりにした事があるだけなんだが、言う必要はない。

「ねえ、あんなのあるなら、あたし達いらないんじゃない？　護衛の必要性って……」

「俺もそう思うけどよ、楽させてもらえるなら文句言う必要もねえだろ。楽しく旅して大金手に入るんだ、文句を言ったら罰ばちが当たるぞ」

　こうなると夜の見張りも不要か。思ったよりも簡単な仕事になりそうだ。

　アイリスの心配が無用になったので、俺達は野営の準備を始める。

「カズマ達は暖かい屋敷の中で安全な晩飯か。それに比べて俺達は外で焚たき火びを囲んで晩飯かよ……」

「ダスト、ごちゃごちゃ言わないの。こんなのいつもの事でしょ」

「楽しいじゃないですか、皆みなさんと一いつ緒しよにお外でご飯食べるのは」

　リーンもロリサキュバスも前向きだな。

　テイラーは何も言わずに黙もく々もくと肉を焼いている。キースは俺と同じように不満だらけかと思っていたんだが、やけにおとなしい。

　じーっと、屋敷の方を見つめているだけだ。

「おとなしいじゃねえか、どうした」

「理り不ふ尽じんだ……」

　何か呟つぶやいたようだがよく聞こえなかった。

　キースに近づくと酒臭くさい。こいつ酒さか瓶びんを手にして勝手に飲み始めてやがる。よく見ると顔も真っ赤じゃねえか。

　小声でぶつくさ言っているので、何を言っているか聞き取ろうとキースに顔を近づける。

「んもおおおおおおうっ！　おかしいだろうがあああああっ！」

「うおおおおおっ！　耳が痛いてえっ！　急に大声出すなよ！」

「どうしたのキース!?」

「変なものでもつまみ食いしたのか。食事前に行ぎよう儀ぎが悪いぞ」

「どうされましたか、落ち着いてください」

　立ち上がって叫ぶキースの奇き行こうに驚きはしたが、このまま叫ばれると下手したらカズマにバレる。それにモンスターも呼び寄せてしまう。

　俺達が慌てて取り押さえるが、キースは暴れ続けている。

「落ち着けって、どうしたんだ！」

「理不尽すぎるだろ！　カズマは屋敷で女に囲まれて、こっちは屋外で寒さに耐えながら野営だ」

　どうやらキースが抱かかえ込んでいた不満が爆ばく発はつしたようだ。

「こっちにも女はいるだろ！」

「はっ、どっちもダストのお手付きじゃねえか！」

　こいつ、とんでもない事を言いやがった。

「おぞましい事を言わないで、手を出されてなんかないわよ！」

「そうですよ。ダストさんにはお世話になる事もありますけど、あくまでビジネスパートナーです！　ドライな関係です！　私はバニル様にしか興味ありません！」

　そんな関係じゃないのは事実だが全力で否定されると、それはそれでムカつく。

「テイラーだって、最近いい感じの女がいたんだろ？　俺だけじゃねえか、相手が誰もいないのは！　なんでだよ、どちくしょうううう！」

　不満をぶつけるように叫ぶと満足したのか、そのまま後方に倒れて……寝ねた。

　悪わる酔よいしただけか。このまま放ほうっておいてもいいが少しかわいそうか。

　リーンとテイラーが肩かたを貸して酔よい潰つぶれたキースをテントの中に運んでいる。

　俺はロリサキュバスを手招きすると、耳元で呟く。

「悪いが、あとであいつにいい夢見させてやってくれねえか？　金は俺が払はらうから頼たのむ」

「かなり酔っぱらっているので、夢が見られるかどうか怪あやしいですがやってみます。……優やさしいところもあるんですね」

「夢でぐらいは、いい思いさせてやろうぜ……」

　これは優しさじゃなくて同情だ。それにこのままキースを放置して不ふ機き嫌げんなままだと、尾び行こうに支障をきたしちまう。《千里眼》スキルは必要だからな。

「キースが潰れたからまずは俺とテイラーで見張りするか。お前らは竜りゆう車しやの中で寝ていいぞ。寂さみしいなら添そい寝して、夜の上下運動を一緒にしてやろうか？」

「結構です」

「二度と目覚めなくていいなら構わないけど」

　冷めた目で言い切りやがった。リーンはダガーをちらつかせんな、股こ間かんがぞわぞわするだろ。どうして俺の周りの女は全員こうなのかね。

　これを羨うらやましがるキースはどうかしている。

「けっ、男の優しさを理解できない寂しい女どもだ」

「あんたは優しいじゃなくて……」

「「「やらしい」」」

「全員で声揃そろえんな！　さっさと寝ろ。夜中に交代だかんな！」

　リーンとロリサキュバスが舌を出して竜車に入った。

　焚火を囲むのは俺とテイラーのみ。

「男二人かよ。むさ苦しいな」

「それはこっちのセリフだ。しかし、今回の依い頼らいは妙みようだとは思わないか。この竜車もあの魔道具の屋敷も並の貴族では所有できない代しろ物ものだ。本当にただの貴族なのか？」

　そりゃ、気づくよな。

　テイラーは俺達を代表してクエストの説明を受ける事が多いから、うちの誰だれよりも慎しん重ちようで生き真面目まじめだ。怪しむに決まっている。

「有力な貴族とか言ってたからな。たぶん、地位もかなり高いんじゃねえか。だからこそのお忍しのびなんだろ」

「そうだな……。だとしたら、あまり追求しないのが身のためかもしれん。貴族に睨にらまれると厄やつ介かいだ」

「触さわらぬアクシズ教になんとやら、って言うだろ。俺達はこそっと見守って金さえもらえればいいんだって。そんな事よりよ、テイラー、あの女とは本当に何もなかったんだよな？　一人だけいい思いしてねえよな？　ま、まさか俺達を裏切って一線越こえてねえよな？　なっ、なっ？」

　テイラーは噓うそのつけない男だから反応を見ればすぐに分かる。

　しかめっ面つらで腕うでを組んで考えるような素そ振ぶりを見せた後に、大きく息を吐ついた。

「何を妄もう想そうしているのかは知らんが、前も言っただろ。冒ぼう険けん者しやとしての心得を教えたに過ぎん。筋はよかったが、母親が病気なのはどうしようもない。無事再会できているといいが」

「……そうかい」

　あの女が悪女でお前は騙だまされているだけだ、と言えたら楽なんだがそこまでエグい真似まねはできない。

　ちょっとだけバラしたら面おも白しろいかなとは思うが、さすがにな。

　エロい事はまったくなかったようだから、これ以上の追求はやめておいてやろう。

「俺よりもお前はどうなんだ？　リーンと進展はないようだが、あのロリーサという娘むすめやゆんゆんとも仲がいいように見えるが」

「はっ、リーンはともかく他はガキじゃねえか。俺はロリコンじゃねえからな興味ねえよ。ルナぐらいに育った胸でもあれば喜んで手を出すんだけどな」

「それは永遠に叶かなわぬ夢では……おっと、口が滑すべった。ここだけの話だからな、間ま違ちがってもリーン達に言うんじゃないぞ。ごほんっ。なんにせよ、ほどほどにな」

　自分でも余計な事を言ったと反省したようで、テイラーが視線をそらして棒で焚火をいじりだした。

　テイラーとこんな話をする事は滅めつ多たにない。あの女の一件で何か思うところでもあったのか。

　夜は綺き麗れいな姉ちゃんと過ごすに限るけど、今日は男同士のバカ話で妥だ協きようしよう。
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　次の日。

　カズマ達の尾行が続く。

　何度も敵に遭そう遇ぐうしているがアイリスが瞬しゆん殺さつしているらしい。

　キース以外はあいつらの様子が見えないので遠くから目を細めて見つめていると、光ったかと思ったら戦せん闘とうが終わっている。

　本当に戦ったのか少し疑っていたが、アイリスが戦った場所を通り過ぎると真っ二つにされた無数の魔ま物ものの死体が転がっているので、キースが言っていた事は大おお袈げ裟さではなかったみたいだ。

　何日も竜車に揺ゆられているが旅は順調そのもので、今のところ危機に陥ったりしていない。

　途と中ちゆうで爆ばく裂れつ娘むすめが先導して川でザリガニを捕つかまえだした時は、何か意味があるのかと仲間と一緒にあれこれ悩なやんだりしたが問題はそれぐらいだった。

　唯ゆい一いつ気になるのは……ずっと落ち込み気味でぶつぶつ言っている、やる気のないキースのうっとうしさだ。

　女に囲まれているカズマを遠くからずっと見ていると、自分の女っ気のなさに絶望するらしい。気持ちは分かるけどよ。

「あっ、エルロードが見えてきたわ」

「わー、ベルゼルグ王国の首都よりも立派じゃないですか」

　竜車の速度にも慣れた二人が御ぎよ者しや台に身を乗り出して前方を指差している。

　リーンとロリサキュバスに挟はさまれ胸が当たっているが──。

「もう少しあればうれしいんだけどな……」
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「何か言った？」

「何か言いました？」

「何も言っておりません」

　冷たい視線が俺を挟み撃うちしている。

　心の声が漏もれ出ていたようだ、気を付けよう。

　とぼけるように前を見ると、アクセルの街よりも立派な外がい壁へきと門が見える。

　カズマ達たちの後を追うように門を潜くぐると、賑にぎやかな街並みが目に飛び込んでくる。

「おーっ、うじゃうじゃ人がいるぞ！　それにアクセルと違って着き飾かざった連中が多いな。これだけいるなら、ナンパも成功するんじゃねえか？　なあ、キース」

「……そうだな！　女がいないなら、ここでゲットすりゃいいだけの話だよな！　エルロードにはいい女いっぱいいるよな！」

　キースの肩を摑つかんでわざとテンションを上げて話すと、向こうも乗ってきた。

　仲間達にちらっと視線を送って、お前らも盛り上げろと口パクで伝える。

「そ、その通りだ。キースを好きになる変わり者が一人ぐらいはいるぞ！」

「うんうん。黙だまっていればそれなりなんだから、本ほん性しようがバレないようにずっと筆談で会話したらナンパ成功するかも！」

「そうですね。童どう貞てい丸出しのがっついた感じがなかったら、大だい丈じよう夫ぶですよ！」

「…………どうせ、俺なんか」

　それを聞いたキースが竜車の隅すみで丸くなった。なんか、床ゆかを指でぐりぐりやりだしている。

　あいつらは精せい一いつ杯ぱい褒ほめたつもりのようだが、今のはダメ出しだろ。

「余計に落ち込ませてどうすんだよ！」

「励はげましたつもりなのだが」

「だって、ダストと一いつ緒しよで褒めるところが少ないから、他ほかに言いようがないじゃないの」

「可能性はないに等しいですけど、万が一ナンパが成功したらうちの売り上げが下がりますし」

　あっ、キースが膝ひざを抱かかえたまま横よこ倒だおしになった。最近よく見る落ち込んだ時の姿だ。目は開いているが瞳ひとみに光がない。

「お前ら、もうちょい優しく言ってやれよ！　ダメ人間なのを強調されると、それなりに傷つくんだぞ！　確かにキースは救いようのないクズだが、いつ逆ナンされてもいいように毎朝鏡の前で長い時間髪かみをいじりながら、決め台詞ぜりふの練習をしている努力家だ！　それにナンパが成功してすぐにベッドインできるように、無む駄だに下着だけはこまめに替かえているのを知ってんのか！」

　俺のフォローを聞いてリーンとロリサキュバスが引いた。テイラーは優やさしい目でキースを見つめ肩かたにそっと手を添そえる。

「テイラー、優しくすんな！　ダスト、噓ばっか言ってんじゃねえぞ！　くっそ、見てやがれ。絶対にこの街で彼女を見つけて、お前らより幸せになってやるからな！」

　おっ、嚙かみついてきやがった。少し元気になったか。

　旅の間、自分だけ女がいないと落ち込み気味で扱あつかいづらかったから、これで少しはマシになるといいが。

　やる気が復活したキースがカズマ達を見張っていると、あいつらは見るからに高そうな宿屋に入っていったので、少し離はなれた宿屋に泊とまる事にした。

「竜りゆう車しやとリザードランナーも預かってくれるそうだ。では、仕事を続行しようか」

　宿屋の店員と交こう渉しようしていたテイラーが部屋に戻もどってきた。

　男女別に部屋を分けて、今は俺達の男部屋に集合している。

「しっかし、あのイリスとかいう、お嬢じようちゃん何者なんだ？　あんなに強いヤツ見た事ねえぞ。俺達もそうだけど、カズマ達も護衛の意味ねえよな」

「誰だっていいじゃねえか。うっし、様子を見に行くとすっか」

　キースも不ふ審しんに思っているようだが、これ以上追求されると面めん倒どうなので強ごう引いんに話をぶった切る。

　宿屋の見える路地から入り口を見張っていると、カズマ達が出てきた。

「どっかに行くみたいだが、イリスがいねえな。って、あいつら護衛だろ、ほったらかしでいいのか？　なんてヤツらだ、仕事をさぼってカジノにでも行く気か！」

「あんたじゃあるまいし。たぶん、あの子が気を遣つかって観光にでも行って来たら、とか言ったんじゃないの」

「窓まど際ぎわでお嬢ちゃんが手を振ってるから、わがままを言って出てきたわけじゃないみたいだ。案外、リーンの言った通りかもな」

　額に手を当ててキースが宿屋を覗のぞいている。

　やっぱ便利だよな《千里眼》。目を凝こらしても窓に人ひと形がたがギリギリ見えるかどうかだ。このスキルがあれば、こんだけ離れていても見えるんだよな……。

「なあ、キース。俺に《千里眼》教えてくれよ」

「戦士が覚えられるわけがねえだろ。カズマみたいに最弱職の冒険者なら覚えられっけど」

　くそっ、《千里眼》さえあれば覗きやりたい放題だろ。もしかして、カズマもキースも俺が知らないだけで絶好の覗きスポットとかあって、毎晩ひそかに楽しんでいるんじゃねえか!?

「この裏切り者がっ！」

「なんだ、急に殴なぐり掛かかってくんな！」

「二人ともじゃれている場合か。護衛相手を置いて分断するとは思いもしなかったな。どちらかを無視するわけにはいかないぞ」

「んー、どうする？　全員でカズマ達の跡あとをつけるわけにもいかないよね。誰だれか残ってイリスちゃんの護衛しないと」

「ならば、俺が残ろう。この図ずう体たいのでかさもあって尾び行こうには向いてないからな」

　テイラーが立候補してくれたので、アイリスの子こ守もりは任す事にした。

　街に繰くり出したカズマ達は辺りを珍めずらしそうにキョロキョロと眺ながめている。

　このままただの観光で終われば、尾行しているこっちも楽なんだけどな。

「だな。おっと、誰か近づいてきたぞ。男が三人だ」

　警けい戒かいするキースの声で俺達は表情を引き締しめる。

　何かあった時に対応できるように、カズマ達に見つからないよう距きよ離りを詰つめた。

　向こうは男達に気を取られているらしく、結構近づいたのだが誰も気づいていない。

「見るからにチャラそうな男達だぜ。金持ちのぼんぼんか？」

「みたいだな。おっと、静かに。ここなら耳をすませば、あいつらの声も聞こえるはずだ」

　全員が耳に手を当てて、カズマ達の会話を盗ぬすみ聞きする。

「おおっ、随ずい分ぶんと綺き麗れいな冒ぼう険けん者しやだ。ねえ、そこの金きん髪ぱつ美人のお姉さん、そんな冴さえない男は放ほうっておいて、俺達とこの街でも巡めぐらない？」

　チャラ男の発言を聞いて俺達は顔を見合わせた。

　全員が眉まゆ根ねを寄せて訝いぶかしげな顔をしている。俺もそうだが、あの男が何を言ったのか理解できなかったようだ。

「もしかして、あのチャラ男は……あの三人をナンパしているんじゃねえか？」

「おいおい、笑えない冗じよう談だんだぞキース。どんな命知らずだよ」

「アクセルじゃそんな事する人、誰もいないもんね」

　キースのふざけた考察を笑い飛ばそうとすると、一人黙っていたロリサキュバスが口を挟んできた。

「ちょっと待ってください。アクセルの住民と違ちがって、あの人達はお三方がどういった人か知らないはずです。なので、見た目だけで判断するなら。皆みなさん美人ですし」

　ロリサキュバスの言葉を聞いてはっとなった。

「そうか。俺達はあいつらの本性を知ってるから、間違ってもナンパなんて無む謀ぼうな真似まねをしねえが、あいつらは何にも知らないんだよな。本性を知らなかったら、ただの美人三人娘むすめに見えるのか……」

　俺達も驚おどろいたが当の本人も状じよう況きようが把は握あくできてないようで、三人は辺りをキョロキョロ見回している。

　誰がナンパされたのか理解してないぞ。……アクセルの街では腫はれ物扱いで、美人と褒められる事もないから理解が追い付かないのか。

「なんか、こう、あいつらがかわいそうになってきた……」

「ダストもか。あれだけ外見がよけりゃ、普ふ通つうはこうなるもんだよな……」

「私も日ひ頃ごろの行いには気を付けようと思いました、はい……」

「右に同じく……」

　ナンパされた三人に対してこの場の全員が同情している。日頃の言動って大切だよな。

　黙っていれば美人なのに、アクセルでの奇き行こうがすべてを台無しにしている。

　自分達がナンパされている事にようやく気付いた三人が、あたふたと身だしなみを気にしだす。そんな光景を見て俺達はそっと目元を拭ぬぐった。

　オロオロしていた三人だったが宴えん会かいプリーストが調子に乗った発言をして、相手の男達が少し警戒心を抱いだき始めているのが手に取るように分かる。

　戸と惑まどい始めたチャラ男達を無視して、爆ばく裂れつ娘むすめが一歩前に進み出た。

「つまりあなた方三人は、超ちよう絶ぜつ美少女な私やこの二人の美女とデートするためならば、財も命も惜おしまない覚かく悟ごがあると。だから、一いつ緒しよにデートしてくれないかと。そう言いたいんですね？」

「「「そこまでは言ってないです」」」

　爆裂娘の問いに男達は即そく答とうした。

　おっと、チャラ男もこいつらの危険性に気付いたな。あいつらに背を向けて集まって小声で相談をしている。

「ぼろが出るのが早はええなぁ。ありゃ、ナンパ失敗か」

「そもそも、カズマがそんな事させないでしょ。仲間がナンパされるのを黙っているわけないし」

　まあ、そうだよな。迷めい惑わく行こう為いばかりされて保護者のような立場のカズマでも、ここできっぱりと断るだろう。

「どうぞどうぞ」

「「「「えっ」」」」

　カズマの思いもしなかった返答に、俺達の声とあっちの声が重なる。

「噓うそでしょ？　あっ、カズマが全力で走り去った！」

「仲間を見捨てましたよ!?」

「えっ、おい、どうすんだ!?　このままだとカズマを見失っちまう。……しゃあねえから、俺がダチを追うぞ！　お前らはそいつらを見張っておいてくれ！」

「おい、ちょっと待てよ、ダスト！　面倒な方を押し付けんな！」

　引き留めるキースの声を無視して、俺は全力で逃にげていくカズマの後を追う。

　カズマの行動に驚きはしたが、冷静に考えると理解ができた。あいつらを引き連れたままじゃエルロードを楽しめない。

　ここに来てまでお守もりは勘かん弁べんだと思うよな。あの三人娘は絶対に問題行動を起こすに決まっている。

　どさくさに紛まぎれてカズマを追う事で、俺も厄やつ介かいな連中の担当から外れる事が出来た。後は適当にカズマを眺めながら観光すればいいだけだ。

　エルロードの街を堪たん能のうさせてもらうぜ。
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「「「「「「「「おおおおおおおおおおおっ！」」」」」」」」

　会場が喚かん声せいであふれている。

　カズマは何を思ったのか、カードゲームの大会に飛び入り参加して快かい進しん撃げきを見せていた。

　アクセルの街で見た事もないカードゲームだが、カズマはルールも把握していたようで対戦相手が泣いて謝るぐらいのえげつない攻せめで勝ち進んでいる。

　……が、カズマの事はどうでもいい。こっちはそれどころじゃないからな。

「おい、なんで俺の負けなんだよ！　お前、今回はパスして俺に攻こう撃げきさせろや！　じゃねえと、その手が二度とカードを握にぎれなくなるぜ」

　指を鳴らして対戦相手に凄むと、店員が俺を取り囲んだ。

「お客様、暴力は禁止です！　お客様、ダメです！　ダメだって言ってんだろ！　おい、全員でこのチンピラ取り押さえろ！」

「上等だ！　お前らの顔にダイレクトアタックしてやるぜっ！　一生てめーらにターンは回ってこねえからな！　正々堂々一人ずつかかってこいや！」

「ふざけんな！　上手うまい事を言ったつもりか！　全員でボコってやれ！」

　カードをぶつけてひるんだ店員に飛び掛かったが多勢に無勢、あっという間に取り押さえられて蹴けりまくられる。

　そのまま抱かかえあげられて、何かに突つっ込まれた。

「うおっ、くせえええええっ！　ぺっぺっ！　くそっ、ゴミ箱に放り込みやがったな」

　どうにかゴミ箱から抜ぬけ出すと会場の裏側で、戻って文句の一つでも言ってやろうと意気込んでいたが、カズマが店から出てくるのが見えたので慌あわてて路地に隠かくれる。

　ご機き嫌げんな顔で出てきたカズマは、会場から立ち去って別の場所に向かうようだ。

「放っておいてもいい気がするけど、そうもいかねえよな」

　バレないように隠れながら後を追うと、特に目立った事もせずにレストランで飯を食って、街を散策しながらアクセサリーを売っている店に入っていく。

　中に入るとさすがにバレそうなので外で待っていると、聞きなれた爆ばく音おんが聞こえたかと思うと地面が激しく揺ゆれる。

「爆裂娘がぶっ放しやがったか」

　ほーら、やらかしやがった。やっぱり、カズマについてきて正解だったな。

　今頃げんなりしていそうな仲間に向けて敬礼しておいた。







　夕方まで観光を満まん喫きつしていたカズマを尾行しながら、朝に別れた場所近くまで戻もどると、既すでにチャラ男達がそこにいた。だが、一人減った状態で二人しかいない。

　カズマの仲間の方は……ダクネスは妙みように艶つや々つやした顔をして、爆裂娘を背負っている。宴会プリーストは不ふ貞て腐くされた顔で地面に座っている。

「……何をやらかしやがったんだ」

「知りたいか？」

「うおおおっ、びっくりさせんなよ」

　建物の陰かげに隠れていた俺の背後から声が掛かる。

　俺の肩かたに手を置いて大きく息を吐はいたのはキースだ。その後ろに疲つかれた顔をしたリーンとロリサキュバスもいる。

「なあ、マジで知りたいか、なあ、なあ、なあ」

　怖こわいから、生気のない虚うつろな瞳ひとみで迫せまってくるんじゃねえ。

「い、いや、別にいい。大体予想がつくからな」

「だよな。酷かったとだけ言っておくぜ。柄がらにもなくチャラ男に同情しちまったよ……。あれの面めん倒どうを見ているカズマを今なら尊敬するよ」

「うん。いつもあの三人を制せい御ぎよしているんだよね、カズマは」

「今度お店に来たら目め一いつ杯ぱいサービスさせてもらいます！」

　かなり酷ひどい場面を目まの当たりにしたようで、リーン達は額に手を当てて大きく息を吐いている。

　あっちはチャラ男達と何かもめていたようだが、突とつ然ぜんカズマ達が一いつ斉せいに逃げ出した。

「半分だけでいいからあああああぁぁ！」

　と叫さけぶチャラ男を尻しり目めに俺達は後を追い、宿屋に飛び込んでいったのを確かく認にんしてから自分達も宿に戻った。

　さすがに今日はこれ以上暴れないだろうと、明日あしたの早朝からまた見張りを開始する事にしてさっさと寝ねる。
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「さーて、ぐっすり眠ねむっているな」

　同部屋のキースとテイラーが熟じゆく睡すいしているのを確認してから、ベッドからそっと体を起こす。

　カジノで有名なエルロードの街に来ておいて、このまま眠るなんてもったいない事をするわけがない。それに今日は別件もあるからな。

　抜ぬき足、差し足、忍しのび足で部屋を抜け出すと、ほぼ同時に女部屋から出てきたロリサキュバスと目が合う。

　お互たがいに頷うなずくと肩を並べて宿の外へと出た。

「うーし、夜はこれからだカジノでぱーっと遊」

「びません。今日は付き合ってもらう約束ですよね」

　食い気味に声を被かぶせてきやがった。

　半分忘れかけていたが、これからロリサキュバスに付き合わないといけない。

「サキュバス店の下見だろ。でもよ、候補地とかも決まってないなら、まずはカジノに顔を出してどういった客がいるか情報を集めるべきじゃねえか？」

「確かにそうですね。でも、今日は賭かけ事はダメですよ。手伝ってくれなかったら割引券もなしですからね」

「はいはい。任せておけって。約束は必ず守る男だぜ！」

　親指をビシッと立ててウィンクをしてポーズを決めた。

　そんな俺をロリサキュバスの冷めた目が見つめている。

「じゃあ、ツケをとっとと払はらってくだ」

「よーし、どこ行こうか！」

　これ以上しゃべらせると色々ヤバいので、ロリサキュバスの肩を摑つかんで夜の街へと繰くり出した。







「なんであっさり約束を破れるんですかっ！　その頭に何が詰つまっているんです。もしかして借金のカタに脳みそ売り飛ばしたんですかっ!?」

「うっせえな。まずは客として馴な染じまないと話なんて訊きけないだろ」

　俺は近くのカジノに入ると、レインからもらった前金をチップに交こう換かんして席に座った。

　背後からロリサキュバスが何か言っているが気にしたら負けだ。

　俺の正面に座っているのは無む駄だな脂し肪ぼうを大量に蓄たくわえたジジイ。

　首や手首や指が貴金属だらけなので、かなり裕ゆう福ふくなんだろう。金持ちの強ごう欲よくエロジジイを絵に描かいたようなヤツだ。

　その脂あぶらぎった目ま蓋ぶたの下にある瞳は俺ではなく、背後で心配しているロリサキュバスをじっと見つめていた。

　こいつも最近何かと縁えんがあるロリコン三人組と同じで、こういうのが好みなのか。

「いやー、今日はついてますなあ。ぐふふふふ。どうです、お嬢じようさん。そんな男は放ほうっておいて私とこの後お食事でもどうです？　そこの見るからに甲斐かい性しよう無なしの男なんて捨てて」

「あっ、えっと、いやです」

　舐なめ回すような粘ねばっこい視線に怯おびえたロリサキュバスが俺の背後に隠れる。

「お前、サキュバスなんだから、ああいうのはお手の物だろ。なんでビビってんだよ。バーンと小ぶりな胸とかパンツ見せたら大人しくなるんじゃねえか」

　ロリサキュバスに小声で囁ささやくと、しかめっ面つらになった。

「生理的に受け付けない人もいるんですよ。サキュバスとしてエロい人は好きですが、受け付けない人から欲望を直接向けられると、その、なんと言いますか……キモいです。えっと喩たとえるなら、作者がエロい小説を書いて読者を喜ばせるのと、作者自身がエロの対象になって喜ばせるのは違ちがいますよね？　そんな感じです」

「あー、なんとなくだが分かった」

　あくまで淫いん夢むを見させているだけだからな。演出はしても出演はしていないって事か。店ではあんな下着みたいな恰かつ好こうをしているくせに矛む盾じゆんしてるよな？

「おやおや、断られてしまいましたか。ではゲームを続け……おっと、もうチップがないのではありませんか？」

「くっ」

　確かに俺の手元にはもうチップが残っていない。

　レインからもらった金は殆ほとんど使い果たした。だがな、俺はまだ終わってねえ！

「更さらにチップを追加だ！」

「えっ、もうお金ないですよね。私もお金持ってませんから貸せませんよ？」

「こんな事もあるかと思ってな、昼間換かん金きんしておいたんだよ冒ぼう険けん者しやギルドで」

　俺は結構な金額を取り出し、ディーラーに渡わたしてチップと交換する。

「こんな大金どうしたんですか、まさか……ここでも犯罪をっ!?」

「「「ここでもっ!?」」」

　ロリサキュバスの発言を聞いて、対戦相手と観客が騒さわぎ出す。

「おい、こそっと警備員呼ぶな！　ちげえよ、道中で倒たおしたモンスターを換金しておいたんだよ。なんでか、高そうな部位は根こそぎ取られてたが、他ほかにも売れるところが結構残ってたからな」

「それって、カズマさん達の獲え物ものを横取り……」

「何言ってんだ。あいつらが残した魔ま物ものの処理を代わりにしてやっただけだぜ。感謝される事はあっても、非難されるいわれはねえ！」

　カズマ達は倒したモンスターに興味がなかったのか、ほとんど手を付けずに捨ててあったから有効活用しただけだ。

「金があるなら私は気にせん。さあ、続きを楽しもうじゃないか」

「おうよ。身ぐるみ剝はがされて泣くんじゃねえぞ？」







「バカなんですか!?　ねえ、バカなんですか!?」

　耳元でギャーギャーとロリサキュバスがわめいている。

　あれから数分後、俺はパンツ一枚と剣だけになっていた。

「くそっ、全敗するなんておかしいだろ！」

「それは私も驚おどろいている。まさか、一回も負けないとは……悪い事は言わないから、あんた賭かけ事やめたらどうだ？」

　なんで対戦相手に同情されて諭さとされてんだ、俺は。

　イカサマでもしているのかと思っていたが、相手の反応からしてなさそうだ。

　しっかし、マジで勝てねえな。運に見放されたか。

　運か……。冒険者ギルドでもカードを作る時に幸運の数値が異常に低いと驚かれたぐらいだからな。最近になって、どこぞのプリーストが俺より低い幸運の数値を出したそうだが。

　その幸運のせいかギャンブルをやっても滅めつ多たに勝てないのは事実だ。

　カズマは逆に幸運の数値が高いらしく、今まで数十回勝負してきたが一度も勝てない。どうにかカズマに勝てないかとありとあらゆる方法を試ためしてきたが、全敗街かい道どうまっしぐらだ。

「男には引けない事があるんだよ！　これだけ負け越こしたんだ次は勝つに決まってる！　そういう流れが来ている！」

「それはダメな人の発想ですよ!!　さっきも同じ事を言って負けてましたよね!?」

「やる気は買うが、もうチップがないではないか。金も尽つきたのではどうしようもないと思うが」

　ジジイの言うとおりだ。財さい布ふはすっからかん。もう担保になる物すらない。

　となると残されたのはこの剣のみか。でもこれは、賭けの対象にしていいような物じゃない。

「そうだな、やめるか」

「もし、どうしても続けたいのであれば、こちらのお願いを聞いてもらおうか。そうすればチップをいくらか都合しようではないか」

　このエロジジイ、無理難題を押し付けようとしているな。それはあのニヤケ面を見れば一発で分かる。

　ただ、その視線の先にいるのがロリサキュバスだったので、

「よっし、その話乗った！」

　即そく答とうした。

「ま、まだ説明をしてないのだが、いいのか？　ではチップを与あたえる代わりに……お連れのかわいい女性を一晩貸してもらえぬか？　おっと、無む茶ちやを言っているのは理解しておる。なので、次の勝負でそちらが勝てばチップの代金も無用。願いも取り消しというのでどうだ」

「いいぜ」

「「えっ？」」

　即決すると、ジジイもロリサキュバスも啞あ然ぜんとしている。

　俺の言った事が聞こえなかったのか？

「だから、別に構わないぜ」

「ちょっ、ちょっとおおおおっ！　何勝手に決めているんですかっ!?　同意してませんよ、私！」

　後ろからめっちゃ体を揺ゆらされているが、平然と相手を見み据すえておく。

「あーそのなんだ、もう少し考えてみてはどうだ。ええと、その子は嫌いやがっているようだぞ。それに、かなり幼く見えるが法的に大だい丈じよう夫ぶだろうか？　たまには若い娘むすめと酒を酌くみ交かわしたいだけで、決してエロい目的ではないのだが、それでもこういう事は二人でじっくり話し合ってから決断しても遅おそくはないのでは」

　ジジイが早口で言い訳じみた言葉を並べる。

　提案した方が怖おじ気けづくなよ。

　さっきまでのエロジジイっぷりはどこに行きやがった。もしかして、ただ単に言動が怪あやしいだけで本当は気のいいジジイなのか？

「つまり一晩こいつを貸して、いい夢を見させればいいんだろ？」

「ま、まあ、そうだが。言い方というものが……。それに改めて言われると罪悪感があってな……」

　いい歳とししたジジイが指をもじもじさせんな、気持ち悪い。

「こういうのは堂々としたらいいんだよ！　物事ってのは怖気づいたら負けだ。常に自分が正しいと言い聞かせて偉えらそうにしてたらいいんだっての。ほら、俯うつむいてないで胸を張ろうぜ！　もっと偉そうに傲ごう慢まんに！」

「そ、そうか。分かった。うはははははははっ！　貧びん乏ぼう人共が、金が欲しくば媚こびるがいい！　跪ひざまずいて靴くつの裏でも舐なめてみるか？　がーはっはっはっ！」

　ジジイが大口を開けて馬ば鹿か笑いをすると、ちらっとこっちを見る。

　おいおい、欲しがり屋さんめ。俺の採点が知りたいのか。

　両りよう腕うでで丸を描くようにして掲かかげて頷うなずくと、オッサンは破顔した。

「二人で分かりあわないでくださいよ！　私の立場は、ねえ!?」

「いいじゃねえか。酒飲むだけなら、なんも減りゃしねえだろ？　あいつは金持ちそうだから、うまくおだてれば支店の土地を優ゆう遇ぐうしてくれるかもしんねえぞ。それにエロい恰かつ好こうでもして人気を取っておけば、ここで出店した時に他のサキュバスと比べて一歩有利になるんじゃねえか？」

「あっ、なるほど。そうですね……じゃあ、私も全力でアピールしながら応おう援えんしますよ！」

　ロリサキュバスが着ている服をバッと脱ぬぎ捨てると、サキュバス店でのエロい恰好になった。

　こいつはサキュバスとして認められたいという欲求が強いからな、そこを刺し激げきするとあっさり乗ってくる。

「「「「うおおおおおおっ！」」」」

　騒いでいた俺達を迷めい惑わくそうに見ていた他の客達が、下着同然のエロい恰好を見て一いつ斉せいに沸わく。

　周りの反応がまんざらじゃないようで、ロリサキュバスは笑え顔がおで喚かん声せいに応こたえ愛あい嬌きようを振りまいている。コウモリのような羽も出ているが周りはコスプレだと思っているようだ。

「お前、さっき自分がエロの対象になるのは違うとか言ってなかったか？」

「そんな事、言いました？」

「こ、このアマ……」

　かわいらしく小首を傾かしげてごまかしてんじゃねえぞ。

　まあいい。対戦相手のジジイの鼻息が荒あらくなっているから、冷静な判断もできねえだろうな。これなら余よ裕ゆうで勝てるんじゃねえか？

　さあ、こっからが本当のマジの本番だ！







「おっかしいだろうがよ！　なんで全敗なんだよ!!　イカサマだろ、こんなの！」

「い、いや、普ふ通つうに運がないだけではないかと」

　対面に座るジジイはぼろ勝ちしたというのに冷や汗あせを額に浮うかべていた。

　ジジイの隣となりにはロリサキュバスがいて、笑顔でお酌しやくをしている。

「諦あきらめてください、ダストさん。私はこの方と豪ごう勢せいなご飯を一いつ緒しよに食べてきますから、一人で帰ってくださいね」

「こ、こいつ……！」

　勝負の最中にオッサンがかなりの富ふ豪ごうで土地持ちだと分かった途と端たん、ロリサキュバスは俺の応援をやめて自ら進んで向こう側につきやがった。

　ジジイもだらしなく鼻の下を伸のばしてんじゃねえぞ。

「何が食べたいんだい。好きな物を好きなだけ食べさせてあげよう！」

「きゃー、うれしいですぅ。ごちそうになりまーす」

　媚び媚びだな、おい！

　両方とも下心ありまくりの会話に寒気がしたが、パンツ一丁なのも要因の一つか。

「俺は認めねえぞ！　こんなに負け越すなんて滅多にねえからな。絶対になんかイカサマやってるに違ちがいねえ！」

「そうよ、そうよ！　ここのカジノはおかしいわ！　裏で悪い事をしているに決まってる！　私のような美人プリーストを罠わなにはめて『へへっ、金が払はらえないなら分かっているよな？』と脅おどしてエロい事をするつもりなんでしょ！　今なら罪を告白して、懺ざん悔げをして、賭け金を返して、今日の儲もうけをすべてアクシズ教に寄付したら見み逃のがしてあげます！」

　俺の抗こう議ぎの声よりも大声で妙みような事を叫さけぶヤツがいる。

　つい振ふり返ってしまった俺の目に映るのは、青を基調とした修道服を着た女だった。

　……最悪な事にその顔に見覚えがある。以前、ミツなんとかの魔ま剣けんを買った時に絡からんできたアクシズ教のヤバいプリーストだ。

　名前は知らないし知りたくもないが、関かかわるとろくな目に遭あわないのは確かだ。

「おい、プリースト様がなんでカジノにいるんだよ」

「アクシズ教はギャンブルを禁止していません！　教義にはこうあります。『自分を抑おさえて真面目まじめに生きても、頑がん張ばらないまま生きても、明日は何が起こるか分からない。なら、分からない明日のことより、確かな今を全力で生きなさい』と！」

　堂々と頭のおかしい教義を口走るこいつは、俺の事を覚えていないようだ。

「その考えには全面的に同意するけどよ、いいのかお前らそれで本当に……」

　アクシズ教がヤバいのは宴えん会かいプリーストを見ていれば嫌でも分かるが、本当に質たちの悪い連中だ。魔王もアクシズ教には手を出さないと噂うわさされるだけの事はある。

「お、おい！　誰だれだあんな厄やつ介かいな客を入れたのは！」

「アクシズ教にだけは関わるなと散々言っておいただろ！」

「すみません！　初めだけは大人しかったので……」

　この女がアクシズ教と知って、ディーラーや店の関係者が騒さわいでいる。

「そんな事より、あなたも悪質なカジノの憐あわれな犠ぎ牲せい者なのですね！　共に巨きよ悪あくと闘たたかおうではありませんか！　不当な賭かけ事での出費を取り戻もどしましょう！　というか返してくれないと今日の宿しゆく泊はく代もままならないの！」

「宿泊代も摩すったのかよ。おいおい、もうちょい自重しようぜ」

「……自分の姿を省かえりみようとは思わないの？」

　どうやらパンツ一枚では説得力がなかったらしい。

「今回は見み逃のがしてあげますから、私の賭け金だけでも返すように。そうじゃないと、行方ゆくえ知れずになったゼスタ様を探しに行くといって、無理やりもぎ取った旅費が底をついてしまうのよ！」

「お、お前……」

　ゼスタというのが誰かは知らないが、人探しに来てなんで博ばく打ちやってんだ。

「もし、返さないのであれば私にも考えがあります。明日からここのカジノをアクシズ教徒の待ち合わせ場所に指定するわよ！　みんなで毎日お客を勧かん誘ゆうしながら地面に落ちているコインを拾って、面おも白しろおかしく日々をすごしちゃうから！」

「最悪だ！　それだけはやめてくれ！」

　プリーストの脅しに店長らしき男が焦あせっている。

　ここは俺も便乗して一緒に騒ぐか。敵に回すと恐おそろしいアクシズ教徒だが、味方にすれば他ほかのヤツらはビビるからな。

　……正直、アクシズ教徒は味方にするのも不安があるが、一時的な共きよう闘とうなら大丈夫だろう。

「そうだ、そうだ。頭のおかしい連中がたむろする事になんぞ！　それが嫌なら、負けた金を全部戻しやがれ！　あと、この後の勝負を全部勝たせるように、分かったな！」

「そうよ、そうよ。あんた、いい事を言うじゃないの。特別にアクシズ教に入信する権利をあげてもいいんだからねっ！」

　なんで急に照れて怒おこったような言い方してんだ、こいつ。

　さりげなく入信書とペンを突つきつけんな。

「あれ？　……こういう言い方を童どう貞ていは好むって聞いたんだけど」

「だ、誰が童貞だ！　俺は百戦錬れん磨までアクセルの街では毎夜ひっきりなしで相手しまくりで、寝ね不足だったんだからな！」

「えっ、ダストさんは相手がいないから、うちの店を利用していたのですよね？　夜もぐっすり寝ていましたよね？」

　このロリ、余計な事を……。

　お前はそのオッサンのご機き嫌げん取とりだけしておけばいいんだよ！

「ところで、あなたどこかで会った事ない？　そのチンピラっぽくて冴さえない顔に見覚えがあるような、ないような……。イケメンだったらすぐに思い出せるんだけど」

「ほっとけ。そんな事より、お前らどうなんだ？　このまま、俺達に金を返すかアクシズ教徒のたまり場になるか、好きな方を選びな！」

「ついでに入信してもいいのよ！」

　俺達二人がすごむと店長らしき男がため息を吐ついて手を振ふり上げ、勢いよく振り下ろし俺達を指差した。

「こいつらを店の外に叩たたき出せ！」

　俺達は黒服の男に囲まれると、問答無用で店の外のゴミ箱に放ほうり込まれた。

「またゴミ箱かよ！　この臭においにも慣れそうだぜ」

「この美人プリーストをゴミ箱に放り込むなんて、罰ばちが当たるわよ！　……汚けがされた美人プリーストってなんかエロいわね。あっ、このお弁当、手を付けてないじゃないのもったいない」

　ゴミ箱から勢いよく顔を出したプリーストが残飯を手に喜んでるぞ……。まさか、食う気なのか!?

　他にも何かないかあさってんな、このプリースト。アクシズ教、破は天てん荒こうすぎるだろ。

「臭いも大だい丈じよう夫ぶね、腐くさってないみたい。そこの迷えるチンピラ狼おおかみ。汝なんじ、飢うえているのであれば、このお弁当を格安でお譲ゆずりしましょう」

「ふざけんな！　そんなもん食うか！　お前が食えばいいだろ！」

「聖職者がそんな真似まねするわけないでしょ。常識ってものがないのかしら」

「常識的なプリーストは残飯を人に売りつけたりしねえ！　だからアクシズ教徒は苦手なんだよ！」

　アクシズ教徒の総本山に行った時に痛感したが、こいつらと関わっても得はない。

　分かっていたはずなんだが、勢いで関わるべきじゃなかった。

「ところであなた、素すっ裸ぱだかのくせしてなんで剣けんだけ持っているの？　さっきお金ないって言ってたみたいだけど、だったらそれ売ればいいのに。あっ、良い事思いついたわ。それを私に預けてよ。アクア様に誓ちかって買値の数倍にして返してあげるから」

「嫌いやに決まってんだろ！　お前んとこの神様に誓うなんて信用ゼロだろうが。これはとても大切なお方から頂いた逸いつ品ぴんだ。お前みたいな女に誰が渡すか！」
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　奪うばおうとしてきた女プリーストから剣を庇かばう。

「何よ、大おお袈げ裟さね。剣を愛いとおしそうに抱だきしめて……まさか、そっちもいける口なの？　アクシズ教は同性愛も近親愛も異種族間愛も認めているけど、物品愛はレベルが高すぎるわ」

　何かを勘かん違ちがいしているようだが、もう指し摘てきするのも面めん倒どう臭くさい。

「お金がすっからかんになっちゃったわ。アクシズ教徒を探すか、エリス教に嫌がらせをしに行くか悩なやむわね」

「悩むなよ。それよりもお前さん、さっき誰かを探しにエルロードへ来たとか言ってなかったか？」

　名前は忘れたが誰かを探しに来て旅費を摩ったとわめいていた。

　問いかけられた当人は腕を組んで首を傾かしげている。しばらくして、目を見開くと両手をパンッと打ち鳴らす。

「もちろん、覚えてますよ。ええ、しっかりと覚えていました。私はアクシズ教団の最高責任者であるゼスタ様を探しに来たのです！」

「忘れてたよな……」

　疑いのまなざしを向けると、すーっと目を逸そらした。

　こいつ完全に忘れて遊び惚ほうけてただろ。

「何を仰おつしやっているのか分かりませんわ。ゼスタ様がギャンブルで負け越こして心が弱っている客を捕つかまえては、言葉巧たくみに甘い言葉で勧誘しているという情報をゲットして、カジノを見張っていたのです！」

「やめろよ、そういう勧誘方法は……」

「何を言っているのですか？　普ふ通つうに勧誘してもアクシズ教に入る人は少ないのですから、手を替かえ品を替え努力しないと」

「なあ、努力の方向性間ま違ちがってないか？」

「何がです？　変な事を言う人ね」

　アクシズ教の考えには同意できるところもあるが、ここに入信したら何かが終わるような気がする。別の何かが始まる気もするが。

「じゃあ、ギャンブルなんかしてないでゼスタとかいうのを探すか布教活動しとけよ」

「ぶっちゃけ、ゼスタ様はいなくても教団にとって何も困りませんし、むしろ教団運営がスムーズにいきます。布教活動はできればイケメンの金持ちを狙ねらいたいのですよ。だから、こうやって日々カジノに足あし繁しげく通っているのです！」

　分かっていたが、こいつダメなヤツだ。

「私は忙いそがしいので貧びん乏ぼう人と話している暇ひまはないの。早く金持ちを入信させて、賭け金を貢みついでもらわないと」

　自じ称しよう美人プリーストがゴミにまみれた恰かつ好こうのまま、夜の街へと消えていった。

　あのゴミの臭いをどうにかしないと勧誘どころじゃないが、これ以上関わりたくないから放っておこう。

「……帰るか」

　どっと疲つかれて軍資金もなくなったので、大人しく宿に戻る事にした。
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「とっとと、起きろ。カズマ達に動きがあったぞ」

「んあー、まだ朝じゃねえか」

「朝は起きるものだ」

　テイラーが意味不明な事を言っている。

　ベッドから上半身を起こして窓に顔を向けると、朝日が射さし込んでいた。

　窓まど際ぎわからキースが外を覗のぞいている。

「早朝から真面目まじめなこった。ちゃんとした恰好してやがるな、何処どこかに行く気か？」

　俺もキースの後ろから覗き込んだが、点にしか見えない。

　女部屋にリーンを呼びに行くと、寝ぼけ眼まなこのロリサキュバスがいた。

　あー、やっぱ、そうだよな。サキュバスとエロいジジイが二人でいたら、そうならない方がおかしい。

　周りに聞こえないように小声でロリサキュバスに囁ささやいて、昨日あれからどうなったのか訊きいてみた。

「昨日はお楽しみだったか？」

「はい、優やさしいおじいちゃんでしたよ。私と似た孫がいて、その子が冷たく当たるので孫をかわいがる事ができないらしくて、代わりに思いっきり甘やかされました！　サービスで孫と遊ぶ夢も見させてあげました！」

「そりゃ、よかったな」

　予想していた展開とまったく違ちがうじゃねえか。エロい展開はなかったのかよ。

「あれ？　もしかして、心配してくれていました？」

「してねえよ。にやけながら肘ひじで脇わき腹ばら突つつくな！」

　なんでサキュバスを心配すんだよ。ほんのちょっとは俺の責任もあるから、酷ひどい目に遭あってないか少しは心配だったが。

「はいはい、じゃれてないで行くわよ」

　寝起きで若じやつ干かん不ふ機き嫌げんなリーンに引っ張られて、俺達は宿を出る。

　カズマ達はまっすぐに城に向かっているようだ。

　城の前で何やら騒さわいでいるようだが、大人しくなってから数分が経過した。

「追い返されているわけでもないようだが、かといって入城も許可されないようだな」

　テイラーが腕うでを組んで唸うなっている。

　おかしいぞ。一国の王女が訪ねてきたのだから、まずは城に招き入れるのが常識だ。門の外で待たせる行こう為いは侮ぶ辱じよくと取られても文句は言えない。

　もしかして、わざと挑ちよう発はつしてんのか？　エルロードとベルゼルグ王国の関係は良好だったはず。こんな事をしてなんになるのかさっぱり分からん。

「赤毛のガキがぞろぞろ人を連れて出てきたな。なんかもめているみたいだけど、あー、めぐみんとアクアを無む駄だに挑発して怯おびえてやがる。バカだねー、あの二人を敵に回すなんてよ」

《千里眼》で覗のぞき見をしているキースが手を叩たたいて面おも白しろがっている。

　紅こう魔ま族は冗じよう談だんが通じないからな。特にあの爆ばく裂れつ娘むすめは導火線が短いくせに、爆発の威い力りよくが尋じん常じようじゃない。挑発も命いのち懸がけだ。

　アクアはアクシズ教のアークプリーストだ。つまり、あれだから関かかわらない方がいい。

「なんか、偉えらそうな男が場を収めて中に入っていったな。どうするよ、場内までは監視は無理だぞ」

「レインも城に入ったら放っておいていい、って言ってたからな。じゃあ、ここからは自由時間でいいんじゃね？　じゃあ、おつかれー」

「いいわけないでしょ」

　手を振ってその場から立ち去ろうとしたら、リーンに襟首摑つかまれて引き戻もどされた。

　ちっ、うまい具合に抜ぬけられると思ったのによ。

「カズマ達が出てくるまで、大人しく見張っておくぞ」

　テイラーの指示に従い、俺達が城門の近くで暇を潰つぶしているとカズマ達が出てきた。アイリスが落ち込んでいるのを、周りが慰なぐさめているように見える。

「お嬢じようちゃんは婚こん約やく者に会いに来たんだよな？　城勤めをしている婚約者と喧けん嘩かしたって事か？」

「さーてな。俺達は護衛の見張りだ。お家事情とか婚約はどうなろうと関係ねえさ」

　キースのどうでもいい疑問に適当に答えると、仲間達が半眼でこっちを見た。

　同情するのは勝手だが、俺達がどうこう口を出していい問題じゃない。少し心配だがカズマ達がいるので、お姫ひめ様の事は任せておいて大丈夫だろう。

「……言い方はあれだが、ダストの言う事ももっともだ。尾び行こうを続けるとしよう」

　テイラーの言葉に渋々納なつ得とくしたリーン達が後を追う。

　結局、今日一日は特に変わった事もなく平へい穏おんに過ぎた。
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　次の日はカズマとアイリスだけが城に行き、他ほかの三人は別行動をするようだ。

　ロリサキュバスは今日も金持ちのオッサンとご飯を食べて、街の案内をしてもらうそうなのでここにはいない。

「でだ、時間がないからとっとと決めるぞ！　じゃんけんで勝ったヤツから誰だれを見張るか決める。それでいいな？」

　俺がそう言うと全員が頷うなずく。

　そして今日一日の運命を決めるじゃんけんが始まった。

「よっし！　俺はカズマを担当させてもらうとしよう」

　一番に勝ち抜ぬけたテイラーがニヤリと笑う。

「くそっ、一番楽なのを取られちまった。残りはあの三人かよ……。全部外れじゃねえか」

「ダスト、外れにしてもマシなのと、より酷ひどいのがあるだろ」

「次に勝たないと嫌いやな予感しかしないわ」

　キースとリーンが今まで見た事もないような真しん剣けんな顔をしている。

　正直、どれも微び妙みようだがまだ良識があるヤツもいるからな。

「じゃあ、やるぞ！　じゃんけん……」

「「「ぽん！」」」

　俺が出した手はパー。隣となりのキースもパー。そして、リーンは……チョキだった。

「やった、やったー！　はい、ダクネス取った!!」

「くそおおおおっ！　リーンにやられたっ！　最悪の内でマシなの取られちまった！」

「おいおい、爆裂娘と宴えん会かいプリーストしか残ってねえぞ……。なんだこの究極の二択たくは……」

　飛び跳はねて喜ぶリーンと、地面に崩くずれ落ちるキースと俺。

　ダクネスも無む謀ぼうな真似まねや変態行為が問題にはなるが、戦せん闘とう中以外はまともに見える。何かの拍ひよう子しにドＭのスイッチが入らない限りは比ひ較かく的てきマシな方だ。

「次の勝負、勝っても負けても大差ない気がするのは気のせいか」

「奇き遇ぐうだなキース。俺もそう思うが……あれだ。一発大きな問題を起こす方か、継けい続ぞくして厄介事を起こし続けるかの違いはあるぞ」

「きついのを一発食くらって瀕ひん死しの重傷を負うか、毒のダメージを食らい続けるかの差か……」

　どっちがマシかと問われたら、どっちも嫌だ。

　悲痛な面おも持もちのキースとじゃんけんをした結果──。

「爆裂娘かよ……」

　俺の担当は残り物の爆裂娘か。

　ちなみにじゃんけんで勝ったはずのキースは、あまりうれしそうじゃなかった。







「しっかし、どこまで行く気だ？」

　爆裂娘は目的地が決まっているようで、一いつ切さいの迷いも見せずカジノが建ち並ぶ繁はん華か街がいを抜ぬけていく。

　街を出て結構な距きよ離りを歩いていくと、周りは民家もない自然豊かな場所になった。

　川があるが無む邪じや気きに水遊びをするようなキャラじゃないのは分かっている。

「カズマもあんな問題児を見張りも無しに野に放つなよ」

「分かってないわね。ロリっ子は少々やんちゃな方がかわいいでしょ。今日もプリプリなお尻しりが元気に揺ゆれてるわぁ」

「うおおおっ!?」

　耳元でいきなり聞こえた声に驚おどろいて顔を向けると、一昨日おとといの女プリーストがいた。

　なんでこいつヤバい目をして涎よだれ垂らしてんだ。

「ど、どっから現れやがった」

「めぐみんさんの居る所に私ありですよ。朝に見つけてから周りの人がいなくなるのを待ち続けて摑んだチャンス！　ここなら人ひと気けもありません。ちょっと、挨あい拶さつついでに体をまさぐっても許されるわよね！」

「ちょい待て」

　めぐみんの方に歩いていこうとする女プリーストの腕うでを摑つかむ。

「えっ、この状じよう況きようでナンパ？　強ごう引いんなのも嫌きらいじゃないけど、今はそんな気分じゃないの。それにお金持ちかイケメンかその両方にしか興味ないから」

「誰がそんな奇特な事するかよ。今尾行中なんだよ、お前が行ったらバレるだろ」

「えっ、ロリっ子を追いかけるなんて………変態じゃないの!?」

「お前、よくも人の事が言えるな！　その口ぶりだと爆裂娘と知り合いなのか？」

「一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入った仲よ。肉体と魂で繫つながったお姉ちゃんみたいなものね！」

　自信満々で言い放っているが、こいつのあらゆる言動が噓うそっぽい。

　というよりアクシズ教徒の言う事を真に受けるヤツはいねえよな。

「姉うんぬんはどうでもいいけどよ、知り合いなのか。………あれだ、再会の挨拶はもうちょい待ったらどうだ？」

「なんでよ。今すぐハグしてロリ臭を胸いっぱい吸い込みたいのに」

　危ないヤツだとは思っていたが、ここまでだったとは。

　爆裂娘がヤバい目に遭あうのはどうでもいいが、俺達の存在がカズマ一行に伝わるのは不味まずい。

　ここは適当な事を言って足止めするしかねえな。

「どうしても行きたいなら止めやしねえよ。でもな、本当にいいのか？　今あいつはどこにいると思ってんだ。ここは川沿いで一人っきりだ……つまり、分かるよな？」

「ま、まさか。トイレ──」

「水浴びだろ」

　変態発言を遮さえぎるように言葉を被かぶせる。

「そうなると話は別ね。分かりました、ここは涙なみだを吞のんで我が慢まんします！」

　歯を食いしばってこぶしを握にぎり締しめる程ほどじゃないとは思うが、自重するならそれでいい。

　二人で爆裂娘を遠巻きに観察していると、川沿いを更さらに進んでいく。

　しばらくすると視線の先に柵さくで覆おおわれた一帯が現れた。

「看板があるな、何々……カモネギ養よう殖しよく所じよ。そういや、カジノでここの観光名所の一つがカモネギ養殖所とかって聞いたな。あれっ？　職員ともめてないか」

「何かあったらすぐに飛び出さないと！」

　鼻息の荒あらい女プリーストを警けい戒かいしながら目を凝こらす。

　養殖所に近づこうとしている爆裂娘を職員らしき連中が懸けん命めいに止めている。

　何を言っているのか聞こえる距きよ離りまでそっと近づくと、連中の叫さけぶ声が聞こえてきた。

「また来たぞ！　全員、取り押さえろ！」

「誰かロープ持ってこい！　口も塞ふさいでしまえ！」

「な、何をするのですか！　や、やめろー!!」

　暴れる爆裂娘を職員が取り押さえようとしているが、予想外の抵てい抗こうに苦戦している。

「ロリなくせして力があるぞ！　痛っ、このっ、暴れるな！」

「子供だと思うな！　血に飢うえた野や獣じゆうだと思え！」

　少女が大人の男達に羽は交がい締じめにされそうになっている。この光景だけなら助けに入るべき場面なんだが、……日ひ頃ごろの行いを考えると何か理由がありそうだ。

「私のめぐみんさんに何をするんですか！　ちょっと、放しなさいよ！」

　今にも飛び出しそうな女プリーストの服の裾すそを摑む。

「お前のじゃねえよ。どうせ助けるなら、もっとピンチな方が感謝してくれるんじゃねえか？」

「ピンチに颯さつ爽そうと現れる、お姉さまと慕したう美人プリースト！　悪くないわね。あんたなかなか良い事を言うじゃない！」

　プリーストが私利私欲で目を瞑つむるのはどうかと思うがアクシズ教徒だからな。ツッコミは入れねえぞ。

　しかし、なんで爆裂娘は簀す巻まきにされてんだ？

　こんなことなら、一昨日何かやらかしたとキース達が言っていたのを詳くわしく聞いておけばよかった。助けるとしても俺達がいるのがバレるわけにはいかない。

「もう少し、様子を見るか」
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　更に距離を詰つめると、何を話しているのかはっきり聞き取れるようになった。

「よくもまあ、一昨日の今日で顔が出せたな！　俺達が精せい魂こん込めて育てたカモネギ達を爆ばく殺さつしやがって……」

「カモネギの群れがいたら、問答無用で爆裂魔ま法ほうを撃うつのは常識じゃないですか！」

「そんな常識聞いたこともねえよ！」

　なるほどな。一昨日、爆裂娘がやらかした騒そう動どうってのが、カモネギ養殖所での爆裂魔法騒さわぎか。

　カモネギは経験値も肉もおいしいモンスターで、冒ぼう険けん者しやにとって絶好のカモなのは認めるが、人が育てているところに撃つか普通……。普通じゃなかったな。

「ここのカモネギは倒たおされるために育てているのではないのですか。それならば名も知らぬ冒険者や貴族連中に倒されるより、爆裂魔法の使い手である、この大魔法使いめぐみんの糧かてになったのを喜ぶべきです！」

「あの世でむせび泣いてるわ！」

　マントを翻ひるがえして胸を張っている爆裂娘は、非難を浴びているというのに素知らぬ顔だ。神経が図太いのはここでも変わんねえな。

　よっし、こいつは助けないでいい！

　どう考えても職員側は悪くない、放置だ。

「一昨日の賠ばい償しよう金なら、あの人達が払はらったはずですよ」

「ああ、若者が半泣きで払ってくれたよ……」

　こいつが吹ふき飛ばしたカモネギ代をチャラ男が払ったのか。

　そうか……あいつらも苦労したんだな。かわいそうに。

「もう、帰ってくれよ。これ以上、あんたと関かかわりたくねえんだって」

「ふっ、そんな事を言っていいのですか。ダクネスにお小こ遣づかいをもらったので、今日はちゃんとカモネギ代持ってきました」

「あんた、あんだけ吹っ飛ばしてまだ気が収まらないのか……。もういいよ、好きにしてくれ。満足したらとっとと帰って、二度と関わらないでくれ」

　疲つかれ切った表情の職員達から解放された爆裂娘は、嬉き々きとして生き残りのカモネギ達を追い回している。

　誰かカズマ呼んできてくれ……。

「めぐみんさん楽しそう。ふふっ、私も参加しようかしら」

「話がややこしくなるからやめとけって。そういやあんた、人探し中じゃなかったのか？」

「あっ……。でも、行方ゆくえ不明のゼスタ様の捜そう索さくより、めぐみんさんのはしゃぐ姿を視し姦かんする方が大事だと思うの」

「思わねえよ。あいつの泊とまってる宿屋の場所教えてやるから、会うなら夜にしたらどうだ。お前と同じアクシズ教徒の青髪がみプリーストもいるぜ」

　このまま再会させると尾び行こうが厄やつ介かいになるので、そんな事を提案したら目を丸くして驚いてやがる。

「アクア様もいらっしゃるの？」

「おう、そうだぜ。やっぱ知り合いか。アクシズ教徒は数が少ないからな」

「そうなると話は別ね。……ちょっとゼスタ様を探してくるわ！」

　あっさりと爆裂娘を諦あきらめると何処どこかに走っていった。

　アクシズ教徒の考える事はよく分からん。
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　カモネギ殲せん滅めつに満足した爆裂娘が宿に戻もどると、カズマ達も既すでに帰ってきていた。

　リーン達から話を聞くと、ダクネスは街で何やら聞き込みをしていたらしい。宴えん会かいプリーストはカジノで小遣いを全部摩すったそうだ。

　夜には特に動きがなかったので俺達も休む事にした。

　それからは、カズマとアイリスが毎日城に向かい、残りの連中は思い思いの行動をしていた。あれ以来、大きな騒動もなく日々が過ぎていく。

　……たまに城の方から喚かん声せいや悲鳴や轟ごう音おんが聞こえてくるぐらいで。

　このまま楽ちんな日々を過ごしながら観光気分でいられるのかと思っていた矢先、城から戻ってきたカズマの様子がおかしい。

「カズマは怒いかり狂くるっていたぜ。『あいつは許さん！』とか、ぶつくさ言ってたしよ。それにお嬢じようちゃんはかなり落ち込んでいて、カズマが話しても上の空って感じだったな」

　今日のカズマ担当のキースが腕を組んで空を仰あおいでいる。

「ねえ、これって本当に婚こん約やく相手への顔見せだけなの。なんか、怪あやしくない？」

「依い頼らい主のレインがそう言っていたんだから、信じるしかねえだろ。もし裏があるとしても知りようがないからな。それよりも、今後どうするよ？」

　俺達の仕事はカズマ達の見張りとアイリスの護衛だ。この一件が王国に関わる一大事だとしても深入りする理由がない。

　一いつ介かいの冒険者にやれる事なんてないからな。王女様の夜の気晴らしに付き合うぐらいが限界だ。

　それにお姫ひめ様には心に決めた相手がいるみたいだからな、ケアは任せたぜ親友。

「カズマは時折、とんでもない事をやらかすからな。正直、心配ではある」

「カズマっていつもは保護者役だけど、変に行動力があるよね」

　テイラーとリーンが心配するのも無理はない。

　カズマ達はアクセルの城じよう壁へきの破は壊かいと領主の屋や敷しきを吹き飛ばしたという前科がある。加えるなら、結婚式場でダクネスをアルダープから奪うばったりもした。

　とんでもない事を、このエルロードでやらかしても何ら不思議ではない。というか既にいくつかやらかしている。

「あっちの宿屋に誰だれかが忍しのび込んで情報収集するってのはどうだ？」

「それなら、私がやってもいいですか？　ここまで連れてきてもらったお礼をしたいですし。私の魔法は戦せん闘とうでは無力ですけど、こういう時は力になれると思います！」

　勢い良く手を挙げて立候補したロリサキュバスにすべてを任せようと思ったが、なぜか俺が同行する事になった。







「なんで、俺も忍び込まねえといけねえんだよ」

「ここ数日、見張るふりをしてカジノに入り浸びたっていたからじゃないですか？　それも勝手に帰りの旅費を使い込んで」

　カズマ達が泊まっている高そうな宿屋の近くでぼやくと、隣となりにいたロリサキュバスが呆あきれた顔をした。

「しゃーねーだろ。そこにカジノがあるのが悪い！」

「自制心とかないんですか？」

「ねえな！　やりたい事はやる！　やりたくない事はさぼる！　それが男の生き様だ！」

「世界中の男の人に謝ってください」

　ごちゃごちゃうるさいロリサキュバスを無視して建物を見上げた。

　俺達の泊まっている宿屋と比べると明らかにランクが上の外観をしている。

「忍び込むにしても、こういうとこは簡単に出入りできねえよな。さーて、どうすっか。とりあえず火を放って従業員が飛び出してきた隙すきに入り込むか。じゃあ、頼たのんだ」

「嫌いやですよ！」

　重要な任務を譲ゆずってやったのに、拳こぶしを振ふり下ろして抵てい抗こうしている。

「方法は考えてあります、私に任せてください。簡単に入れますから、ついてきてください」

　自信満々で宿屋の前に立つと、そのまま扉とびらを開けて入っていく。

「お、おい。追い出されるぞ！」

　心配して呼び止めるよりも早く、宿屋の警備員らしき男達が俺達の前に立ちはだかる。

　だから言わんこっちゃねえ！

「こんばんはー」

　厳いかつい男達に怯おびえずに平然とロリサキュバスが挨あい拶さつをしている。何を考えてんだ？

「おー、よく来たね。今日も遊びに来てくれたのかい」

　男の壁かべが二つに割れると、そこにはカジノで俺と熱い戦いを繰くり広げたジジイがいた。

　あいつもここに泊まっていたのか。

「うんうん。今日はお友達のダストさんも連れてきちゃいましたけど、ダメでした？」

「いーや、構わないよー。ロリーサちゃんのお友達なら大だい歓かん迎げいだ。……んー、カジノにいた彼か。おじいちゃん、チンピラと付き合うのは感心しないな。ロリーサちゃん、お友達は選ばないといけないよ？」

　横目で嫌そうにこっち見んな。

「はい、肝きもに銘めいじておきますね。最近はよく眠ねむれてますか？」

「ああ、おかげさまでのう。ロリーサちゃんと話した夜はいい夢を見られるから、毎日ぐっすりだよ。心配してくれてありがとうね」

　満面の笑えみを浮うかべて優やさしく語り掛かける姿は、孫と対面した好こう好こう爺やそのものだ。

　いつの間にこんなに仲良くなった。

「ダストさんが、このおっきな宿屋の中を見てみたいって駄だ々だをこねるので、見学しても構いませんか？」

　頰ほおに指を当てて体をくねらせながら、甘えた声を出すロリサキュバス。

　言いたい事はあるが、役に立っているから黙だまっていてやろう。

「いいともいいとも。ここのオーナーには話を通しておくから、自由に見て回るといい。お小こ遣づかいも用意しておこう」

「ありがとう、おじいちゃん。大好きー」

　首に抱だきつかれてジジイの顔が更さらにだらしなく緩ゆるむ。

　腐くさってもサキュバスか。男を篭ろう絡らくさせる腕は素す直なおに感心しておこう。

　自由に宿屋を探たん索さくできるようになった俺とロリサキュバスは、事前に調べておいたカズマ達が借りている部屋の扉の前で耳を澄すましている。

　かなり大声で話しているので扉越しでも十分に聞き取れそうだ。

『──と、いうわけで。あのクソガキに痛い目に見せてやろうかと思うんだ』

『よし、よく言ったカズマ。金を稼かせぐしか能のないエルロードごときに、我がベルゼルグが舐なめられて堪たまるか！　アイリス様をここまでコケにするとは、あのガキ、ぶっ殺してやる！』

　カズマもダクネスも猛たけり狂ってるな。

　盗ぬすみ聞きをして大体の事情が理解できた。

　アイリスはエルロードの第一王子レヴィと婚約関係にあったが、相手は婚約を解消。更にベルゼルグ王国への防衛費援えん助じよの取り止やめを言い出してきた。それどころかアイリスをバカにする発言をしてカズマがブチギレたと。

　向こうの宰さい相しようは金がないと言っていたみたいだが、街の様子を見る限りでは金が有り余って潤うるおっているようにしか見えない。

　……何かしらの裏がありそうだが、そこは俺達には関係ないか。

「あ、あの、お話を聞いているとイリスさんが、実はアイリスという名前で王女様みたいな会話をしているのですが……。そんな事はあり得ませんよね？」

「間ま違ちがってねえよ。ここだけの秘密だぞ」

「ええ……っ!?」

　叫さけびそうになったロリサキュバスの口を手で押さえる。

「国家の問題に関かかわる事だから周りにバラすなよ？　下手したら命に関わるからな」

　口を塞ふさがれたまま何度も頷うなずくので大だい丈じよう夫ぶだろうと手を放す。

「ダストさんは知っていたのですか？　……まさか、知ったうえで秘密にして欲しかったら金をよこせと、相手を脅おどしていたのでは!?」

　後あと退ずさって怯えている振りするのやめろや。

「王国を敵に回すほど馬ば鹿かじゃねえよ、そんな真似まねするか。事情を知ったのは、前に関わった時にちょっとな。まあ、知らんふりをしているけどよ。お前も黙っといた方が身のためだぞ」

「ですよね。知りたくなかったなぁ」

　さて、どうすっか。

　こいつらがバカな事をやるのは日常だが、いつもはカズマが止める役をしている。だというのに今回はカズマが率そつ先せんしているのが非常に厄介だ。

「一度、仲間達のところに戻もどるぞ」

　俺達はそっと宿の外に出ると、リーン達と合流する。

　あいつらの悪わる巧だくみを肝かん心じんなところはぼかして説明した。

「お嬢ちゃんの婚約者が舐なめた態度だったからカズマ達がブチギレて暴れそう、って事だよな。気持ちは分からなくもないけどよ、にしてもやりすぎだろ」

「深夜に爆ばく裂れつ魔ま法ほうを撃うって騒そう動どうを起こして、城の警備が緩くなったところでカズマが忍び込んで、城勤めの婚約者を脅おどすんだっけ？　完全に犯罪よね」

「止めるべきだが、我々がいるのを知られるのは契けい約やく違い反はんになる」

　仲間達が額を突つき合わせて相談しているのを眺ながめているが、さっきから何かが引っ掛かかっている。

　あいつらの作戦を聞いて同じような心配はしたが、なーんか違うんだよな。

「ここがアクセルの街なら爆裂魔法を撃っても、ちょっと怒おこられるぐらいで済むんですけどね」

　ロリサキュバスが苦く笑しようして呟つぶやいた言葉を聞いて……はっ、となった。

「そうか、そうだよな。ここはエルロードだ。たぶん、大丈夫だと思うぜ」

　俺がそう言うと、全員が意味が分からないと眉み間けんにしわを寄せた。







　カズマ達を尾び行こうしていると門番にもばれないように街の外に出て行った。

　俺達は門の近くに隠かくれたまま、キースに《千里眼》で様子を伝えてもらう。

「あいつら、小高い丘おかの上に移動したぜ。おいおい、マジでやるのかよ。めぐみんが魔法の詠えい唱しよう始めやがったぞ！」

　キースの視線の先を追うと闇やみ夜よに奇妙な明かりが浮かんでいた。

　あれは爆裂魔法の光か！

「耳を塞げ！」

　俺達が両手で耳を塞ぐと同時に、爆ばく音おんと爆風が押し寄せてくる。

「な、なんだ、今の光と音は!?」

　門の付近にいた兵士達が騒そう然ぜんとしているところに、俺は慌あわてた様子を装よそおい駆かけていく。

「た、助けてくれ！　あっちの丘の上でとんでもない威力の魔法を撃っている、頭のおかしい連中がいたんだよ！」

「何っ！　それはどこだ、詳くわしく教えてくれ！」

　そこで俺はカズマ達の居る場所を伝え兵士たちを見送る。

　仲間と一いつ緒しよにこそっと後をつけると、なぜかアンデッドに追い回されていた宴えん会かいプリーストとカズマ達がいて逮たい捕ほという流れになった。

　その一部始終を啞あ然ぜんとした顔で見守っていた仲間達に向かって、

「ほらな、心配いらなかっただろ」

　と言った。

「ここはアクセルじゃねえんだ。あんな事をやらかしちまったら、普ふ通つうはこうなるっての。なんでアンデッドにたかられてたのかは……分かんねえけどよ。牢ろう屋やに放ほうり込まれたら、これ以上バカな真似もできねえからな。帰って寝ねんぞ」

　騒さわがしい夜が終わり、精神的に疲つかれ切った仲間が眠ると……俺は静かに部屋を抜ぬけ出す。

　ここ数日は金もなかったから大人しくしていたが、今日ぐらいは夜遊びをしてもいいよな。

　アクセルの街は深夜になると店の大半は閉まっているが、エルロードは違う。

　カジノの街は眠らない。夜中だというのに街は灯あかりで彩いろどられている。

「軍資金はもらったしな」

　俺の手元にはまとまった金がある。これはロリサキュバスに首ったけのジジイが「ロリーサちゃんに渡わたしておいてくれ」と俺に託たくしたお小遣いだ。

　これを元手に稼いで、何倍にもしてロリサキュバスに返せば文句はないだろう。

「さーて、牢屋に放り込まれたカズマ達には悪いが、楽しませてもらうぜ！　前に騒いだ店は出禁になっちまったから、今日はここでいいか」

　ぼろ勝ちしたらロリサキュバスに返して、残りの金でワンランク上の宿屋に仲間達も泊とまらせてやるか。







　下は冷たい石の床ゆか。目の前には錆さびがうっすらと浮いた鉄格ごう子し。

　湿しつ気け臭くさい部屋にあるのは、囚しゆう人じんを繫つなぐ鎖くさりと薄うす汚ぎたないトイレのみ。

　目の前の通路にぶら下がっている灯りをぼーっと見つめて、頭をボリボリと搔かく。

「……なんじゃこりゃあああああっ！」

　俺は今、牢屋にいる。
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　アクセルの街で住み慣れた牢屋よりも部屋は広い。

　だけど、天てん井じようが低く窓もないので圧あつ迫ぱく感がある。

「なんで、牢屋にいんだ？」

　今いま更さら、牢屋ごときで焦あせったりはしないが、ここにいる理由が思い出せない。

「確かカジノで酒を飲みながら勝負をしていて……負け越こして……ディーラーが美人の姉ちゃんだったから、セクハラしながら文句を言って暴れたら警察がやってきて『こいつ、要注意人物の一人だぞ！』とか言われて捕つかまったまでは覚えてんだが。なんでこんなところにいるんだ？」

「それが原因では？」

　俺の独り言にツッコミが入る。

　今のは通路を挟はさんだ反対側の牢屋から聞こえてきた。

　薄暗くてよく見えないが、目を凝こらすと人ひと影かげが見える。

「他ほかにも人がいたのかよ。あんたもカジノで暴れたのか？」

「いえいえ。私はカジノで負けこんでいる方々に、人生の素す晴ばらしさを説いていたにすぎません。『汝なんじ、何かの事で悩なやむなら、今を楽しく生きなさい。楽な方へと流れなさい。自分を抑おさえず、本能のおもむくままに進みなさい』と更なるギャンブルへと誘いざなっただけですよ」

「……ん？」

　そのセリフどっかで聞いた事があるな。

「私は教義を語っていただけなのですが、説法を聞いた方々の家族から苦情が殺さつ到とうしまして。『旦だん那ながバカになっていく！』『博ばく打ちで負けても変な言い訳をするようになった！』『開き直ってタチが悪い！』等と根こん拠きよのない罵ば倒とうを」

「根拠めっちゃあるだろ……」

「どうせならもう少し蔑さげすんだ目で、唾つばでも吐はき捨てながら罵倒されたかったですね」

　若じやつ干かん息の荒あらい男の声を聞いて確信した。

　こいつは間ま違ちがいなく。

「あんた、アクシズ教徒だろ」

「おや、よく分かりましたね。人を見る目があるお方のようだ」

「誰だれでも分かるっての。あんたはどれぐらい前からここにいるんだ？」

「そうですね。かれこれ、二週間ぐらいでしょうか。しかし、あなたが来てくださって助かりました。ご飯は夜しかもらえなくて、その間ずっと一人なので暇ひまを持て余していたのですよ。放置プレイも乙おつなものですが、私は直接責められる方が好みですね。女教師風の看守だと昂たかぶります」

　お前の性せい癖へきは知らん。

　こいつは二週間も放り込まれているのか。意外だな。

「街で聞いた話だと凶きよう悪あく犯が少ないから牢屋ってのは建て前で、酔よっ払ぱらいや金のねえヤツを保護するような温ぬるい施し設せつって噂うわさだったぞ。だから少々好き勝手に暴れても平気だと信じてたのによ。くそっ、ハメられたぜ！」

「私もそう耳にしていたのですが、どうやらここは軽犯罪者ではなく、稀まれにいる厄やつ介かいな犯罪者を閉じ込める特別な牢ろう獄ごくらしいですよ。この国の宰さい相しようが極ごく秘ひに建造したそうです」

　なるほどな。金を失って暴れるバカなヤツや、それこそ金持ち目当ての強ごう盗とうがいてもおかしくはない。治安がいいからそこを狙ねらうクズってのはどこにでもいるもんだ。

「しっかし、俺を極悪犯扱あつかいするとは何かの間違いじゃねえか？　酒飲んでセクハラして暴れただけじゃねえか。アクセルの街なら牢屋に一晩泊まるか説教ですむレベルだぞ」

「そうですよね、この街は寛かん容ようさが欠けています。嘆なげかわしい事です。アクシズ教の教えを広めて、街中の人がおおらかで適当で自由奔ほん放ぽうに生きられるようにしなくてはなりません」

「それは止やめろ。アルカンレティアみたいな街を他にも作るんじゃねえよ」

　アクシズ教の総本山であるアルカンレティアではろくな目に遭あわなかった。

　あの街にいるだけで頭がおかしくなりそうな酷ひどさで、金をもらっても二度と行きたくない。

「おや、アルカンレティアをご存じで。実は私あの街でアクシズ教の最高責任者を務めております、ゼスタと申します。以後お見知りおきを」

　そう言って鉄格子付近まで歩み寄ってきた男は、アクシズ教の法衣を着ていた。

　こいつがあの迷めい惑わく集団のトップかよ。

　冴さえないオッサンにしか見えないが、見えないが……違い和わ感かんがある。ここまでの言動がすべて偽いつわりや芝しば居いだというのはあり得ないだろうが、なんというか……いや、考えすぎだな。おそらく気のせいだ。

「あんたがゼスタか。女プリーストがあんたの事を探していたぞ」

「そうでしたか。探しに来たのはセシリーさんでしょうか、それともトリスタンさんでしょうか。どちらにしろ、私がいない事で教団の皆みなさんには心配をおかけしているようですね」

　感動したのか手を合わせて神に祈いのりをささげている。

　実際は人探しを早々に諦あきらめて、遊び惚ほうけていた事は伝えないでおいてやろう。

「心配か……。一泊ぱくだったら別に構わねえんだが、何日もとなると、あいつらがうるさいんだよな。はぁー、戻もどったら戻ったでテイラーとリーンは説教かましてくるんだろうな」

「教会の皆さんも心配しているようですし、私もこの監かん獄ごくプレイに飽あきてきたので出たいところなのですが」

　とはいえ今の俺には牢屋から出る術すべがない。看守に状じよう況きよう確かく認にんをしたいが、見える範はん囲いにいるのは目の前の法衣を着た男だけだ。

　どうにかしたいが、どうしようもないのが現状か。

　そんな事を考えていると、カツンカツンと牢屋にヒールの音が響ひびく。

「あなたが深夜に運び込まれた方ですか」

　やってきたのは赤毛をポニーテールにした目つきの鋭するどい女だった。

　美人だが恰かつ好こうと雰ふん囲い気きがアクセルの街で会った検察官のセナに似ている。

「本来なら通常の牢屋でよかったのですが、昨日は酔っ払いや問題行動を起こした者が多く特別にここへ移ってもらう事になりました」

　それって、カズマ達の事じゃないか？

「なんだそういう事かよ。ちっとだけビビって損したぜ。俺はすぐに解放されるんだよな」

「そうですね。今から事情聴ちよう取しゆをして怪あやしいところがなければの話ですが。これは噓うそを感知する魔ま道どう具ぐです。これを使って質問をしますので正直にお答えください」

　女は、通路の突つき当たりに設置されている古ぼけた机に小さなベルを置いた。

　あれは何度も世話になった魔道具じゃねえか。噓を吐つくたびに鳴るからうるさいんだよ。

　この魔道具をもって尋じん問もんをするって事は、セナ似のこいつも検察官か。

「あんな美人に尋問されるなんて、ご褒ほう美びではないですか……」

　ゼスタがなんか言っている。

　検察官はちらっと視線を向けただけで何も言わない。侮ぶ蔑べつの表情がありありと浮うかんでいるが。

「ああ、構わねえぜ。後ろめたい事は何もないからな」

　チリーン、とベルが鳴る。

「……まだ質問を始めてもいないのですが」

　くそ魔道具がいきなり反応しやがった。

　検察官の何か言いたげな目が俺から離はなれないので、視線を逸そらしておく。

「ごほん！　では、改めまして。あなたの名前は」

「ダストだ」

　チリ……一いつ瞬しゆんだけベルが鳴りそうになったがすぐに止まる。

「あれ？　変な反応をしましたね。鳴りそうで鳴らない、故障でしょうか」

　だから嫌きらいなんだよこの魔道具。

「他に質問したら故障かどうかはっきりするんじゃねえか？」

「そうですね。では、昨日カジノでチカン及および暴力行こう為いを行った、間違いありませんか？」

「おいおい、あれは姉ちゃんへの軽いスキンシップみたいなもんじゃねえか。酔っぱらった勢いで手と胸がぶつかるなんてよくある話だろ？　んでもって、思わず手を握にぎり締しめちまう事もあるだろ？」

「思わずというのは何度も握り締める事を指すのですか？」

「……たまたまじゃねえ？」

「被ひ害がい者からの訴うつたえによりますと、胸やお尻しりを何度も触さわられたとありますが？」

「……黙もく秘ひする！」

　細かい事をぐちぐち言いやがって。検察官ってのはなんでどいつもこいつも、ねちっこいんだよ。

「それに暴力ってのも大おお袈げ裟さだろ。ちょっと拳こぶしで力いっぱい小突いただけだ。アクセルの街なら警察なんか呼ばずに、その場でボコられるぐらいで済む話だぞ」

　検察官の女がベルを見るが無反応。

「アルカンレティアでも警察に追い掛かけ回されて軽い説教ぐらいでしょうか。大おお事ごとにはなりませんな」

　ゼスタの言葉を聞いて検察官の女がもう一度、ベルを見るが鳴らない。

「……あなた方の住む街は無法地帯なのですか？　先ほどもアクセルの街からやってきた方々が同じような事を言ってましたが」

「失礼な事を言うなよ。犯罪はきちんと取り締まってんぞ。冒ぼう険けん者が城じよう壁へきを破は壊かいしても、領主の屋や敷しきを爆ばく発はつさせても、ちゃんと捕まるぜ」

「ぼ、冒険者が!?　……それは魔王軍の仕し業わざでは？」

　おどおどしている検察官が何度もベルを見ているが沈ちん黙もくしたままだ。

　事実だから鳴るわけがない。

「アクセルの街の冒険者とは一体……。う、うーん。他ほかの取り調べでもそうでしたが、この魔道具壊こわれているのかしら。まあいいでしょう。ダストさんでしたか、今回は軽犯罪なので普ふ通つうの牢屋に移ってもらいます」

「当然だな。捕つかまるような心当たりはちょっとしかねえ！」

「よかったですね、ダストさん。ところで、私はいつまでここにいるのでしょうか？　私も何かの間違いで連れてこられたはずなので、謝るなら今の内ですよ。己おのれの過あやまちを認めるというのであれば、私の顔を踏ふみつけながらツンデレ風に謝ってもらえませんか？」

　ゼスタが地面に這はいつくばるような恰好で、検察官を見上げながら要求をしている。

　検察官が慌あわててスカートを押さえながら後あと退ずさった。

「あ、あなたは宰相のラグクラフト様からの命令で解放が認められていません！　詳くわしい事情は知らないのですが、何をやったのです？」

「それはですね……」

「キミにそれを知る権利はありません」

　胸を張って自じ慢まんげに話そうとしていたゼスタを遮さえぎったのは、いかにも切れ者といった感じの男だった。

　俺達が話に夢中になっている間にやってきたのか。

「ラグクラフト様！」

　検察官がびしっと背を伸のばして鉄てつ格ごう子し際ぎわまで下がる。

　こいつが噂の宰相か。カジノで聞いた話によると、この国の王子はバカだが宰相がかなりの切れ者で、王子ではなく宰相のラグクラフトがこの国を牛ぎゆう耳じっているそうだ。

　そんな男がここにやってくるとは、ゼスタは一体何をやらかした。

「私はこの者と話があるので、キミは戻りなさい」

「はいっ！　失礼します！」

　びしっと敬礼をして検察官が帰っていく。

　通路の先の扉とびらが閉まったのを確認してラグクラフトがゼスタに振ふり返った。

「報告書によると、アクシズ教最高責任者でアークプリーストとあるな。よりにもよってアクシズ教徒か……はあー」

　心から嫌いやそうにため息を吐くヤツの気持ちは、非常によく分かる。

　アクシズ教と関かかわってもいい事なんて何もない。

「カジノの視察をしている時に会ったのを覚えているかね？」

「もちろんです。いつものように勧かん誘ゆうをしていると、あなたが迷惑行為は止めていただきたいと、無理難題を口にされましたよね」

「カジノで勧誘行為は止めて欲しいと、一いつ般ぱん常識を口にしただけなのだが……。それはともかく、あの時に私に向かって何を言ったか忘れたとは言わせんぞ」

　俺を完全に無視して話が進んでいるが、続きが気になるので黙だまっておこう。

「はて、何か気に障さわる事を言ったのでしょうか？　エルロードの国教をアクシズ教にしてみてはどうかと提案したのは覚えていますが」

「それは天地がひっくり返ってもあり得ないが、その後に何を言ったのか本当に覚えていないのか？　私を罵ば倒とうしたではないか」

　悪口の一つでも言われて根に持っているのか？

　かーっ、貴族連中ってのはどいつもこいつも肝きもっ玉が小さいな。貴族といってもダクネスは別だが。あいつの場合は罵倒しても、ご褒美にしかなんねえ。

「あー、それですか。『カジノで儲もうけた金を魔王軍に貢みついで結けつ託たくしている』やら『あなたも本当は魔王軍の一員では』と問いただしもしましたね」

「思い出したようだな。アクシズ教徒の妄もう言げんだとその場は流したが、腐くさってもアクシズ教のトップだと褒ほめるべきか。俺の正体に気づくとは」

　……なんか妙みような事を口走ってないか。『俺の正体』だ？

　ラグクラフトとかいう宰さい相しようはいきなり現れて何を言ってんだ。

「正体？　……カジノで負けた腹いせに魔王軍のせいにしただけなのですが。面おも白しろいのでこのまま話を合わせましょう」

　今、この生なま臭ぐさプリーストは何を言いやがった。

　ゼスタの呟つぶやきはラグクラフトには届かなかったようだが、俺はしっかりと聞いたぞ。

「お褒めに与あずかり光栄です。我われ々われの教えは間ま違ちがいなかったようですね。アクシズ教には不運や不幸はすべて魔王に責任転てん嫁かしていいという、崇すう高こうな教えがありますので」

「貴様らがそんなだから、魔王様のありもしない流言飛語が広まるのだ！　魔王様はそんな方ではない！」

　ラグクラフトは、えらく魔王の肩かたを持つ発言をするな。

　これじゃ魔王軍と繫つながっていると自供しているようなものだ。

　さっきの意味深な発言も踏まえて考えると……もしかして、この宰相は。

　ちょっと、待てよ。嫌な予感しかしない。俺の予想が当たっていたら、この先を聞いたらヤバくないか!?

「おやおや。宰相様がそのような発言をしてよろしいのですか？　それではまるで本当に魔王軍の一員のようではないですか」

　今まで穏おだやかに微笑ほほえんでいたゼスタだったが、今は目が笑っていない。

「誤解もあったようだが、やはり厄やつ介かいな存在だなアクシズ教徒は。いいだろう、真実を教えてやろうではないか。貴様は一生ここから出る事はできないのだからな。何を隠かくそう、俺は……」

　おい、ちょっと待て！　その先を言うな！

「……俺は魔王軍諜ちよう報ほう部ぶ隊長、ドッペルゲンガーのラグクラフトだ!!」

　慌てて耳を塞ふさいだが間に合わなかった！

　とんでもない事を暴ばく露ろしやがった。くそっ、聞きたくなかったのに！

「やはり、私の目に狂くるいはなかったのですね！　今までの行いは、あなたからその言葉を聞き出すための芝しば居いにすぎません！　ほのかに魔族臭いと思っていたのですよ！」

　恰好をつけてびしっと相手を指差しているが、絶対に噓だ！　お前の目は狂いまくってんよ！

　あの自分の言動に酔よっている顔を見れば一目瞭りよう然ぜんだ。ただ単に言ってみたかっただけだろ。

「やるではないか、アクシズ教のアークプリーストよ。その頭脳の冴さえが不幸に繫がったようだな。だが、今すぐに処分はせん。重要な別件があるのでな。そっちの片が付くまでは生かしておいてやろうではないか」

　ラグクラフトはそう言い放つとゼスタに背を向けた。

　そんな事をしたら振り向いた先に俺がいるわけで……必然的に目が合う。

　驚きよう愕がくに目を見開いているラグクラフトに対して、愛あい想そ笑いを浮うかべて手を振っておく。

「しまった。他にも囚しゆう人じんがいたというのか……。そのなんだ、運が悪かったな。今の話を聞かれたからには生かしておくわけにはいかない」

　予想通りの言葉に俺の愛想笑いが、苦笑いに変化する。

　そんな俺を見てゼスタが優やさしい笑顔で、

「どんまい」

　と言った。

「ふっざけんな！　うっかりミスで俺を巻き込むんじゃねえよ！　俺は関係ねえだろ、解放しろよ！」

「……その、あれだ。正体を知られたからには申し訳ないが……。さらばだ！」

　踵きびすを返して足早に立ち去るラグクラフト。

「逃にげんな、おい！　男のドジっ子なんて需じゆ要ようねえんだよ！　帰ってこいやー！」

　俺の叫さけび声は勢いよく閉まった鉄てつ扉ぴの音に搔かき消された。

　マジかよ。知りたくもない事を勝手にベラベラとしゃべられて、理り不ふ尽じんに巻き込まれたぞ、おい。

「まさか、その場の勢いで話を合わせてノリで楽しんでいたら、このような秘密にたどり着くとは。これも悪あく魔まとアンデッドを断固として許さないアクア様のお導きでしょうか」

「俺にとってはただの疫やく病びよう神がみだけどな！　どうすんだよ。……まさかこの国の宰相が魔王軍の一員だったなんてよ」

　知りたくはなかったが、知ってしまった事実は覆くつがえらない。

　頭を豪ごう快かいに搔き、少し落ち着こうと深呼吸をする。

「すうううううはああああぁ。慌ててもどうにもならねえか」

　冷静になって真っ先に頭に浮かんだのが、カズマ達の安否だ。

　王女アイリスの婚こん約やく者が治める国の権力者である宰相が、魔王軍の手の者だったとなるとマズいどころの騒さわぎじゃない。

　あいつが言っていた『重要な別件』というのは王女アイリスの事で間違いないだろう。

　俺もヤバいがカズマ達もピンチだよな。何とかしてやりたいが、どうすればいい？

「お悩なやみのようですね、相談に乗りましょうか？　懺ざん悔げや告白を聞くのは慣れていますよ」

「誰だれかさんのせいで、お悩み中なんだけどな！　懺悔するのはお前の方だろ!?」

　鉄格子の向こうからキラキラした目でこっちを見るゼスタ。

　少し楽しそうに見えるのは気のせいか？

「他人ひと事ごとみたいにしているが、俺よりもお前さんの方がヤバいの分かってんのか？　このままだと確実に殺されるぞ」

「殺されてはアクシズ教の布教が滞とどこおってしまいますね。まだまだ遊び足りませんのでどうにかしないといけません。それに魔族を見み逃のがすのはありえませんから。そうですね……我々に残された手段はたった一つではありませんか。そう脱だつ獄ごくです！」

「バカな事を言うな……いや、それしか手はねえか。ラグクラフトが魔王軍の関係者だってのを暴露できれば、脱獄も罪にはならねえ。賭かけてみる価値はあるか」

　悩んでいる暇ひまがあるなら行動に移すべきだと、俺達は各自の牢屋を隅すみ々ずみまで調べてみた。

　牢屋に窓はなくトイレがあるだけ。鉄格子は錆さびが浮かんでいるが頑がん丈じようそうだ。

　摑つかんで押しても引いてもびくともしない。

「こういう場面での定番に鉄格子に汗あせや血や尿にようをかけて錆びさせる、というのがあります。本当は女性にしてもらいたいのですが、汗と尿どちらがお好みですか？」

「どっちもどんだけ時間がかかんだよ！　あとちょくちょく性せい癖へきを挟はさんでくんな！　それにそんな余よ裕ゆうはねえぞ。早くカズマ達に知らせないとマジで命に関わる」

「今、カズマ様達と仰おつしやいましたか？」

　真しん剣けんな顔を鉄格子に押し付けて俺を見ているゼスタ。

　さっきまでの余裕の表情が消えている。

「お、おう。ダチのカズマを知ってんのか？」

「お名前だけは存じております。それよりも、カズマ様はどなたと一いつ緒しよにいらっしゃるのでしょうか」

「イリスと、いつもの面めん子つだろ。爆ばく裂れつ娘むすめにドＭクルセイダーに宴えん会かいプリーストだな」

「そう……ですか。この一件にアクア様が関係しているとなると、これは私も本気を出さねばなりませんな」

　似合わない真面目まじめな顔をして腕うで組ぐみをすると、なにやらぶつくさ呟いている。

　何を考えているのか分からない男なので、あまり期待しない方がいいか。

　地道に壁かべを叩たたいてもろい場所を探しているが、地道な作業過ぎて飽あきてしまう。地面に這はいつくばって何やらやっているゼスタに暇つぶしも兼かねて声をかけてみた。

「あんたは、どうしてエルロードに来たんだ？　アクシズ教への勧誘か？」

「それはついでですな。我々アクシズ教徒はとあるお方を極ごく秘ひに見物……観察……陰かげから見守っています。そのお方がエルロードに向かうという情報を摑みまして、そういう名目があればカジノで遊びたい放題だと思い、自ら立候補したのですよ」

「俺が言うのもなんだが、ほんとに欲望に忠実だな……」

「それがアクシズ教なので」

　堂々と言い放つゼスタを見て、ちょっとだけアクシズ教に惹ひかれそうになった。

　しかし、アクシズ教徒が極秘で見守っている対象って誰なんだ。あんな破は天てん荒こうな連中に心配されるなんて、よっぽど変なヤツか残念なヤツなのか。

　それからは互たがいに黙もく々もくと壁や床ゆかを調べていたが、脱獄の足あし掛がかりになるような何かは見つからなかった。
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　ここは天然の光が一いつ切さい射さし込まないので時間が不明だが、何時間かすると食事が運ばれてきた。

　持ってきた看守は顔に表情がない、人形のような男だ。

「なあ、あんた。ここから逃がしてくれないか？　お前さん知ってるか、あの宰相は魔王軍の一員らしいぜ。あんなのに従ってたら、あんたも魔王軍の手先として処しよ罰ばつされちまうぞ」

　普ふ通つうなら動どう揺ようするような事を言ったのに無反応だ。こっちを見る事もなく黙々と食事を並べるだけで、何を話しかけても無視をして相手にされない。

「わーったよ、お前さんの真面目さには感服するぜ。もし、俺の話を聞いてくれるなら、綺き麗れいな姉ちゃん達がお前さんの望む最高の夢を見させてくれる店を紹しよう介かい……おい、どこ行くんだよ！　話を聞けよ！」

　大声で引き留めるが、看守は無視して立ち去った。

「ダストさん、無む駄だですよ。あの方も魔族の一員のようです。この監かん獄ごくはラグクラフトの手の者で固められていると考えるべきかもしれませんね。それよりも、先ほどの最高の夢を見させてくれるという話を詳くわしく教えていただけませんか!!」

「お前が食いつくな！」

「そんな男の夢が叶かなえられる店があるのですか!?　望む夢と言いますと、悪魔っ娘こ以外のありとあらゆる女性が私を取り囲み、蔑さげすんだ目で罵ば倒とうし、媚こびた上目遣づかいで甘え、私に縋すがり付いて許しを請こう、そんなハーレムの夢も可能なのでしょうか!!」

　鉄てつ格ごう子しを摑んで激しく揺ゆらすゼスタの唾つばが、俺の牢にまで飛んでくる。

「興奮すんな！　さっきのは──」

　曲がりなりにもプリーストにサキュバスの店を教えるわけにはいかないよな。

「ハッタリに決まってんだろ。そんなところがあるなら、紹介して欲しいぐらいだ」

「そう……ですか。そうです……よね」

　肩かたを落として露骨に気落ちしてやがるぞ。

「はあ、焦あせってもどうしようもないか。餓が死しさせる気はねえみたいだから、まずは飯でも食おうぜ」

　意外とまともな食事が運ばれてきたのでいただく事にした、が口に入れる直前に思いとどまった。

「毒とか入れてないだろうな」

「もし入っていたとしても、私が解げ毒どくしますのでご安心ください」

「あー、そうか。プリーストってのは便利だな。って、おい！　解毒するお前がバクバク食ったらダメだろ!?　お前が倒たおれたら誰が解毒するんだよ！」

　リスのように頰ほおを膨ふくらませたゼスタが、それは思いつかなかったと手を打ち鳴らして感心している。

「だから、食うの止やめろや！」

「これは失礼しました。ですが、体に異変がないので大丈夫だと思いますよ。それよりも先ほどから気になっているのですが、私の食事とダストさんの食事が違ちがいませんか？　品数もそちらの方が多いように見えるのですが」

　言われてはじめて気づいたが、確かにゼスタの食事より品数は二品多くデザートまで付いている。量も質もこっちが圧倒的に上だった。

「ラグクラフトの野や郎ろう、うっかりミスで俺を巻き込んだのを詫わびているつもりか……」

「ダストさん、実は私には秘密があるのですよ。腹いっぱいになるまで食事を取らないと死んでしまう奇き病びようでして。あと、食後にデザートも食べないと体に出来物が」

「そうか、悲ひ惨さんだな。おっ、結構うめえじゃねえか」

　指をくわえてこっちを見ているゼスタを無視して食事を平らげる。

　羨うらやましそうな顔をしているのに若じやつ干かん頰が上気しているのは……見なかった事にしよう。

　食うものを食ったので、汚きたない床に寝ねころび天てん井じようを見上げる。

「腹も膨れたし、明日あした考えるか……」

　今は英気を養う方が大切だと、自分に言い訳して眠ねむる事にした。
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　あれから数日が経過した。

「天井のシミを数えるのも飽きてきたぞ……」

「そうですね。あれから何の変化もありませんし。ここは魔族臭しゆうで満ちているので、嗅きゆう覚かくがマヒしてきましたよ」

　初めのうちはどうにかできないか牢屋の隅から隅まで調べてみたが、脱獄の糸口すら見つからず不ふ貞て腐くされている。

　今ではやる気も失って冷たい床の上をゴロゴロ転がって、少しでも寝ね心ごこ地ちのいい場所を探すぐらいしかする事がない。

「あんたアークプリーストなんだろ。なんか魔法でぱーっと脱獄させてくれよ」

「そんな便利な魔法が使えるのであれば、もっと大だい胆たんにやりたい放題していますよ」

「えっ、お前……それでも抑おさえているのか？　おい、噓うそだろ……？」

　牢屋にいる間は話し相手がゼスタしかいないので、たまに話し相手になっていたが、俺ですらドン引きするような逸いつ話わがぼろぼろと出るわ出るわ。あまりに酷ひどい内容に途と中ちゆうから話半分に聞き流す事にしていた。

　今でも十分に好き勝手に生きているゼスタが、それでも全力じゃなかったというのか……。

「それにこの牢屋には特とく殊しゆな魔ま法ほうがかけられているようで、プリーストの魔法が一切使えないのです」

　魔族だからプリースト対策をしているのか。

「そりゃどうしようも……聞き流しそうになったが、ちょっと待てや。前に毒があっても魔法で解毒するって言ってなかったか？」

「はっはっは。毒がなくてよかったですね」

　すっとぼけやがって。二度とこいつは信用しねえぞ。

　魔法が使えないゼスタはただの役立たずだ。こうなると自力でどうにかするしかない。

「完全に手て詰づまりか。こういう時に颯さつ爽そうと誰だれか助けに来てくれたら、熱ねつ烈れつな感激のキッスでもしてやるのによ」

「いらないです」

「女みたいな声を出すなよ、キモイな」

「キモイとは失礼ですね。このまま帰っちゃいますよ」

　今の声は……まさか!?

　飛び起きて声のした方向に振ふり返ると、鉄格子の向こうで微笑ほほえむロリサキュバスがいた。

「なっ、おま──」

「おおおおっ、地獄に女め神がみが！　ダストさん、このロリっ子とお知り合いなら、是ぜ非ひご紹介ください！」

　鉄格子に顔を押し付けて叫さけぶゼスタに怯おびえるロリサキュバス。

　異様に興奮しているあの顔を見れば誰だって引く。

「落ち着けって」

「清純そうでありながら、その内側にとんでもないエロスを隠かくし持っている、そんな気配がビンビンします！　さあ、私にその内側に眠るすべての欲望を吐はき出してください。どんな特殊性せい癖へきでも受け止めてみせると誓ちかいましょう！」

「えっえっえっ？　ダストさん、この人なんなんですかっ!?」

　鉄格子を激しく揺らすゼスタから少しでも離はなれようと、ロリサキュバスが俺の牢屋の鉄格子にしがみついている。

「そいつは悪いヤツじゃないが善人でもない変態だから、心配すんな」

「心配しかないんですけど!?　あの、すみません。本当に何者なんですか？」

「これは失礼しました。世界で最も信者が多く万ばん人にんから愛されている女神を信しん仰こうしている、と世界中に吹ふい聴ちようしているアクシズ教のアークプリーストをやっています。名前はゼスタと申します、以後お見知りおきを。美しいお嬢じようさん」

　若干言い回しがおかしいが、微笑んで丁てい寧ねいに答えるゼスタは内面を知らなければ模も範はん的なプリーストに見える。

　その自己紹介を聞いたロリサキュバスの顔色が一気に青くなった。

「アクシズ教のアークプリースト!?」

「そんなに驚おどろかなくてもよいではないですか。他人ひとにも自分にも優やさしいアクシズ教徒は同志には人じん畜ちく無害ですよ」

　同志以外には厄やつ介かいで迷めい惑わくな存在でしかないけどな。

　血の気の引いた顔のロリサキュバスがしゃがみ込むと、俺の方を向いて手招きするので鉄格子に近づく。

「ダストさん、私の正体を間違ってもバラさないでくださいね！」

「なんでだ？」

「アクシズ教は悪魔とアンデッドには厳しいって前に話したじゃないですか」

　そういやアルカンレティアへ行った時にそんな話をしていたな。

　あそこのアクシズ教徒も『悪魔倒すべし』とか言ってた気がする。

「ゼスタのせいで話がとっちらかっちまったが、ロリサキ……ロリーサ。どうしてここにいるんだ？」

「助けに来てあげたんですよ。感謝してくださいね」

「本当ならここで感動する場面なんだろうが、さっきまでの無駄な会話のせいで盛り上がらねえよな……」

「そうですね……」

　お互たがいに苦笑いを浮うかべるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　それでも助けに来てくれたのは感謝している。

「でもよ、どうやって忍しのび込んだんだ？　それに俺がここにいるってよく分かったな」

　ここは極ごく秘ひの牢ろう獄ごくらしく、何処どこにあるか調べるのも至難の業わざだったはずだ。

　正直、ロリサキュバスにそんな諜ちよう報ほう能力があるとは思えない。

「それはバニル様に感謝してくださいね。前に占うらなった時にダストさんがこうなる未来が見えたそうで、私に前もって教えてくれていました。だから、ずっと隠れてダストさんを観察していたのですよ。サキュバスですから夜目も利ききますからね」

「さすが、旦だん那なだぜ！　もう、一生ついていくしかねえな！」

「今回の助言は、人間の娘むすめに在庫品の魔道具が売れたお礼だそうです」

　テイラーをカモにしていたあの新人冒ぼう険けん者を騙だまし返した一件か。

　バニルの旦那は悪魔なのに、そんじょそこらの連中より義理堅がたい。

「助けに来てくれたのは嬉うれしいが鍵かぎはあるのか？」

「はい、この通り」

　ロリサキュバスはじゃらじゃらと鍵の束を取り出す。

　それを使って俺の方から開かい錠じようする。

「んー、牢屋からやっと解放されたか。マジで助かったぜ」

「バニル様のご命令ですから。あのアクシズ教徒はダストさんが助けてあげてください。私はあんまり近づきたくないので」

　鍵の束を手渡されたので、俺がゼスタの牢の鍵を開ける。

　ロリサキュバスはアクシズ教徒に怯えているのもあるだろうが、それよりもゼスタ自身が苦手に見える。あんな言動をするオッサンを信用しろというのが無理な話だが。

「助けていただいたのはとてもありがたいのですが、どうやってこの牢獄に？」

「あの、ええと、ダストさんの仲間の方が手伝ってくださいまして、牢獄への抜ぬけ道を教えてもらえたのですよ。体の小さな者しか通れないので私が行く事になりました。ただ、お二人の体だと使えない道なので」

　しどろもどろになって答えているロリサキュバス。

　相変わらず噓が下手だが、ゼスタは気にしていないように見える。

「男同士で牢屋に居続けると、女性の存在は眩まぶしいですね。どうです、我が教団にはロリっ子枠わくが余っていまして、教団の看板娘として入信してみるというのは」

「あっと、えっと、考えておきます……」

「考えておくとはどこまでですか？　我が教団は空気を読んだ曖あい昧まいな返事は肯こう定ていとみなしますよ。さあ、この入信書にサインを！　ぬっ、入信書はすべて没ぼつ収しゆうされてしまいましたね。代わりに私のパンツにサインを」

「ひいいいい！」

「あんた見せたいだけだろ！　怯えてるからやめろっての」

　アクシズ教にサキュバスが入信したら前代未み聞もんだろうな。

　ゼスタに怯えて俺に助けを求めるロリサキュバスの肩かたを摑つかんで引き離しておく。

「そういうのは脱だつ獄ごく後にやってくれ。問題はこっからだろ。抜け道は俺達が使えないとなると、ここからは正せい攻こう法ほうで脱獄しなくちゃなんねえ。この監かん獄ごくにはラグクラフトの配下の魔族がいるはずだぜ」

「えっと、監獄の入り口を見張っていたら、何十人もの兵士っぽい人が出入りしてましたよ」

「ふむ、それは少し面めん倒どうかもしれませんね」

　ゼスタは腕うでを組んで考えている振りをしているが、その眼めは一いつ瞬しゆんたりともロリサキュバスから離れない。

　ロリサキュバスを引き連れて少しゼスタから距きよ離りを置く。

「でよ、お前さんどうやって忍び込んだんだ？　抜け道とかも噓だろ」

「あっ、バレてました？　実はとっても簡単な方法で入り込んだんですよ。ほら、私ってサキュバスじゃないですか。正体を見せてラグクラフト様の命令で淫いん夢むを見せに来たって言ったら、あっさりと」

　そうか。魔族同士なら疑われる心配もない。

　まさかこっち側の仲間だとは思いもしないよな。

「本当はダストさんの剣けんも持ってきたかったのですが、さすがに武器は持ち込めませんでした」

「そうか、そりゃしゃーねえな」

　あの武器が手元にあるとないとでは安心感が違ちがうが、奪うばわれなかっただけマシだと思うか。カジノに剣を持っていかなくてよかったぜ。

「あのー、前から気になっていたんですけど、ダストさんってあの剣だけは大事に扱あつかってますよね？　身なりには無む頓とん着ちやくなのに、あの剣だけはこまめに手入れしていますし」

「そりゃ、あれだ、戦士の武器ってのは命を預けるもんだからな。大事に扱うもんだ」

　俺の説明に納なつ得とくしてないのかジト目でじっとこっちを見てやがる。

　こいつはなんも考えてないようで意外と観察眼があるよな。

「そんな事より、マジでこっからどうするかだな。お前さんに先行してもらって見張りや警備の目を逸そらして、その隙すきに行くしかねえか……」

「そうですよね。警備の数は相当なものでしたから、正攻法で敵を倒たおしての脱獄は無理があると思いますよ」

「武器も宿屋に置きっぱなしだしな。さすがに素す手でじゃどうしようもねえ」

　俺とロリサキュバスが悩なやんでいる背後で、さっきからガチャガチャ音がする。ゼスタが何かやっているのかと振り返ると、通路の先の鉄てつ扉ぴを開けて勝手に進もうとしていた。

「待て、待て、待てって！　警備の兵士がいるって言ってただろ！　話を聞けよ！」

「承知していますよ。ですが、ここの兵達は悪魔ですよね。ならば、何も問題ありません」

「何言ってんだ？　問題ありまくりだろ。人間相手の方がまだ……後ろだ！」

　話し込んでいる俺達を見つけた角の生えた悪魔が、ゼスタの背後から剣を構えてこっちに向かってくるのが見えた。

　ゼスタは振り返ると手をかざし──。

「『セイクリッド・ハイネス・エクソシズム』！」

　魔ま法ほうを解き放つと、命中した廊ろう下かに魔法陣じんが浮かび上がったかと思えば、白く光り輝かがやく光の柱が天てん井じように向かって伸のびる。

「ギイイイアアアアア!!」

　光に包まれた悪魔が一いち撃げきで消しよう滅めつした。

　ゼスタは口先だけのただの変態じゃなかったのか……。

　その威い力りよくがとんでもない事は、俺の服を後ろからぎゅっと摑むサキュバスの怯え切った顔を見れば理解できる。

「アクシズ教団で私以上のレベルのアークプリーストはいませんからね。魔法さえ使えれば相手が悪魔やアンデッドなら何の問題もありません」

　胸を張って言うゼスタが、出会ってから初めて頼たのもしいと思えた。

　ゼスタは地面に転がっていた剣を拾うと俺に渡す。

「本当は剣よりも違う武器の方が使い勝手がよいのでしょうが、今はこれで」

　こいつ……俺の戦いを見たわけでもないのに仕草や動きだけで得意な武器を見抜いたのか？

　この魔法の威力といい、食えない男だ。

「能力の高いプリーストがいるとなれば話は別だ。前衛は任せてくれ。ロリーサは危ないから近づかずに離はなれてついて来いよ」

「そうですね。ロリっ子に応おう援えんしていただけるだけで、勇気百倍ですから。私の事はお兄ちゃん、お父様、パパのどれかで呼んでいただけると、更さらに魔法の威力が増します」

「えっ、嫌いやです」

　ビビってるくせに、そこはハッキリ断るのか。
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　それからはゼスタの独どく壇だん場じようだった。

　この監獄には悪魔とアンデッドしかいないのでプリーストの魔法が効果覿てき面めんで、向かうところ敵なしだ。

　俺が敵を引き付けてから魔法を放つ。悪魔やアンデッドにしか効果のない魔法なので俺にはまったく影えい響きようがなく、遠えん慮りよなしで巻き込み撃うちたい放題。

「ダストさんに影響ないんですね。心が汚よごれているから浄じよう化かされないか心配でしたが」

「当たり前だろ！　大体だな、心が清くないとダメなら、ゼスタが魔法使ったら自じ爆ばくしているだろうが」

「確かに……自らの力で浄化されますよね」

　俺の言葉に心底納得したようで、ロリサキュバスが嬉き々きとして女悪魔を追い回しているゼスタを冷めた目で見ている。

「ああっ、身も凍こおるような侮ぶ蔑べつの視線を感じますぞ！」

　落ち込むどころか興奮するのがゼスタだ。

　まるでダクネスのようなドＭっぷりだが、こいつの場合はそれだけじゃない。責めるのも好きらしい。

「ほらほら、逃にげないと魔法が当たってしまいますよ！」

「体は無傷なのに、なんで服だけきれいに剝はがれるのよ！」

「それは私の鍛たん錬れんのたまものです！　悪魔のエキスが染しみ込んだ服だけをピンポイントで消滅させるのにはどれだけ苦労したか。その努力の甲斐かいあって今があるのです！　人は努力し成長する生き物なのですよ」

[image: ]

「エキスとか言うな！　努力する変態なんていやあああああっ！」

　半泣きで逃げ惑まどう女悪魔の服がところどころ破れて半はん裸ら状態だ。それを追い掛かけ回すゼスタ。

　……これを地上でやったら確実に警察のお世話になる。

「バレたらだめ、バレたらだめ、バレたら何されるか分かんない……」

　その光景に怯おびえ切ったロリサキュバスが、ずっと同じ言葉を呟つぶやいている。一応、俺の背後にかばっておくか。

　ゼスタが暴走して俺より前に出て暴れているので、もう放ほうっておいていい。

　女悪魔には遊びすぎて逃げられたようだが、代わりに大量のスケルトンが現れた。

　様々な武器を手にしているので普ふ通つうに戦えば厄やつ介かいな相手なんだが。

「ふむ。体の凹おう凸とつもありませんし、声も出ないのでは面おも白しろ味みがありませんね。一気に葬ほうむりましょう『ターンアンデッド！』」

　ゼスタの魔法で一いつ掃そうされた。

「こりゃ楽でいいぜ。性格はあれだが、うちのパーティーにもプリーストが欲しくなるな」

「では、アクシズ教団から一人派は遣けんしましょうか？」

「それは断る！　俺が欲しいのはまともなプリーストだ。今まで遭そう遇ぐうしたアクシズ教徒にろくなヤツはいなかった！」

　カズマのところの宴えん会かいプリーストに、この街で再会した女プリーストもあれだった。おまけに教団のトップはこれだしよ。

「ダストさんはアクシズ教徒と相あい性しようが良いと思うのですが、残念です」

「そんなわけねえだろ」

「お二人は共通点が多いと思いますよ。むしろ似ているから苦手なのでは。同族嫌けん悪おって言いますし」

「こんなのと一緒にすんな！」

　ロリサキュバスがとんでもない事を言いやがった。

　俺が真面目まじめだと主張する気はさらさらないが、アクシズ教徒ほど破は天てん荒こうではないつもりだ。

「アクシズ教にご興味がありましたら、いつでもご相談ください。門扉はいつも開かれ……おや、これは困りましたね」

　困ったと言っている割りには顔には笑えみが浮うかんでいる。

　大したことはないだろうと、ゼスタの見ている方向に視線を向けると妙みような岩があった。

　巨きよ大だいな岩に小さな岩が連なっている。全体図は大きな岩がくっついた歪いびつな人ひと形がた。

「うわー、おっきくて硬かたそう……」

「ゴーレムかよ」

「悪魔やアンデッドなら問題ありませんが、ゴーレムはプリーストと相性がよくありません。ここはお任せしても構いませんか？」

　ゼスタが俺の後ろまで下がってきた。

　しゃあねえか。ここは俺の出番のようだ。

「おう、後ろで見物してな。俺の活かつ躍やくを！」

　俺の三倍以上はあるデカさだが、ゴーレムってのは動きが鈍にぶい。

　素早さで翻ほん弄ろうして関節を破は壊かいするってのが攻こう略りやくパターンだ。

「グゴオオオオオ！」

　ゴーレムがゆっくりと腕うでを掲かかげる。

　動きも大きく隙だらけだ。あの攻撃を避よけて懐ふところに飛び込めば余よ裕ゆうだな。

　振ふり下ろされた巨大な岩の拳こぶしを俺は余裕で──。

　風の鳴る音がしたかと思ったらゴーレムの腕が異様な速度で伸びて、後ろにいたロリサキュバスの眼前に岩の拳が迫せまっていた。

　咄とつ嗟さに俺はロリサキュバスに飛びつく。

「こ、こんな場所でチカンですか!?」

「するかっ！」

　ロリサキュバスを抱かかえたままギリギリで避けて地面を転がる。

「きゃああああああっ!!」

「耳と腕が痛いてえええっ！　くそっ、かすりやがったか」

　二の腕が裂さけて血があふれている。避けたつもりだったが馬ば鹿か力のせいで思ったよりも傷が深い。

「わ、私をかばって……大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「こんなのかすり傷だ心配すんな！」

　情けない声を出すロリサキュバスに、無傷な方の腕を掲げて問題ないとアピールする。

　強がってはみたが、この傷はやべえな。出血もそうだが動きに支障がでるぞ。

「『ヒール』！　お加減はどうですか？」

　俺の腕が暖かい光に包まれると、一いつ瞬しゆんにして傷口が塞ふさがる。

「おっ、やるじゃねえかゼスタ！」

　この傷を簡単に治ち癒ゆするとは、やっぱ能力だけは優ゆう秀しゆうだ。

　ゼスタが後ろに控ひかえているなら少々の傷は問題ない。強ごう引いんにでも間合いを詰つめるか。

　拳の連撃を躱かわし、剣けんの届く間合いに飛び込むと足の関節に突つき出す。

「うごっ、硬かてえなおい！　関節までガチガチじゃねえか。身軽さといい、このゴーレムかなり強化されてやがるぞ」

　普通のゴーレムなら今の一いち撃げきで関節が破壊されて、自重で崩ほう壊かいするんだが。

「ダストさん。ゴーレムを倒たおすには頭の文字を削けずるのがいいそうですよ！」

「それは知ってんだが届かねえんだよ！」

　ロリサキュバスに言われるまでもなく、ゴーレムの弱点ぐらいは把は握あくしている。

　ゴーレムの頭には魔ま法ほうの文字が刻まれていて、その文字の一部を削ると破壊できるってのが定番だ。ただ、動いているゴーレムの頭の文字を一つ削る方が面めん倒どうなので、ほとんどの冒ぼう険けん者が力任せに破壊する。

　こいつはかなり巨大なのでどうあがいても剣では頭に届かない。

「ダストさん、これをお使いください！」

　ゼスタの声に振り返ると目の前に光る穂ほ先さきが見えた。

「うおおおおっ！　あ、危ねえ。もうちょいで顔面に突き刺ささってたぞ！　逆向けて投げろや!!」

「すみません、ちょっと勢いよく投げすぎました。ですが、その武器があれば倒せるのではありませんか」

　ギリギリで摑つかんだのは槍やりだ。さっきスケルトンが持っていた武器の一つ。

　ゼスタは俺の得意武器をやはり見み抜ぬいていたのか。

　槍を使うところを見られたくはないが、変態プリーストとサキュバス相手なら問題外だろ。……あの方にバレたら怒おこられそうだが。

「ダ、ダストさん後ろ！」

　ロリサキュバスの叫さけびを聞くまでもない。

　槍の石突きを地面にぶつけると、槍を軸じくにして高く飛ぶ。

　足元を通り過ぎた岩の拳を眺ながめながら、空中で姿勢を正してゴーレムを正面から見つめる。視線の先には頭に刻まれた文字が見えた。

　その文字の一つを穂先で削ると、あっさりとゴーレムが崩くずれる。

「ダストさん、お見事です」

「お前さんもな」

　男と慣れ合う気はないが、少しだけならゼスタを認める気になった。
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　あれで敵は打ち止めだったようで、もう一体も出てこない。

　監かん獄ごくは地下に造られた施し設せつらしく通路の先は長い螺ら旋せん階段になっていて、結構な時間を掛かけて上り続けてようやく地上にたどり着いた。

「おや、夜だったのですね」

　分厚い鉄てつ扉ぴを開いた先は高い壁かべに囲まれた街中だった。空を見上げると無数の星が瞬またたいて見える。

　路地裏っぽいがこんな場所に牢ろう獄ごくへの入り口を隠かくしているのか。大だい胆たんな事をするもんだ。

　監獄への入り口には人に扮ふんした悪魔が二体いたのだが、問答無用でゼスタが魔法をぶっ放したので危険はない。

「なあ、相手が人間だったらどうしてたんだ？」

「ふむ、その可能性もありましたな。しかし、心配はご無用ですよ。人間には無害な魔法ですので、あくまで悪魔にしか影えい響きようはありません」

　そう言ってロリサキュバスに微笑ほほえむゼスタ。

　ロリサキュバスは頭を激しく縦に振っている。

　……もしかして、ゼスタは正体を見抜いているのか？　知っていて相手の怯えた姿を楽しんでいるというのは……あり得るよな。まあ、真相は分からないのであえて触ふれる事もないか。

「んー、シャバの空気は最高だぜ」

「そのセリフすっごく似合いますよね、ダストさんは」

「ほっとけ。そういや、カズマ達はどうなったのか知ってるか？」

　今の今まで思い出さなかったのもどうかとは思うが、こっちはそれどころじゃなかったからな。

　俺やゼスタを処分しに来なかったのが、カズマ達が健在の証しよう拠こだとは思っていたが。

「カズマさん達ですか？　もうエルロードを出てアクセルの街に戻もどりましたよ？」

「……えっ!?　おいおい、マジかよ。なあ、もしかしてなんだけどよ、リーン達も俺を見捨てて帰ったりしてないよな？」

　恐おそる恐るロリサキュバスに質問すると、目を逸そらして頰ほおを指で搔かいている。

「お、おい。噓うそだよな……。仲間を見捨てて帰るような薄はく情じような真似まねしねえよな!?」

「そ、その事なのですが」

　ロリサキュバスが申し訳なさそうな顔をして口を開いたところで、

「さっきの光はここか！　ここはラグクラフトが極ごく秘ひにしていた牢獄……。まさかヤツの手の者か、動くな！」

　割り込んできたのは武器を構えたこの国の兵士達だった。

　ゼスタが放った魔法の光を見てやってきたようだ。

「なんか勘かん違ちがいしてねえか？　俺達はここに閉じ込められていただけだっての」

「俺達だ？　お前は一人しかいないだろうが！」

「おいおい、何言ってんだ。お前らも言ってやれよ」

　そう言って背後を振り返ると、ゼスタとロリサキュバスの姿はなかった。

　奥の小さな路地に逃にげ込むゼスタと、羽を出して夜空に飛び立ったロリサキュバスの背中が小さくなっていく。

「あいつら見捨てやがった！」

「確保しろー!!」

「また捕つかまるのかよっ！」
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「もう飽あきたっての……」

　脱だつ獄ごくが成功したと思ったら、別の牢ろう屋やに放り込まれた。

　とはいえ今回はラグクラフトが絡からんでいないので、まともに話を聞いてくれるだろう。

　そういや、ここに来てから聞かされた話なのだが、ラグクラフトはアイリスの手によって滅ほろぼされた後だった。

　カズマが何かやらかして、追い詰つめられたラグクラフトが強ごう引いんに事を起こしたところを返り討うちに遭あったらしい。

　あっけない幕切れだが、あいつらが無事だったと分かったのだから素す直なおに喜んでおくか。

「あの牢獄に比べたら住み心ごこ地ちも悪くねえから、のんびりすっか」

　カズマ達が無事で宰さい相しようがいなくなったのなら命の心配もいらない。釈しやく放ほうされるまでまったり過ごそう。

　前に閉じ込められていた牢屋よりも寝ね心ごこ地ちのいい寝ね床どこでダラダラしていると、兵士らしき男達がやってきて牢屋の鍵かぎが開けられた。

「ようやく釈放かよ。俺の無実がようやく立証された……おい、なんで目め隠かくしすんだ？　体まで縛しばんなよ！　いてててて、引っ張んなって！　なんだ、何のプレイだ！」

　俺が怒ど鳴なってもお構いなしに兵士が背中を押して何処どこかへと連れて行こうとする。

　抵てい抗こうしようにも目も見えず動きも封ふうじられた状態ではどうしようもない。

　結構な距きよ離りを歩かされたかと思えば、今度は肩かたを摑つかまれ強引に座らせられた。

　そこで体に巻き付いていたロープと目隠しを外されると、目もくらむような光が飛び込んでくる。

「うおっ、眩まぶしっ！　はあっ？　なんでカジノに連れてこられたんだ？」

　牢屋から出たと思えば、いきなりカジノに直行。訳が分からん。

「貴様はアクセルの冒ぼう険けん者しやダストで間ま違ちがいないか？」

　偉えらそうな口調のガキが椅い子すにふんぞり返ってこっちを見ている。

　くそ高そうな服を着た生意気そうなガキの周りには武装した兵士と、いけ好かない感じの取り巻きが何人もいる。

「人に名前を尋たずねる時は、まず自分から名乗るって習わなかったのか、お坊ぼつちゃん？」

「貴様！　レヴィ王子に向かって何という口の利きき方だ！」

　ガキではなく取り巻きの一人が叫さけぶ。

　へえー、こいつがこの国の王子でアイリスの元もと婚こん約やく者しやか。

　直々にやってきたのはラグクラフト絡がらみか、それともカズマやアイリスとの繫つながりがバレたのか。どちらにしろいい予感はしない。

「その王子様が俺様に何の用だよ」

「まだそのような口を！」

「いいから、引っ込んでいろ。俺が直接話す」

　レヴィ王子の一ひと睨にらみで取り巻きが後ろに下がった。

「まずは詫わびておく。ラグクラフトが迷めい惑わくを掛かけたようだ。軽犯罪は犯おかしているが、投獄されるほどの罪でないのは立証された。ここでの話し合いが終わったら解放する事を約束しよう。荷物も返してやれ」

　おっと、意外な展開だな。

　目隠しされて連れてこられたと思ったら、目の前にはこの国の王子。

　虚きよ勢せいを張ってはいたが、これは結構ヤバいんじゃないかと覚かく悟ごしていたのにな。

　兵士から渡わたされた袋ふくろの中身を確かく認にんすると、すべて入っていた。……俺の剣けんも無事だ。

「話が分かるじゃねえか。じゃあ、そういう事で」

　俺が立ち上がって出ていこうとすると、後ろにいた兵士にまた肩を摑まれ強引に座らされる。

「まだ話の途と中ちゆうだ。牢屋に入れられた一件とは別の問題があってな。女おんな悪あく魔まを一人捕まえたのだが見覚えはないか？」

　そう言ってレヴィが指を鳴らすと、奥の方から兵士に連れられて現れたのはロリサキュバスだった。

「げっ、なんでお前がここにいんだよ。人をほっぽり出して逃にげたくせに」

「ごめんなさいいいい！　でも仕方なかったんですううう」

　兵士に押されて歩いてきたロリサキュバスが涙なみだ目めで近づいてくる。

「それよりも、お前さん……なんでそんな恰かつ好こうしてんだ」

「じろじろ見ないでください、恥はずかしいんですよ」

　頰を真っ赤に染めて身をよじって本気で照れている。
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　そんなロリサキュバスを見ていると不思議でならない。

　いつもは裸はだか同然の恰好で堂々としているくせに、なんで照れる必要があるんだ。

　今の服装は肌はだの露ろ出しゆつが少なくてサイズが一回り小さく、体形が分かるぐらいピッタリと体に張り付いていた。

「なあ、その恰好の何が恥ずかしいんだ？　それってアクシズ教のプリーストが着てるやつだよな？」

「うううう、そうです。この服を着るとおぞましさと羞しゆう恥ち心しんで力が出ないのですよ。これ程ほどの辱はずかしめを受けるなんて！」

　手で顔を覆おおって「こんな私を見ないでください！」と叫さけんでいるが、こいつの羞恥心がどこにあるのか理解不能だ。

　じっくり観察すると下着が浮うかび上がるぐらいピッタリサイズで、妙みような艶なまめかしさがあるが、いつもの下着みたいな恰好よりはマシだろ。

「悪魔にとって天敵のプリーストの恰好をさせられているのですよ！　逆に考えてみてください。プリーストがサキュバスの恰好をしていたら恥ずかしがるでしょ！」

「その理り屈くつはおかしくねえか？」

　納なつ得とくはできないがサキュバスにとっては屈くつ辱じよくの恰好らしい。そういうものなのだろうと理解した振ふりをしておくか。

「やはり知り合いだったか。ラグクラフトが魔王軍の一員だったのは知っているのだろう。この状じよう況きよう下で女悪魔を放置するわけにはいかなくてな。強制労働かアクシズ教徒に突き出そうかと思っているのだ」

「ああああああ、アクシズ教徒に突き出す!?」

　ただでさえ涙目だったロリサキュバスが顔面蒼そう白はくになりガタガタと震ふるえている。

　ここまで怯おびえるのも無理はない。アクシズ教徒が悪魔嫌ぎらいなのは有名で、噂うわさが誇こ張ちようではないのはゼスタとの会話で嫌いやと言うほど理解している。

「さすがにちょっと待ってくれねえか？　アクシズ教徒にこいつを与あたえたら何されるか分かったもんじゃねえぞ」

　俺の指し摘てきを聞いて、ロリサキュバスは顔がぶれて見えるぐらいに激しく何度も頷うなずく。

「知っている。だからこそ、矛ほこ先さきを逸そらすために与えるのだ。今、この国でアクシズ教徒が何をしているか知っているか？」

　眉み間けんを押さえながら大きなため息を吐つくレヴィ王子。

「い、いや、ずっと牢にいたからな」

「はああああああ。あいつら……アクシズ教の最高幹部と名乗るゼスタと女プリーストが先頭に立ち、アクシズ教徒を引き連れて城の前やカジノで抗こう議ぎ活動を始めたのだ！　『不当に閉じ込められていた事に関して、謝罪と賠ばい償しようを！　国教をアクシズ教にするのであれば我々も引き下がりましょう！』『そちらが誠意を見せない場合は、皆みなさんと一いつ緒しよに毎日カジノに通って女性客や女性ディーラーをナンパし続けますよ！』『ロリっ子、イケメンもターゲットにします！』と毎日バカ騒さわぎをやっているのだ！」

「うっわー」

　長い間、あの牢屋に閉じ込められて鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたゼスタが暴れてんのか。

　アクシズ教徒だったら嫌がらせが半分、楽しんでやっているのが半分だろ。

「矛先を逸らして、群衆を鎮しずめるための生いけ贄にえになってもらう予定だ」

「そ、そ、そ、そんなっ！　あんなところに放り込まれたら、何をされるか！　まだ店でトップにもなれてないのに！　あっ、アクシズ教に入信したら助けてもらえますかね!?　で、でも、アクシズ教徒になったらバニル様に嫌きらわれちゃう！」

　ロリサキュバスは恐きよう怖ふでパニック状態らしく、悪魔の癖くせにとんでもない事を口にしている。

「ロリっ子枠わくが余っているらしいからな。ゼスタに懇こん願がんしたら可能性はあるんじゃねえか？　その代わりに、死んだ方がマシな目に遭わされそうだけどよ……」

　ゼスタなんて嬉き々きとしてロリサキュバスで遊ぶに決まっている。あいつなら絶対にやる。

「きっと毎日雑用を押し付けられて、食事の際には私のコップに聖水を入れて『あら、私の注いだ水が飲めないっていうの？』とか小こ姑じゆうとみたいな嫌がらせをやられるんですよ！　他ほかにも聖水を温めたお風ふ呂ろを混浴にして水責めとか……！」

　アクシズ教徒に弄もてあそばれる場面をリアルに想像したらしく、精神の限界を超こえたロリサキュバスが白目を剝むいてびくんびくんしている。

　さすがにこのまま放置するのは寝覚めが悪すぎるか。

「何とかならねえか？　こいつは悪魔だが魔王軍とは何の関かかわりもねえ。むしろ、人に有益なサキュバスだぜ。なんなら噓うそを感知する魔道具を使って真しん偽ぎの判定していいからよ」

「そこまで言うなら本当なのだろう。だが噓ではないにしても悪魔をおいそれと解放できる情勢ではないのは理解できるな。……そうだな、女悪魔を見み逃のがして欲しいのであれば、条件がある」

　条件だ？

　今、一いつ瞬しゆんだがレヴィ王子の顔に笑えみが浮かんだ。

　嫌な予感がするが俺に別の選せん択たく肢しはない。

「条件か。なんか胡う散さん臭くさいが聞くだけ聞かせてくれや。一応だが何かと世話になっているもんでな。見捨てるわけにはいかねえよ」

「ダストさん……」

　気絶から復活したロリサキュバスが潤うるんだ目で俺を見つめている。

「調べによると、貴様はアイリス姫ひめが兄と慕したうカズマ殿どのと深く関わり合いがあるそうだが」

「おう、マブダチだぜ」

「ならば、カズマ殿の弱点や情報をすべて教えてもらえないか。更さらに今後定期的にどんな生活をして何をやったか逐ちく一いち報告してもらいたい。特にアイリス姫との関係を念入りに！」

「……カズマのだと？」

　これっぽっちも予想していなかった展開に思わず声が漏もれる。

「カズマ殿にはラグクラフトの正体を見み抜ぬいて国を救ってもらった恩はある。だが、あいつがいたせいで俺は……アイリス姫を失った！」

　拳こぶしを握にぎり締しめて叫ぶレヴィ王子。その姿を見て真っ先に思い浮かんだ言葉を口にする。

「もしかして、アイリスに振られたのか？　婚約してたのに？」

「はぐうっ!!」

　レヴィ王子が胸を押さえて膝ひざを突ついた。

「貴様！　傷心の王子に対して無礼であろう！　こっちから婚約を破は棄きするつもりで辛つらく当たっていたアイリス王女に、なんやかんやで惚ほれてしまったがあっさり振られてしまった王子の辛さを理解しろ！」

「好きな女性に『ずっとお友達でいましょう』と脈なし宣言されたのだぞ！　王子の苦しみが貴様に理解できるか！」

　取り巻きが一いつ斉せいに俺を責めるが、その言葉を聞いてレヴィ王子が床ゆかに崩くずれ落ちてんぞ。俺よりもダメージ与えてんじゃねえよ。

「も、もう止やめるのだ。それ以上は心が持たない……」

　胸を押さえてどうにか立ち上がったレヴィ王子。

「大だい丈じよう夫ぶかよ」

「し、心配には及およばん。ふう……答えを聞かせてもらおうか」

　悪い提案じゃない。カズマの情報を伝えるだけでロリサキュバスが助かるのだから。

　だが、俺は──。

「ダチを売る気はねえな。それも王族や貴族相手によ」

　親友を売るほど落ちぶれてはいないつもりだ。

「では、女悪魔は諦あきらめるのだな？」

　王子の言葉を聞いたロリサキュバスがびくりと体を揺らす。

　なんて情けない顔をしてんだ。

「諦めるわけねえだろ。俺はな、人の物を奪うばうのはどうとも思わねえが、自分のものを奪われるのは嫌なんだよ」

　頭をボリボリと搔かいて王子に言い放つ。

「そ、そんな大だい胆たんな告白を。でも、私にはバニル様がいるので。お友達からなら考えてあげなくも……」

　何を勘かん違ちがいしたのかロリサキュバスの頰ほおが赤くなっている。

　指をもぞもぞさせて何か呟つぶやいているが、声が小さすぎて聞こえない。

「だから、こういうのはどうだ。カジノの国エルロードらしく、ギャンブルで勝負するってのは」

「ほほう。カズマ殿と同じ提案をするとは、親友というのも噓ではないようだ。……そうだな、そちらが勝てば女悪魔を解放すると約束してもいい。だが代価は何だ。互たがいに賭かける物がつり合わなければ意味がない」

　ニヤリと笑うレヴィ王子。負けるなんて微み塵じんも考えてないようだ。

　勝負を提案したら顔つきが変わったな。ギャンブルで富を得た一族の後こう継けい者しやだけあって血が騒ぐのか。

「賭けの代価か。ロリサキュバスを解放するに見合う物となると……」

　俺の所持品でそこまでの価値がある物といえば──一つしかない。

「この剣けんでどうだ」

　愛用の剣を机に置くと、一瞬だがレヴィ王子の顔が驚おどろいたのを見逃さなかった。

「貴様はその剣の本当の価値を知っているのか？」

「その口ぶりだと鑑かん定ていでもしたみたいだな。もちろん、知っているぜ」

　この剣の価値は誰だれよりも知っている。だからこそ、この場で賭けた。

　ラグクラフトとの繫つながりがあると疑われていたなら、所持品を細かく検査していると思っていたがビンゴか。

「なるほど、この剣なら申し分ない。勝負を受けよう」

　あの方から頂いた大切な剣。王族だからこそ、この剣の価値が分かると予想したが的中したようだ。

「ま、待ってください！　ダストさん、ギャンブルめちゃくちゃ弱いじゃないですか！　あれだけ負け続けたのにその自信はどこから来るんです!?」

「あんだけ負け続けたら、次は勝つかもしんねえだろ？」

「それってギャンブルで破は滅めつする人の思考ですよ!?　そ、それに、あの剣ってとても大切な物ですよね。どれだけお金に困っても決して手放さなかったじゃないですか。それを悪魔の私なんかの為ために……」

　俯うつむいて震えているロリサキュバスの頭に手を置く。

「これからも、エロい夢を見させてくれるんだろ？」

「ダストさん……ドン引きです。ほんと、女心が分かってませんよね。ここはもっとキュンとするセリフを言ってくださいよ。チャンスをあげますから、もう一回どうぞ！」

「うっせえな。この俺様が助けてやるから黙だまって感謝しとけ。ここでの活かつ躍やくは店のサキュバス達にちゃんと言いふらしておけよ」

　文句を言ってきたロリサキュバスの頭を搔き回すようにして撫なでる。

「覚えていますか、ダストさん。女性は頭を撫でられるのが好きっていうのは、童どう貞ていの幻げん想そうですよ？」

「おう、知ってるぜ。お前に教えてもらったからな」

　以前に同じ事をロリサキュバスから言われたのを承知の上でやってみた。

　口とは裏腹に嬉うれしそうに見えるのは気のせいかね。

「もういいか？　では勝負を始める前に観客を増やすとしようか。周りが俺の応おう援えんばかりではやる気も出まい」

　レヴィ王子が指を鳴らすと背後のドアが開いて、リーン、テイラー、キースが姿を現した。

「なんでこいつらがいるんだ!?」

「ダストが行方ゆくえ不明になったと、城や警察に何度も訪ねてきたのだ。貴様を捕つかまえた事を知られてアクシズ教徒と結けつ託たくされると厄やつ介かいなのでな、宿屋に軟なん禁きんさせてもらっていた。これ以上の無用な騒ぎは望むところではない」

　ロリサキュバスが仲間達の事で言い淀よどんだのはこれか。

　てっきりカズマ達と先に帰ったのかと思っていたが、宿屋に閉じ込められていたとは思いもしなかった。

「おい、ダストどういう事だ!?　そこの子供は誰だ。それにこの兵士達は！」

「お前が姿をくらましやがったから探してやったのに、宿屋に軟禁された挙げ句にこんな場所に連れてこられたんだぞ！　説明しやがれ！」

「ねえ、今度は何をやらかしたの？　それになんでプリースト風のロリーサもいるの？　怒るから正直に話してよ」

　駆かけ寄ってきた仲間達が背後からギャーギャーとうるさい。

　ロリサキュバスの事は適当にごまかして牢ろう屋やにいた経けい緯いを「ギャンブルで負けて暴れたら捕まった。あの子供はお偉えらい貴族でイリスの婚こん約やく者しやだ」と簡単に説明すると、一応は納なつ得とくしたようだ。

「それってあんたが悪いだけよね？　黙ってカジノに行ったのもそうだけど、暴れて捕まったのはダストの責任でしょ。あたし達が軟禁されるのおかしくない!?」

「仲間ってのは助け合うもんだろ。一いち蓮れん托たく生しようっていい言葉だよな。俺は牢屋、お前たちは宿屋。場所は違っても俺達はいつも一緒だぜ」

　爽さわやかな顔で仲間に笑いかけると、仲間から拳が飛んできた。

「おい、やめろ！　痛っ！　ちょっ、手加減しろよっ！」

　集団暴行を受けて机に突っ伏ぷす。

　こいつら本気で殴なぐりやがったな……。

　唯ゆい一いつ手を出さなかったロリサキュバスは立場上、どうしていいか分からずにオロオロしているだけだ。

「なんでイリスの婚約者がここにいるのかは知らないけど、ねえ、こいつはどうなってもいいから、あたし達は解放してよ」

「ダスト、お前のせいで依い頼らいが完かん遂すいできなかった。今回の一件はさすがにかばいきれんな。こいつは煮にるなり焼くなり好きにして構わん」

「心配してやったらこれだ。ちょっと一年ぐらい牢屋に放り込んでくれや」

　誰一人として俺の身を案じる気がないのか。

　確かに捕まったのも俺の責任で、暴れたのも俺で、脱だつ獄ごくしたのも俺だが。……あれっ？　もしかしなくても、サキュバスの問題も元は俺の責任じゃね？

「ちなみに俺がここにいる理由は……そこの男が俺の一族が経営するカジノに損害を与あたえたからだ」

　自分の素す性じようがバレるのはよくないと判断したようで、レヴィ王子はこっちの話に合わせてくれるようだ。

「はあ、お前ら勘かん違ちがいすんな。俺はロリーサの解放を賭けてこいつと勝負するけどよ、お前らはただの観客で別に俺が負けようが勝とうが関係ないっての。なあ、お坊ぼつちゃん」

「そうだ。説明不足だったようだが、この勝負で負けると解放されないのはそこの……ロリーサだったか。その女だけだ」

　レヴィ王子は空気を読んで仮の名前で呼んでくれたようだ。

「えっ、ちょっと待って。そんなの聞いてないわ。どういう事か、詳くわしく説明しなさいよ」

「ダストはどうなってもいいけどよ、ロリーサとなると話は別だぜ」

「そうだな。ダストはどうでもいいが」

「お、お前ら……！」

　なんだこの対応の差は。

　俺を完全に無視して、ロリーサを取り囲み心配している仲間達。

「哀あわれなほどに人徳がないな……」

「そんな目で見んなよ、照れるじゃねえか」

　レヴィ王子、かわいそうな人を見るような目を向けんな。

「あ、あの、実はですね……」

　助けを求める目を何度もこっちに向けるロリサキュバス。相変わらずプレッシャーに弱い。

　俺が適当に噓うそを並べて、こいつらを納得させるしかねえか。

「はあ、しゃーねえな。本当の理由を説明してやるよ。ちょっとこっちこい。お坊ちゃん、悪いが少し待ってくれ」

　ロリサキュバスと仲間を連れて部屋の端はしまで移動する。

　周りに聞こえないように声を潜ひそめて、頭の中で組み立てておいた筋書きを話す。

「実は、こいつを気に入った貴族がいてな。そいつはロリーサをものにするために騙だましてギャンブルで借金をこしらえさせたんだよ。そんでもって、借金を返せないロリーサへいたずらをしようとしていたところに偶ぐう然ぜん出くわしちまってな。勢いで殴ったら牢屋に直行ってわけだ」

「……あんた、さっきはギャンブルで負けて暴れて捕まった、って言ってなかった？」

「それはお前、あれだ。ロリーサがギャンブルで借金があるなんて言えねえだろ。なあ？」

「えっ、あっ、はい。そんな恥ずかしい事を皆さんに知られたくなかったので、ダストさんには黙っていて欲しいとお願いしました」

　俺の意図を汲くんで話を合わせてきた。咄とつ嗟さにしては上出来な芝しば居いだ。

「でもって、殴っちまった……というより軽く小こ突づいただけなんだがな。その相手ってのが……あのガキだ」

「「「「えっ？」」」」

　仲間と一いつ緒しよにロリサキュバスまで驚いている。お前は動どう揺ようするな。

「ここだけの話だが、イリスに振られたんだよ、あの元婚約者のガキは。その八つ当たりに背が低くてか弱そうなこいつに目を付けた。借金を背負わせてイリスの代わりとして弄もてあそぶつもりだったんだぜ。なあ、ロリーサ」

「そ、そうなんですよ。『お前はイリスの代わりだ！　這はいつくばってペロペロ俺の靴くつを舐なめながら「私イリス、婚約者様は最高です」と言え』と迫せまってきたところを、ダストさんが助けてくださったんです！」

　おっ、こいつも乗ってきたみたいだな。

　うまい具合に話を合わせてきたじゃねえか。

「変態じゃないの！　弱みに付け込んでそんな事をさせるなんて、同じ女として許せないわ！」

「クソガキじゃねえか。そんなプレイ俺もしたことねえのによ！」

「女性に対してそんな行いを強制するとは。子供だとしても許せんな！」

　憤いきどおった仲間が椅い子すにふんぞり返っているレヴィ王子を睨にらんでいる。

　……ちょっと大おお袈げ裟さに盛りすぎた気もするが、仲間が単純で助かった。

　話が終わったので仲間とロリサキュバスを連れて席に戻もどると、レヴィ王子を険悪な目つきで仲間達が見み据すえる。

「なあ、どうして後ろの奴やつらは俺を睨んでいるんだ？」

「今朝食べた飯が不味まずくて虫の居所が悪いらしいぜ」

「……まあいい、そろそろ勝負を始めないか」

「構わねえよ。最後に確かく認にんするが、俺がこの勝負で勝てばロリーサを解放する。俺が負ければロリーサはてめえの性せい奴ど隷れい。それでいいよな？」

「おい、何を言って」

「「「よくない！」」」

　驚くレヴィ王子の声を遮さえぎって、仲間が耳元で怒ど鳴なりやがった。

　あまりの声の大きさに頭がぐわんぐわんしてんぞ。

「何言ってんだ。お前らは俺に任せて眺ながめておけばいいんだよ。黙って見てな」

「「「嫌いやだ」」」

　こういう時だけ息がぴったりだ。

「あんたギャンブル弱いじゃないの！　勝ったのを見た事ないわよ!?　ダストがどうなろうと知ったことじゃないけど、ロリーサの身が危ないのよ！」

　リーンの言葉に残りの二人が大きく頷うなずく。

「俺だって、やる時はやる男だぜ。大船に乗ったつもりで、どんと構えてな」

「あんたのは泥どろ船ぶねじゃないの！」

「穴だらけのボロ船だろうが！」

「自力で泳いだ方がマシだ！」

　ボロカスに貶けなしてくる仲間を何とか説得しようとするが、誰だれ一人として聞く耳を持たない。これじゃ、勝負どころじゃねえぞ。

「知らない条件が増えているが、まあいい。ギャンブルにめっぽう弱い貴様に任せるのは不安だと申すのか。……では、こういうのはどうだ。貴様と仲間が順番に私と勝負をして、誰か一人だけでも勝てばその女を解放しよう。勝負で勝った者には、詫わびとして迷めい惑わく料を払はらわせてもらう」

　俺達のやり取りを見るに見かねたのか、レヴィ王子がとんでもない事を提案してきた。

「おいおい、マジで言ってんのか？　こっちは四人だぞ。お前は四連勝しないと負けなんだぜ」

「分かっている。俺はギャンブル勝負で負ける気はない。どんな手を使ってでも、もう二度と！」

　胸を張って断言するレヴィ王子。

　自信満々の相手は油断があるもんだが、こいつはそんな感じじゃない。ガキの癖くせにその瞳ひとみに決意のようなものを感じるのは気のせいか？

　そんな事を考えていると、ロリサキュバスがすっと隣となりに来て耳元で囁ささやく。

「カジノでの噂うわさなんですけど。レヴィ王子はカズマさんにギャンブルで負け続けたそうです。それ以来、カジノに頻ひん繁ぱんに現れてはゲームで連戦連勝を続けているそうですよ」

　そういう事か。こいつが自信満々な理由が理解できた。

　カズマに連敗してから考えを改めて、ギャンブルの腕うでを磨みがいてきたのか。

「さて、どうする。仲間が勝負に支払う代価はなんでも構わんぞ。……貴様が賭かけた剣けんにはそれだけの価値があるからな」

　最後の方は俺にだけ聞こえるように囁く。

　あっさりとこちらが有利になる条件を提示してきたと思ったら、なるほどね。

　話がうまく運びすぎて逆に警けい戒かいしてしまった仲間が、集まって何やら相談している。

「こちらとしては譲じよう歩ほしたつもりだが、悩なやむ必要があるのか？　……やれやれ、冒ぼう険けん者しやというのは勇ゆう敢かんだと聞いていたのだが名ばかりで、この程度の冒険すらためらう臆おく病びよう者ものだったとは」

　腕を組んで睥へい睨げいするレヴィ王子。

　なかなか挑ちよう発はつが上手うまいじゃねえか。

「ふーん。相手が貴族様でも、ここまで言われたら引き下がれないわね」

「ギャンブルはしないように心こころ掛がけているが、今日ばかりは解禁しよう」

「へっ、俺はダストと違って勝率は悪くねえからな。小生意気なガキを『ぎゃふん』と言わせてやるぜ」

　こんなガキにバカにされて黙っていられるようなヤツらじゃない。

　仲間全員が勝負に挑いどむ事を決めたようだ。こちらの勝率が上がるなら、俺としても大だい歓かん迎げいだ。




　　　　２




「おい」

　俺が怒ど気きを込めて声を放つ。

　目の前にはパンツ一枚で正座をして俯うつむいているキースとテイラー。

　意気揚よう々ようと勝負を挑んだのはいいが、二人ともあっさりと返り討うちにされて身ぐるみを剝はがされた。

「あれー。お前ら『ふっ、ダストの順番は来ないぜ』とか『俺の手ですべての決着をつける』キリッ、とかやってなかったっけ？　なんで、パン一なんですかねー」

「ま、まさか一回も勝てないなんて思いもしないだろ……」

「賭け事は滅めつ多たにやらないので、苦手なんだ……」

　二人とも見事な負けっぷりで一度もいいところはなかった。

　こいつらが弱いのもあるだろうが、それ以上にレヴィ王子のギャンブラーとしての腕がいい。

　……いや、そんなレベルじゃねえな。

　レヴィ王子の圧勝だった。カードゲームでは常に最強の手札。ルーレットでは百発百中で落ちる穴を当てる。

　露ろ骨こつな真似まねしてくれるじゃねえか。

　こいつ、イカサマ仕込んでやがるな。ディーラーと組んでいるのは確実だが、あれはカードにも細工をしているに違ちがいねえ。

　たぶん、裏の細かい模様か別の手段で、ひっくり返さなくてもカードの数字が分かるって感じか。

　俺もカズマに勝つために、そういうイカサマグッズを買おうとした事があるから、よーく分かるぜ。

　今からその手口を見破るのは不可能だよな。カードもすぐに回収されちまった。

　もし、俺の予想が当たっていたら、レヴィ王子は自分の思い通りに勝てるって事だ。

　……俺様にイカサマで勝負しようなんて、いい度胸じゃねえか！

「お前らはそこで反省してるんだな。……あとは任せな」

「「ダスト」」

　頼たよりがいのあるセリフに感極きわまったのか、二人がじっと俺を見つめ口を開く。

「この世でダストほど信用できない存在があるか！　お前が一番ギャンブル弱よええだろうが！」

「ダストに託たくすぐらいならアクシズ教に入信して神に祈いのった方がマシだ！」

「身ぐるみ剝がされた負け犬どもがぎゃんぎゃん吠ほえんな！」

「なんだと、てめえ！」

　殴なぐりかかろうとしてきたキースに身構えて警戒をする。テイラーがじりじり間合いを縮めてきていやがるな。

「おい、貴様ら！　俺を無視するな！　まだ勝負は終わってないぞ！」

　レヴィが、自分を無視して殴り合いを始めた俺達に向けて、何か叫さけんでいる。

　そういや、まだ俺の勝負は残っているし、リーンがやっている最中だったな。

　一いつ旦たん手を止めてテーブルを見ると、そこにはリーンもロリサキュバスもいなかった。

「おい、二人はどうしたんだ？」

「あっさりと負けて、控ひかえ室に移動したぞ」

「控え室？　おい、リーンは何を賭けたんだ？」

　嫌な予感がしやがる。レヴィは答えずに下を向いてもぞもぞしているだけだ。

　テイラーとキースは負けてパンツ一丁って事は……。

「全ぜん裸らに剝むいてご奉ほう仕しさせるつもりか！　とんだエロガキだぜ！」

「マジか！　なあ、ダスト、テイラー。あっちに寝ね返がえっていいか？」

「ふざけるな」

　真面目まじめな顔をしてバカな事を言うキースの脳天にテイラーの拳こぶしが落ちた。

　かなり痛かったようでキースが床をのたうち回っている。

　危ねえ、俺も一いつ瞬しゆんだが同じ事を思っていた。

「バカな事をぬかすな！　お、俺にはそういうのはまだ早いと思うんだ……。それに心に決めた人が……」

　意外とうぶだよな、こいつ。

「ちょっ、ちょっと、冗じよう談だんでしょ!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、大事な部分は隠かくれてますし」

「ギリギリだよね!?　なんでロリーサは平気なの!?」

「慣れてますし」

　扉とびらの向こうからリーンの慌あわてた声と、ロリサキュバスの妙みように落ち着いた声がする。

　続いて扉が勢いよく開き、堂々と出てきたロリサキュバスとその後ろに隠れるようにして出てくるリーン。

　二人とも申し訳程度に大事な部分を隠している下着のようなものを着ていた。ロリサキュバスはあのプリーストの服から、また着き替がえさせられたのか。

「うおおおおおおおっ!!」

　キースと王子の取り巻きの何人かが歓声を上げている。

　レヴィ王子とテイラーは同時に視線を逸そらして見ないように努力しているな。俺とキースはもちろんガン見しているが。

「あれだ、ロリーサは新しん鮮せん味みがねえな」

「女の子が恥はずかしい恰かつ好こうをしているのですから、少しは喜んでくださいよ」

　恥じらうような素そ振ぶりをしているが、ロリサキュバスは店での服装と大差ないから平気に決まっている。

「リーンもロリーサを見習って前に出ろよ」

「い、嫌よ！　今だって死ぬほど恥ずかしいんだからね！」

　顔を真っ赤にしてロリサキュバスの背後から顔を出すリーン。

　モロ見えも悪くないが、羞しゆう恥ちで身もだえする姿も悪くないな。

「私も若じやつ干かんですが恥ずかしいんですよ。いつもの恰好と違うので」

　ロリサキュバスはそう言いながらもプリーストの服から解放されて嬉うれしそうだ。

「これで三連勝か。残りは貴様一人だぞ」

「待ちくたびれたぜ。本命のご登場だ」

　俺が席に着くと背後にリーンとロリサキュバスが立った。

　リーンは相手から少しでも姿を隠そうと、俺を目隠し代わりに使っているのか。

　振り返ろうとしたら、頭を両手で挟はさまれ強ごう引いんに前に向けられた。

「ぐおおっ、首がっ！　痛いだろ！　いいじゃねえかよ、減るもんじゃなし」

「嫌よ！　次に振り返ろうとしたら眼球抉えぐり出すからね！」

「怖こええよ。照れ隠しでも、もうちょいなんかあるだろ……。でもよ、なんでそんな下着みたいな姿になってんだ？」

「あのですね、リーンさんが『負けた方が恥ずかしい恰好になるのでどうよ！』と啖たん呵かを切りまして。私は、その、巻き込まれました……」

「リーン、お前……」

「だってしょうがないじゃない！　ロリーサを酷ひどい目に遭あわそうとしてたのよ。だから、相手にも恥ずかしい思いをさせたかったの」

　ったく、日ひ頃ごろから俺に「勢いで動くな」とか偉えらそうな事を言ってるくせに、当の本人が何やらかしてんだ。

　子供相手に負けて恥ずかしい恰好をさせられているリーンは、そろそろ羞恥で倒たおれそうだ。

　俺がリーンのエロい姿を見るのは構わねえが、他ほかの連中がこれ以上見るのは腹が立つ。さっさと終わらせて服を着させてやるか。

　自分の上着を脱ぬいでリーンに掛かけると、レヴィ王子に向き直った。

「待たせて悪かったな。本命の勝負といこうぜ」

「あっさりと勝負がついて面おも白しろ味みがなかったからな。貴様は楽しませてくれるのか？」

　レヴィ王子が三連勝で完全に調子づいてやがる。まあ、イカサマやってるなら勝って当然なんだが。

　いつもの博ばく打ちと違って負けられない勝負だ。少しでも俺に有利な方法でやりたいが。

「こういう時、バニル様がいてくださったら、未来を見通す目で確実に勝てるのに」

　ロリサキュバスの呟つぶやきには同意する。

　旦だん那なに勝つ方法を占うらなってもらえば、俺の運がなくても百発百中で勝ちのカードを手にできる。

「でもよ、旦那の力は自分の欲の為ために使うとろくなことにならないらしいぞ。俺も旦那の能力なら博打で稼かせいだ方が早いんじゃないかって提案したら、そう言ってたからな」

　未来を見通せるなら確実に勝てると思ったんだが、世の中そう甘くないらしい。

　だけど、こんな状じよう況きようだと旦那の力があればと思ってしま……旦那の力？

「そういや、旦那が占いで何か言ってたな。重要な話だった気が……」

「まだ決まらないのか？」

　レヴィ王子の苛いら立だった声がする。

　ロリサキュバスとのやり取りで時間を掛けちまったからな。

「……じゃあ、ゲームの方法はカード勝負ってのはどうだ？」

「説明を聞こうか」

「ルールは単純で明快だぜ。１から13まで数字が書かれたカードをテーブルに並べて互たがいに一枚選んで引く。そんでもって数字の大きい方が勝ち。ただし、最強のカード13は最弱のカード１にだけ負ける。どうだ、バカでも分かるだろ？」

　近くにあったカードを手にしてシャッフルすると、十三枚のカードをテーブルに並べた。

　俺の説明がすべて終わると、レヴィ王子が腕うでを組んでじっとカードを見つめている。

「何回勝負にするのだ？」

「ここは男らしく一発勝負といこうぜ」

「いいだろう。一枚引けばいいんだな」

　少しだけ悩んでいたようだが、あっさりと一枚のカードを選んだ。

　となると次は俺の番か。

　ちらりと俺の後ろに立っているロリサキュバスに視線を飛ばす。

　目を閉じて手を合わせて懸けん命めいに祈っているようだ。悪あく魔まが何に対して祈るのかちょっと気にはなる。

　勝たせてくれるなら、アクシズ教徒の御ご神しん体たいである女め神がみアクアを崇あがめてもいいが、きっと無む駄だだろう。そもそも幸運を願うなら女神エリスの方がご利益はあるか。

「本物に会った事もあるから、案外祈りが通じるかもしれないが……やめとくか」

　俺は致ち命めい的てきに運がない。

　そして、悔くやしいが博打も弱い。

　そんな俺が女神に祈ったところで今いま更さらだ。だから……。

「俺はこのカードにするぜ！」

　選んだカードに手を置く。

　勝利は実力で摑つかみ取るしかない！

「まずは俺からめくろうか。それで構わないな？」

「先行は譲ゆずるぜ」

　レヴィ王子がひっくり返したカードの数字は──13。

　手札を見たレヴィ王子は勝ちを確信して、ニヤリと余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべてやがる。

　これでレヴィ王子のイカサマは確定か。指し摘てきしたところで、すっとぼけるだけだ。

「お、おい、ダスト！　やべえだろ、これは！」

「慌てんなよキース。テイラーを見習ってどっしり構えとけって」

　テイラーは床ゆかの上で胡坐あぐらを組んで、事の成り行きを黙だまって見守っている。

「で、でもよ。相手は最強の13じゃねえか！　お前が勝つには残り十二枚の中から１を引くしかないんだぞ!?　確率って知ってるか!?　十二分の一だぞ、おい!!」

「ただでさえ運がないのに勝てるの!?」

　キースとリーンが右と左から俺を挟み込み、唾つばを撒まき散らして叫ぶ。

　残りの二人は何をしているかというと、テイラーは黙ったまま神に祈り、ロリサキュバスは目を閉じて天てん井じようを仰あおいでいる。

　こいつら……俺をこれっぽっちも信用してないな。

　仲間が喚わめき散らす雑音を無視して腕を組む。テーブルをじっと見つめて今後の展開を妄もう想そうする。

　追い詰つめられた状態からの逆転劇。これをやってのけるのが本物のギャンブラーだってのによ。

　大きく深呼吸をして心が落ち着いたので視線を上げると、勝ちを確信して不敵な笑みを浮かべる可愛かわいげのないガキと目が合う。

　あのクソ生意気そうな面つらが泣きっ面になるのが楽しみだぜ。

「どうした。怖おじ気けづいたのか。ここで土下座して俺の依い頼らいを受けるなら、考え直してやってもいいぞ？」

「おいおい、そんな情けない真似まねが」

「ほら、土下座して！　早く、額を擦こすりつけて媚こびて！　ロリーサが助かるなら安いもんでしょ！」

「いやー、バカがご迷めい惑わくをおかけしました。さっさと土下座して、舌でお坊ぼつちゃまの靴くつをピカピカに磨みがいてこいや！」

「バカ野や郎ろう、邪じや魔ますんじゃねえ！」

　リーンとキースが俺の頭を後ろから摑んで、強引に頭を下げさそうとする。

　どうにか振り払はらうと、王子の護衛らしき一人がギャンブルの邪魔をするキースを取り押さえて、テイラーの近くまで引っ張っていく。

「おい、こら！　離はなしやが……あ、いや、暴力反対」

　抵てい抗こうしていたキースだったが、厳いかつい顔の護衛に睨にらまれて大人しくなった。

　肝かん心じんのロリサキュバスは涙なみだ目めで駆かけ寄ってくると、

「相手は最強のカードじゃないですか！　負け確定じゃないですかっ、もう勝てませんよ！」

　俺の首を摑んで激しく揺ゆさぶる。

「殺す気か！　まだ負けるって決まったわけじゃねえだろ」

「だって、だって、13は最強なんですよ。勝てないじゃないですか！」

「ルールを聞いてたか？　13は確かに最強だが唯ゆい一いつ勝てるカードがあるだろ」

　俺に言われてようやく思い出したらしく、泣き顔が惚ほうけた顔に変化する。

「それぐらい知ってますよ。最強のカードに勝てるのは最弱の１……あっ、最弱！」

　ロリサキュバスもあの占いを思い出したようで、目を限界まで見開いて俺を凝ぎよう視ししている。

「俺に幸運の女神の加護はない。でもよ、その代わりに……バックには大悪魔が憑ついているからな！」

　確信をもってひっくり返したカードは──最弱の１。

「な、なんだと!?　ここで、１を引くだと!!」

　勝ちを確信していたレヴィ王子が椅い子すから立ち上がると、カードを指差して力なく崩くずれ落ちる。

　俺はレヴィ王子が13を引いた時から勝利を確信していた。勝負の結果は初めから決まっていたのだから。

　勝利の決め手はバニルの旦那の占い。

『貴様は肝心な大勝負で最弱の手札を引く運命にあるようだ！』

　この言葉を思い出した瞬間、この勝負方法を思いついた。

　つまり、俺が最弱のカードを引くのは確定事じ項こう。そして、今までの勝負内容からレヴィ王子がイカサマを使って、最強のカードで完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶそうとするのも予想できた。

　ならば、最弱の手札で勝てるルールにすればいいだけの話。

　感謝するぜ、バニルの旦那！

「うっしゃあ！」

　拳こぶしを掲かかげ振ふり返ると……満面の笑みで仲間が飛び込んできた。

「マジでやりやがったな、こいつ！」

[image: ]

「最後の最後で格好良く決めたじゃないか！」

「やった、やったじゃないのダスト！」

「きゃあああああ！　凄すごい、凄いですよダストさん！」

　感極きわまったロリサキュバスが、俺の首に腕を回して抱だきついてきた。

　裸に近い恰かつ好こうなので凹おう凸とつの寂さびしい体でも、柔やわらかい感かん触しよくが服の上から伝わってくる。

「もうちょい、あったら嬉うれしかったのにな」

「何か言いましたか？」

「いや、別に」

　笑顔が怖こわかったのでしらばっくれておく。

「また俺は負けるのか。イカサマをしてまで勝とうとしたというのに、カズマ殿どのの友人にも勝てないとは……。もうこの国でギャンブル禁止にしようかな」

　自信を完全に失ったレヴィ王子は机に突つっ伏ぷしてピクリとも動かない。

「子供をいじめたみたいで、罪悪感が半はん端ぱねえぞ。そのなんだ、ギャンブルなんて運だからよ。そう落ち込むなって」

　レヴィ王子の姿が哀あわれすぎて思わず慰なぐさめの言葉を掛ける。

　そういや、こいつはカズマにもギャンブルでボロ負けしたんだよな。

　かわいそうに思った俺はロリサキュバスの肩に手を置いて、仲間から少し離れる。

「おい、慰めてやれよ。落ち込んでいる男を一発でご機き嫌げんにする魔ま法ほうの言葉を教えてやるから」

　ロリサキュバスにその方法を教えると、さっきまでの俺を称しよう賛さんする態度がすっと消えた。

　呆あきれた顔でじっとこっちを見ている。

「私もサキュバスですから、それぐらいは余裕ですけど。仕方ないですね、私の実力をお見せしましょう」

　一転して自信ありげな笑みを浮かべると王子の隣に歩み寄った。

「お坊ぼつちゃま、お坊ちゃま」

「なんだ。もう罪には問わぬから何処どこにでも行っていいぞ。元から勝とうが負けようが解放するつもりだったが、このような状況で口にしても……負け惜しみにすぎぬか」

　虚うつろな表情で顔を上げたレヴィ王子に向かって、ロリサキュバスは微笑ほほえむと腕で胸をぎゅっと挟んだポーズを取る。

「大だい丈じよう夫ぶですか、元気出してください。おっぱい揉もむ？」

　落ち込んだ時はおっぱいに限る！

　思春期真っ盛りのガキ相手に、この誘ゆう惑わくは効果抜ばつ群ぐんだろ。

「……揉むほどないではないか」

「……っ!?」

「お、おい、お前それは禁句だろ」

　あまりに残ざん酷こくな一言に再び涙目になったロリサキュバスが、レヴィ王子に殴なぐりかかろうとしたので慌てて羽は交がい締じめにする。

「やめろって！　あいつを殴ったらまたややこしい事になんだろ！」

「子供にまで、バカにされた！　子供にまで、バカにされた！　うわああああああん！」

　泣きながら抵抗するロリサキュバスを、その場から引きずっていった。
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「しっかし、まさかの逆転勝ちだったな。なんで勝てたのか未いまだに分かんねえけど！　まあいいよな、ギャハハハハハ！」

　上機嫌のキースがなみなみと酒が注がれたジョッキを掲げる。

「「「乾かん杯ぱい！」」」

　俺達もジョッキを掲げて勝利を祝う。

　ここはエルロードの酒場で、俺達は祝勝会をやっている。

　あれから謝礼金として結構な額を受け取り、依い頼らい失敗分の補ほ塡てんもできた。

　その金のおかげで仲間とエルロードでの最後の夜を楽しんでいる。

「でも、勝負運がないあんたが良く勝てたわね」

「悪運だけは強いからな！」

　本当はバニルの旦だん那なの占うらないのおかげだが、言う必要はねえよな。

「つまりは、俺の天才的頭脳が勝まさったって事だな！」

「はいはい。偶ぐう然ぜんでも勝てて良かったわね」

「今回は褒ほめてやるよ。ダストにしてはやったじゃねえか！」

「ああ、見事な勝ちっぷりだったぞ」

　素す直なおに褒めない仲間ばっかだが、今日は許してやろう。最高の気分だからな！







　あれから夜中まで飲み続け、仲間達はそのまま酔よい潰つぶれている。

　俺は酔い覚ましも兼かねて宿屋の外に出た。

「おー、今日は満月か」

　空に大きく丸い月が昇のぼっている。

　酔っぱらって火ほ照てった体に夜風が気持ちいい。

「月がとても綺き麗れいですね」

「何やってんだ」

　振ふり返り見上げると、宿屋の屋根に座って俺を見下ろしているロリサキュバスがいた。

　店で見るサキュバスの恰好で艶あでやかに笑う姿が別人のように色っぽく、少しだけ見み惚とれてしまう。

「ダストさん、知ってますか。サキュバスは満月の夜になると気持ちが昂たかぶって、興奮するんですよ」

　屋根からふわりと俺の前に飛び降りる。

　そして俺の胸にしな垂れかかり、頰ほおにスーッと指を這はわした。

「なんで、大切にしていた剣けんを賭かけてまで勝負したんですか？　剣よりも……私の事を……」

　潤うるんだ瞳ひとみで見つめるロリサキュバスの目には満月が映っている。

　俺はロリサキュバスの肩かたをそっと摑つかむと、体を横にずらした。

「オロロロロロロロロロ」

　限界だったのだろう。大量の嘔おう吐と物がロリサキュバスの口からあふれる。

「悪酔いしすぎだ。あんだけ酒飲んだ状態で胃い袋ぶくろを揺ゆさぶるような真似まねしたら、吐はくに決まってんだろ」

「ずびばぜん……」

　背中をさすって出すものを全部出させると、そのまま背負おうかと思ったが止やめた。

　腕を背中と膝ひざ裏うらに回して優やさしく抱かかえ上げる。

「えっ、ダストさん」

　お姫ひめ様さまを見守る依頼は果たせなかったが、代わりに今だけはお前さんをお姫様扱あつかいしてやるよ。





　あとがき




　まさかまさかまさかの四巻目に突とつ入にゆうですよ。

　ダストは書けば書くほど愛着のわく魅み力りよく的なキャラで、少々クズな言動をしても許されるのは書き手として非常に楽しく、毎回無む茶ちやな事をやってもらっています。

　三巻ではアイリス絡がらみの話となっていましたが、四巻ではエルロードに向かったアイリスとカズマ一行をダスト達が陰かげから見張っていたら？　といった展開で、第三者から見た彼らの行動がどれだけ破は天てん荒こうなのかを再さい確かく認にんできるのではないでしょうか。

　それ以外にもダストの仲間なのに影が薄うすかったテイラーやキースの出番を増量しています。二人の活かつ躍やく？　に、ご期待ください。

　出番といえば今回は「このすば」随ずい一いちの変態ではないかと噂うわさされる彼も登場します。本当は二巻で出す予定もあったのですが、ただでさえ濃こいアクシズ教徒に彼までプラスするとダスト達が完全に食われそうなので自重しました。

　その代わり四巻では大暴れしてもらっています。私はこのキャラがかなり好きでして、いつか出したいと強く願っていたので本当に嬉うれしいです。

　あっと、四巻はロリーサことロリサキュバスも忘れてはいけませんね。彼女には色々と頑がん張ばってもらいました。彼女はダストとコンビで動かしやすいキャラなのでお気に入りの一人です。

　四巻の内容についてはこれぐらいにしておいて、一つお話ししたい事がありまして。ドラマＣＤの録音に立ち会わせてもらったのですよ！

　いやー、声優さんの生の演技には感心するばかりで、終始圧あつ倒とうされていました。

　もうね、ダストが完全にダストでしたし、リーンが驚おどろくほどリーンで、ロリサキュバスが愛らしいロリサキュバスで、テイラーが堅かた物ぶつのテイラーで、キースがお調子者のキースでした！（語ご彙い力りよく不足）

　緊きん張ちようしてばかりで自分が何を話したのかはあまり覚えていませんが、貴重な経験をさせていただきました。




　暁あかつきなつめ先生には毎回、自由に書かせていただき感謝するばかりです。書いていてふと思ったのですが、エルロードはラグクラフトがいなくなったら国が衰退しそうですよね……レヴィ王子頑張って！

　三み嶋しまくろね先生。「このすば」十四巻のゆんゆんのイラスト最高でした！　カズマ達メインキャラはもちろん素す敵てきなのですが、「愚か者」での出番の多いゆんゆんの絵を見ると嬉しくなります。

　憂ゆう姫きはぐれ先生にはエロくかわいい絵を毎回堪たん能のうさせてもらっています！　巨きよ乳にゆうもいいですが、ロリサキュバスのような慎つつましやかな胸も素敵ではないかと思う今日この頃ごろです。

　三嶋くろね先生の新刊の絵を拝見してニヤニヤして、更さらに憂姫はぐれ先生に描かいていただいた絵も見られるこの状じよう況きようは、とんでもなく幸せな事ですよね。

　スニーカー編集部の皆みな様さま、今回は難産でお世話になった担当のＭ氏、この本に携たずさわってくださった方々。更にドラマＣＤでキャラに命を吹ふき込んでくださった皆様。本当にありがとうございます。

　そして、この四巻を手にしてくださった読者の皆様に感謝を！





昼ひる熊くま　　
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この素す晴ばらしい世せ界かいに祝しゆく福ふくを！エクストラ




あの愚おろか者ものにも脚きやつ光こうを！４




常じよう敗はい無む勝しようのギャンブラー








原作　暁あかつき なつめ

著　昼ひる熊くま





角川スニーカー文庫





2018年11月1日　発行





ver.002





©Hirukuma, Hagure Yuuki, Natsume Akatsuki, Kurone Mishima 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『この素晴らしい世界に祝福を！エクストラ　あの愚か者にも脚光を！４　常敗無勝のギャンブラー』

2018年11月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
ﬁ:—: vy T eeP156
HE .
v B

NONBOSR S0 4 4

P239

x \

04 - FXTTAL/BER SR
O - AX TP/ B2 A+ 9Ty EFARLVATYT T T1IR)





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/img-p246.jpg
FSH DEBIRD
ESFWErLLEE- A
WAAKROY—HBIT [

§b#‘9t?-’-o S5

EiE1E¢H

Lol A
BHTEISELET! ~
RAL.IIHF( X (&
F5<CDXT!

(3 EEHSRDALL

AEBRFTEHTLISEVET
RAESDBIZFS<CDEH-T.
DY = EH [BHE] (X
RFYFETRRhLN
F2pDFBEREIIChSEED
15D IRB T 1!

=ug{Ah





item/image/img-p203.jpg





item/image/img-p002.jpg
4

Y
o
- ®

B\ 7-779-z- 7 \ \
AN \4 - |\

i i e T

b &
| 2
7

T T ¥
77 //" :
* e

W
v/






item/image/cover.jpg





item/image/img-p127.jpg





item/image/img-p235.jpg





item/image/img-m002.jpg
166 JHE o ik no






item/image/img-m001.jpg





item/image/img-m004.jpg





item/image/img-m003.jpg
@ 1SS RE o B By





item/image/img-p039.jpg





item/image/img-m006.jpg





item/image/img-m005.jpg
‘ 166 L i € s er K AR 2w





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		ＣＯＮＴＥＮＴＳ



		プロローグ



		第一章　あの堅物にも春来る



		第二章　あの騒がしい連中の尾行を



		第三章　あの親玉と脱獄を



		終章　あの淫魔の為に大勝負を



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/img-p189.jpg





item/image/allcover-001.jpg
vecr

FE Bk
SEQEBNEI TIAE U, ToEP
CORTHBLTLIDBBILRBLO
T EFEOIDIBEE L& SEBIDT
I SEUDBIE [T
IR CRIBCER EUHTIIRT
B EELE U, RMMS>TABTI &
.

152 EfEgch

FoYTVREER T EBVATTH,

—RRHTBHTHY/ IENTNST
BEORTENBIET. VBABEKTHE
WALCECTRUDSITT, BBHIR
ABTEGATUR,

PR-1FXbWECH

PR-FYAY BRBAYALITIVEFARAYHTIFT 49 R)

SO F W

3
s
7
i
E
g

BIIR=—H—

Mo, @E>TAR. B TERIENRISTIDILENES L]
TAURDHELA VDS HXEORITEERERRAIN
RIRABME. HY/KEELTERBHETIVO— RNE@D
30 NI/ TRBEELTLDREOEER LY R MMIEFEHD
AREEVAH . F v TIVICHEUDOREIREBICHRRD K
BOEANESIEFDAFNTLEN—I?
[B&oEFAREA ! ! HE FEICKALRBATIN?]
BTIERR. ANESHTE. S8 [SEERFB] OJXnE
BESDDOF vV TIAEHRT, BiETSA K. ZLTOY
YF1OER (?) ERBTABANECED !





item/image/img-p067.jpg





item/image/img-p141.jpg





item/image/titlepage.jpg
ZOFRBESLWVHFRICHEEZ ! TVANS

HDBHEICEHHEEZ ! 4

BREBOX YT 5—

B{E: B Koo
B

BIIAZ—H—31E
21068






item/image/img-p097.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





